
「家族計画」（現在「家族と健康」）
第１号紙面。詳細は、WEBサ
イトでご覧いただけます。

日
本
家
族
計
画
普
及
会

（
現
在
の
日
本
家
族
計
画
協

会
。
以
下
「
本
会
」
）
の
創

立
日
は
昭
和
29
年
（
１
９
５

４
年
）
４
月
18
日
で
あ
る
。

こ
の
日
は
ま
た
、
平
成
14
年

（
２
０
０
２
年
）
に
解
散
し

た
日
本
家
族
計
画
連
盟
の
発

足
大
会
が
東
京
・
虎
の
門
に

あ
る
共
済
会
館
（
当
時
）
で

行
わ
れ
た
日
で
も
あ
っ
た
。

國
井
長
次
郎
（
以
下
「
國

井
」）ら
本
会
の
草
創
期
に
名

を
連
ね
て
い
た
面
々
が
、
花

冷
え
の
雨
が
降
る
会
場
の
入

口
で
、機
関
紙
「
家
族
計
画
」

（
１
９
８
２
年
に
現
在
の

「
家
族
と
健
康
」
に
改
題
）

第
1
号
を
参
会
者
た
ち
に
配

っ
た
と
あ
る
。

新
し
い
運
動
の
開
始
と
い

う
夢
と
希
望
に
燃
え
て
い
た

彼
ら
は
、
意
気
軒
昂
で
雨
に

濡
れ
な
が
ら
配
り
続
け
た
。

リ
ー
ダ
ー
の
國
井
は
、
こ
の

日
を
も
っ
て
「
本
会
の
創
立

日
と
す
る
」
と
宣
言
し
た
の

だ
。あ

れ
か
ら
70
年
。
よ
く
も

ま
あ
こ
れ
ほ
ど
長
い
間
続
け

て
こ
ら
れ
た
も
の
だ
。
今
流

行
の
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
　
Ｇ
Ｐ
Ｔ

に
、「
70
年
間
続
く
企
業
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
」
と
尋
ね
る

と
、
真
偽
は
定
か
で
は
な
い

が
、
「
米
国
の
統
計
に
よ
れ

ば
、
新
し
く
設
立
さ
れ
た
企

業
の
う
ち
約
半
数
は
５
年
以

内
に
閉
鎖
さ
れ
、
10
年
後
に

は
そ
の
う
ち
の
さ
ら
に
多
く

が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
」
と
の

回
答
が
。
も
ち
ろ
ん
例
外
は

あ
る
よ
う
で
、「
特
に
、
家
族

経
営
の
中
小
企
業
や
伝
統
的

な
大
手
企
業
、
ま
た
は
一
部

の
業
界
で
は
、
70
年
以
上
存

続
し
て
い
る
企
業
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
強

固
な
経
営
戦
略
、
市
場
へ
の

適
応
能
力
、長
期
的
な
視
野
、

そ
し
て
時
に
は
新
し
い
技
術

や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
柔

支
援
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
　

Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
回
答
に
あ
る
よ
う

に
、
わ
が
国
に
お
け
る
家
族

計
画
運
動
を
推
し
進
め
る
た

め
に
は
経
済
的
に
自
分
の
足

で
立
つ
と
い
う
経
営
理
念
に

本
会
が
徹
し
て
き
た
こ
と
が

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
今
を
任
さ

れ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
が
、
創

立
当
初
國
井
ら
先
人
た
ち
が

抱
い
て
い
た
夢
の
実
現
に
ど

れ
ほ
ど
貢
献
で
き
て
い
る
か

疑
問
と
不
安
に
襲
わ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
を

「
時
代
の
流
れ
だ
か
ら
仕
方

な
い
」
と
一
刀
両
断
し
て
い

い
と
は
思
わ
な
い
。
温
故
知

新
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

こ
の
機
会
に
改
め
て
、
國
井

が
「
家
族
計
画
」
第
1
号
に

寄
せ
て
い
る
「
本
会
の
現
在

と
将
来
」
の
テ
ー
マ
で
書
か

れ
た
記
事
を
噛
み
し
め
て
み

よ
う
。

◆
　
◆
　
◆

本
会
は
こ
の
新
聞
を
以
て

誕
生
す
る
。
こ
れ
が
出
立
の

呱
々
（
こ
こ
）
の
声
で
あ

る
。
こ
ん
な
小
さ
な
刊
行
物

を
だ
す
ま
で
で
も
苦
労
を
し

た
。
（
中
略
）
ど
ん
な
小
さ

な
事
で
あ
れ
、
出
発
に
は
苦

労
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ

そ
ん
な
苦
し
ん
で
ま
で
敢
え

て
や
る
の
か
、
と
自
分
で
も

思
う
。
し
か
し
や
は
り
、
わ

れ
わ
れ
が
よ
り
幸
福
に
な
れ

る
と
わ
か
つ
た
も
の
に
は
勇

気
を
だ
し
て
、
や
る
べ
き
だ

と
思
う
。
（
後
略
）

（
１
９
５
４
年
４
月
20
日
発
行
、
機
関
紙

「
家
族
計
画
」第
１
号
４
面
よ
り
。原
文
マ
マ
）

◆
　
◆
　
◆

本
会
を
常
日
頃
ご
支
援
い

た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に

は
、
原
点
と
も
い
え
る
國
井

の
熱
き
思
い
と
照
ら
し
て
本

会
の
現
在
が
道
を
逸
脱
し
て

い
な
い
か
否
か
、
常
に
叱
咤

激
励
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

（
２
０
２
４
年
４
月
18
日
掲
載
）

本
会
公
益
事
業
の
一
環
で

発
行
し
て
い
る
「
妊
娠
中
か

ら
考
え
る
　
お
産
の
あ
と
の

あ
な
た
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
」
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
無
料
公
開

中
で
す
。
ど
な
た
で
も
お
手

持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
等
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
・
育
児
を
通

じ
た
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
情

報
が
満
載
で
す
の
で
、
母
子

健
康
手
帳
交
付
時
、
各
種
健

診
時
、
新
生
児
訪
問
の
際
な

ど
に
、
ぜ
ひ
お
母
さ
ん
、
お

父
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
々
に

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

「
妊
娠
中
か
ら
考
え
る

お
産
の
あ
と
の
あ
な
た
と

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
」と
は

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に

関
す
る
啓
発
の
た
め
に
、
本

会
が
１
９
６
９
年
よ
り
毎
年

発
行
し
、
こ
れ
ま
で
行
政
施

設
、
医
療
施
設
、
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
企
業
な
ど
を
通
じ
て

多
く
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
妊

娠
・
出
産
・
育
児
に
役
立
て
ら

れ
て
き
た
啓
発
冊
子
で
す
。

２
０
２
４
年
度
よ
り
、
さ

ら
に
広
く
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
無
料
公
開

も
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
、
日
本
語
を
含
む
11
言
語

で
お
読
み
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
、
加
え
て
、
音
声
読
み

上
げ
機
能
も
付
け
ま
し
た

（
左
記
参
照
）
。

（
２
０
２
４
年
６
月
20
日
掲
載
）

軟
性
を
持
っ
て
い

る
」
と
返
さ
れ

た
。筆

者
に
つ
い
て

い
え
ば
、
昭
和
63

年（
１
９
８
８
年
）

に
本
会
に
就
職
し

て
か
ら
既
に
36
年

が
経
過
し
て
い

る
。
70
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
本
会
を

取
り
巻
く
多
く
の

関
係
者
の
温
か
い

今 号 の ペ ー ジ

■
第
28
回
松
本
賞

木
村
正
氏（
大
阪
府
）
受
賞
決
定

■「
第
９
回
男
女
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る

調
査
」
結
果
報
告
会
開
催
さ
れ
る

2面

■
２
０
２
４
年
４
〜
10
月
の

　
ニ
ュ
ー
ス
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
2～ 7面

■
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

　
２
０
２
３
年
度
事
業
実
績
報
告
8～ 9
面

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
〜
エ
ー
ル
〜

10～12
面

■
職
域
保
健
の
現
場
か
ら
58
59

12～13
面

■
は
た
が
や
日
和

〜
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
相
談
室
へ
よ
う
こ
そ
〜
14～15
面

本
会
は
記
念
す
べ
き
70
年
目
を
迎
え
た

北
村
　
邦
夫

一
般
社
団
法
人
日
本
家
族
計
画
協
会
会
長

創
立
70
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に
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せ
て
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会
）
、
勝
部
ま
ゆ
み
（
ジ
ョ

イ
セ
フ
）
、
北
村
邦
夫
（
本

会
）
（
敬
称
略
）
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。

木
村
氏
は
１
９
８
５
年
３

月
大
阪
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
同
大
学
産
科
学
婦
人
科

学
教
室
で
修
練
を
開
始
し
、

関
連
病
院
で
の
研
鑽
、
ド
イ

ツ
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
留
学
な

ど
を
経
験
し
、
２
０
０
６
年

９
月
に
大
阪
大
学
教
授
に
着

任
、
教
室
を
主
宰
し
た
。
18

年
４
月
か
ら
２
年
間
大
阪
大

学
医
学
部
附
属
病
院
病
院
長

を
務
め
た
。
大
阪
大
学
時
代

に
は
６
７
３
報
の
英
文
原

著
・
症
例
報
告
・
総
説
を
刊

行
し
、
教
授
在
職
中
に
２
１

６
名
の
新
専
攻
医
を
迎
え
、

１
０
４
名
が
学
位
を
取
得
す

る
な
ど
産
婦
人
科
の
発
展
に

寄
与
し
た
。

24
年
４
月
１
日
か
ら
地
方

独
立
法
人
堺
市
立
病
院
機
構

理
事
長
。

同
氏
は
13
年
に
開
始
し
た

大
阪
府
に
お
け
る
、
産
科
と

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と

の
協
働
に
よ
り
重
篤
な
妊
産

婦
の
救
命
を
図
る
最
重
症
妊

産
婦
受
入
事
業
の
展
開
に
指

導
的
役
割
を
果
た
し
、
大
阪

の
妊
産
婦
死
亡
防
止
に
貢
献

し
た
。
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
で
は
11
年
よ
り
常
務
理

事
、
19
年
か
ら
23
年
に
理
事

長
を
歴
任
、
そ
の
後
監
事
に

就
任
。
常
務
理
事
時
代
に
国

際
産
婦
人
科
連
合
（
Ｆ
Ｉ
Ｇ

Ｏ
）
の
日
本
代
表
理
事
な
ど

を
務
め
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
資
金
を

得
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
産
婦
人
科

学
会
へ
の
支
援
事
業
を
行

い
、
同
国
の
子
宮
頸
が
ん
検

診
体
制
の
礎
を
築
い
た
。
理

日
本
家
族
計
画
協
会
の
故

松
本
清
一
元
会
長
の
名
を
冠

し
た
顕
彰
制
度
で
、
わ
が
国

に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
の
分
野
に
お
い

て
活
躍
し
て
い
る
第
一
人
者

に
対
し
、
そ
の
功
績
を
讃
え

て
贈
呈
す
る
「
松
本
賞
」
。

そ
の
第
28
回
選
考
委
員
会
が

３
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
選
考
委
員
会
委

員
な
ら
び
に
過
去
の
受
賞
者

の
う
ち
故
人
を
除
く
29
名
を

推
薦
人
と
し
て
、
推
薦
さ
れ

た
候
補
者
の
功
績
調
書
を
も

と
に
、
厳
正
な
審
査
が
行
わ

れ
、
大
阪
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科(

産
科
学
婦
人
科

学
講
座
）
教
授
木
村
正
氏

（
63
歳
）
の
受
賞
が
決
ま
っ

た
。こ

れ
で
受
賞
者
数
は
40

名
。
内
訳
は
医
師
37
名
、
看

護
職
３
名
と
な
っ
た
。

選
考
委
員
会
は
、
木
下
勝

之
（
日
本
産
婦
人
科
医

会
）
、
小
西
郁
生
（
日
本
産

科
婦
人
科
学
会
）
、
吉
村
泰

典
（
日
本
生
殖
医
学
会
）
、

高
松
潔
（
日
本
女
性
医
学
学

４
月
１
日
、
嫡
出
推
定
制

度
の
見
直
し
が
盛
り
込
ま
れ

た
改
正
民
法
（
令
和
４
年
法

律
第
１
０
２
号
）
が
施
行
さ

れ
た
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
下

記
の
通
り
。

●
婚
姻
の
解
消
等
の
日
か
ら

３
０
０
日
以
内
に
子
が
生

ま
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
母
が
前
夫
以
外
の
男

性
と
再
婚
し
た
後
に
生
ま

れ
た
子
は
、
再
婚
後
の
夫

４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
、
女
性
の
健
康
と
権

利
に
関
す
る
主
な
法
律
で
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

木
村
正
氏（
大
阪
府
）受
賞
決
定

第
28
回

松
本
賞

事
長
時
代
に
は
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の
概

念
を
産
婦
人
科
医
、
並
び
に

国
民
に
普
及
推
進
す
る
こ
と

に
務
め
、
こ
の
概
念
に
基
づ

き
出
生
前
・
着
床
前
遺
伝
学

的
検
査
に
関
し
て
専
門
家
や

市
民
と
対
話
し
倫
理
的
側
面

も
重
視
し
つ
つ
実
践
す
る
体

制
を
確
立
し
た
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
接
種
勧
奨
差
し
控
え

問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
有

効
性
に
関
す
る
医
学
的
デ
ー

タ
を
国
民
に
示
し
、
行
政
の

勧
奨
再
開
を
後
押
し
し
た
。

流
行
を
極
め
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

︱
19
感
染
症
に
対
し
、
他
学

会
と
協
力
し
て
特
に
妊
婦
に

対
し
て
行
動
自
粛
や
ワ
ク
チ

ン
に
関
す
る
情
報
を
発
信

し
、
分
娩
施
設
に
お
け
る
院

内
感
染
対
策
情
報
も
提
供
し

本
調
査
は
、
深
刻
化
す
る

少
子
化
の
原
因
を
探
り
有
効

な
対
策
を
講
じ
る
と
共
に
、

日
本
に
お
け
る
性
、
妊
娠
な

ど
に
関
す
る
男
女
の
意
識
を

さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
分
析

し
、
わ
が
国
の
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
の
推
進
に
資
す
る
べ

く
、
本
会
が
公
益
事
業
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
２
０
０
２
年
よ
り
２
年

の
子
と
推
定
す
る

●
女
性
の
再
婚
禁
止
期
間

（
施
行
前
１
０
０
日
間
）

の
廃
止

●
こ
れ
ま
で
は
夫
の
み
に
認

め
ら
れ
て
い
た
嫡
出
否
認

権
を
、
子
お
よ
び
母
に
も

認
め
る

●
嫡
出
否
認
の
訴
え
の
出
訴

期
間
を
１
年
か
ら
３
年
に

伸
長

ま
た
、
本
日
か
ら
１
年

間
、
本
法
律
施
行
前
に
生
ま

れ
た
子
や
そ
の
母
親
が
、
嫡

出
否
認
の
訴
え
を
提
起
し

て
、
血
縁
上
の
父
で
は
な
い

者
が
子
の
父
と
推
定
さ
れ
て

い
る
状
態
を
解
消
す
る
こ
と

家
庭
内
暴
力
・
貧
困
・
性

被
害
・
性
的
搾
取
な
ど
、
困

難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ

の
支
援
強
化
に
関
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
た
。

同
法
律
は
、
女
性
の
福

祉
、
人
権
の
尊
重
や
養
護
、

男
女
平
等
と
い
っ
た
視
点
を

ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、

２
０
１
６
年
の
第
８
回
調
査

以
来
、
実
施
が
見
送
ら
れ
、

こ
の
た
び
７
年
ぶ
り
に
再
開

さ
れ
た
。

な
お
、
今
回
よ
り
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
を
設
置
し

て
お
り
、
調
査
内
容
の
精
査

か
ら
結
果
の
集
計
・
考
察
に

至
る
ま
で
、
識
者
に
よ
る
意

見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

３
月
15
日
、
本
会
会
議
室
（
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
）
に

お
い
て
、
「
第
９
回
　
男
女
の
生
活
と
意
識
に
関
す

る
調
査
」
結
果
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。

報
告
会
で
は
、
訪
れ
た
報

道
関
係
者
・
関
連
企
業
等
に

対
し
て
、
本
調
査
責
任
者
で

あ
る
本
会
会
長
北
村
邦
夫
か

ら
概
要
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。
主
な
内
容
は
下
記
の
通

り
で
あ
る
。

●
婚
姻
関
係
に
あ
る
男
女
の

48
・
３
％
が
１
か
月
以
上

セ
ッ
ク
ス
を
し
て
い
な
い

（
前
回
調
査
よ
り
１
・
１

ポ
イ
ン
ト
増
）。婚
姻
関
係

に
あ
る
男
女
の
セ
ッ
ク
ス

レ
ス
化
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
況
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。

●
女
性
が
選
択
で
き
る
避
妊

は
、１
位
は
変
わ
ら
ず「
コ

ン
ド
ー
ム
」。一
方
、「
女
性

ホ
ル
モ
ン
剤
」
が
２
位
に

上
昇（
前
回
調
査
よ
り
11
・

８
ポ
イ
ン
ト
増
）。子
宮
内

避
妊
具
も
増
加
（
同
じ
く

３
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
）。

●
女
性
ホ
ル
モ
ン
剤
を
使
っ

て
い
る
女
性
が
急
増
。
月

経
痛
緩
和
な
ど
の
副
効
用

を
求
め
て
い
る
状
況
が
示

唆
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
緊
急
避
妊

薬
の
使
用
、
人
工
妊
娠
中
絶

手
術
の
実
施
状
況
、
経
口
妊

娠
中
絶
薬
に
関
す
る
イ
メ
ー

ジ
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
に
対
す
る
意
識
、
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
・
性

教
育
へ
の
意
識
、
未
婚
の
男

女
の
結
婚
観
な
ど
、
今
回
の

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
が
語
ら
れ
た
。

※
本
調
査
の
詳
し
い
情
報
は
本

会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
:
03
︱
６
４
０
７

︱
８
３
６
３
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
２
０
２
４
年
４
月
３
日
掲
載
）

た
。ま

た
、
24
年
度
よ
り
本
格

化
す
る
「
医
師
の
働
き
方
改

革
」
に
向
け
て
の
提
言
を

種
々
行
っ
た
。

23
年
よ
り
日
本
医
学
会
連

合
理
事
。
産
科
医
療
補
償
制

度
の
再
発
防
止
委
員
会
委
員

を
12
年
よ
り
、
委
員
長
を
18

年
か
ら
現
在
ま
で
務
め
医
療

安
全
と
医
療
者
︱
妊
産
婦
間

の
相
互
理
解
に
貢
献
し
て
い

る
。こ

れ
ら
一
連
の
社
会
活
動

に
対
し
、
19
年
に
は
産
科
医

療
功
労
者
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

同
氏
の
女
性
の
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の
向

上
に
関
す
る
幅
広
い
功
績

は
、
そ
の
産
婦
人
科
専
門
医

教
育
、
産
科
学
・
婦
人
科

学
・
生
殖
医
学
に
関
す
る
多

大
な
貢
献
と
と
も
に
、
由
緒

あ
る
松
本
賞
に
値
す
る
も
の

と
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞

に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
０
２
４
年
４
月
２
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

明
確
に
規
定
す
る
と
と
も

に
、
国
・
地
方
公
共
団
体
が

必
要
な
施
策
を
講
じ
る
責
務

を
明
記
し
て
い
る
。

女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
、
女
性
相
談
支
援
員
、
女

性
自
立
支
援
施
設
に
よ
る
支

援
が
始
め
ら
れ
る
ほ
か
、
民

間
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
支

援
、
関
係
機
関
と
の
緊
密
な

連
携
等
も
図
ら
れ
て
い
く
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
」

（
２
０
２
４
年
４
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

が
可
能
で
あ
る
。
相
談
は
、

全
国
の
法
務
局
・
地
方
法
務

局
、
市
区
町
村
の
戸
籍
窓
口

ま
で
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

法
務
省
「
民
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
つ
い
て
」

大阪大学大学院医学系研究科
（産科学婦人科学講座）教授

木村�正氏
※ 2024年4月1日からは地方独立法人堺市立
病院機構理事長となる。

本会会長北村邦夫が今回の調査の概要を語った

「こどもまんなか 児童福祉週間」
　こども家庭庁

（2024年４月17日掲載）

「すきなこと
どんどんふやして

おおきくなあれ」

　こども家庭庁は、毎年５月５日の「こどもの日」か
ら１週間を「こどもまんなか 児童福祉週間」と定め
ている。
　令和６年度は下記標語のもと、こどもの健やかな成
長、こどもや家庭を取り巻く環境について考えること
を目的に各種事業および行事を展開する。

香川県・加藤 共泰（かとう ともやす）さん ６歳の作品

（五十音順・敬称略）
アドバイザリーボード委員

池田裕美枝 （ 医療法人心鹿会海と空クリニック
京都駅前）

岩永　直子 （医療記者）

上田　　豊 （大阪大学医学部産婦人科）

尾島　俊之 （浜松医科大学社会医学講座教授）

杉村由香理 （ 日本家族計画協会家族計画研究
センター）

園田　正樹 （株式会社グッドバトン）

三戸　麻子 （ 国立成育医療研究センター・周産
期・母性診療センター母性内科）

令和６年度「こどもまんなか 児童福祉週間」

令和６年度「こどもまんなか 児童福祉週間」標語

詳細は
コチラ

「こどもまんなか 児童福祉週間」「こどもまんなか 児童福祉週間」
（5/5～11）

嫡
出
推
定
制
度
の
見
直
し（
改
正
民
法
）・

女
性
支
援
新
法
施
行
さ
れ
る
令
和
６
年

４
月
１
日

嫡
出
推
定
制
度
の
見
直
し
・

女
性
の
再
婚
禁
止
期
間
廃
止

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

関
す
る
法
律︵
女
性
支
援
新
法
︶施
行

結
果
報
告
会
開
催
さ
れ
る

「
第
９
回
男
女
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」
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０
８
組
で
増
加
（
同
４
７

０
９
組
増
加
）

子
ど
も
に
接
す
る
職
業
に

従
事
す
る
者
に
つ
い
て
、
特

定
の
性
犯
罪
前
科
の
有
無
を

確
認
す
る
仕
組
み
「
日
本
版

Ｄ
Ｂ
Ｓ
※

」
を
盛
り
込
ん

だ
、
い
わ
ゆ
る
「
こ
ど
も
性

暴
力
防
止
法
案
」
が
、
６
月

19
日
の
参
議
院
本
会
議
で
可

決
、
成
立
し
た
。

性
犯
罪
前
科
を
最
長
20
年

確
認
可
能
と
す
る
防
止
措
置

（
教
育
、
保
育
等
に
従
事
さ

せ
な
い
な
ど
）
を
は
じ
め
、

複
数
の
措
置
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
子
ど
も
に
対
す

る
性
暴
力
を
防
止
す
る
た
め

７
月
４
日
、
こ
ど
も
家
庭

庁
は
、
令
和
６
年
度
こ
ど
も

の
事
故
防
止
週
間
に
向
け

て
、
「
み
ん
な
で
見
守
り

『
こ
ど
も
の
熱
中
症
』
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
！
」
を
公
開

し
、
熱
中
症
へ
の
注
意
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

子
ど
も
の
熱
中
症
は
２
０

２
３
年
度
の
５
～
９
月
の
間

に
１
万
３
８
４
人
（
２
０
２

２
年
度
か
ら
２
１
８
０
人

増
）
と
な
り
、
直
近
５
年
で

最
も
多
か
っ
た
。
今
年
度
も

４
月
29
日
か
ら
７
月
７
日
ま

で
の
累
計
で
２
３
８
４
人
に

上
っ
て
い
る
。

熱
中
症
に
か
か
っ
た
場

６
月
27
日
、
国
立
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
親
の

逆
境
体
験
が
子
ど
も
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
影
響
す
る
こ

と
を
示
唆
し
た
研
究
結
果
を

発
表
し
た
。

こ
の
研
究
で
は
、
逆
境
体

験
と
し
て
「
母
親
が
成
人
前

に
両
親
の
離
婚
を
体
験
し

た
」
と
い
う
要
因
が
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
「
両
親
の
離

婚
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る

母
親
」
の
子
ど
も
は
、
小
学

５
年
生
と
中
学
２
年
生
時
点

６
月
５
日
、
厚
生
労
働
省

は
、
令
和
５
年
人
口
動
態
統

計
月
報
年
計
（
概
数
）
を
公

表
し
た
。

出
生
数
は
72
万
７
２
７
７

人
で
、
前
年
の
77
万
７
５
９

人
よ
り
４
万
３
４
８
２
人
減

少
し
８
年
連
続
減
少
で
過
去

最
少
。
出
生
率
（
人
口
千

対
）
は
６
・
０
と
、
前
年
の

６
・
３
よ
り
低
下
。

出
生
数
を
母
の
年
齢
（
５

歳
階
級
）
別
に
み
る
と
、
45

歳
以
上
で
前
年
よ
り
増
加

し
、
他
の
各
階
級
で
は
減

少
。
ま
た
、
合
計
特
殊
出
生

率
は
１
・
20
で
、
前
年
の

１
・
26
よ
り
低
下
し
８
年
連

続
低
下
で
過
去
最
低
。

一
方
、
死
亡
数
は
１
５
７

万
５
９
３
６
人
で
、
前
年
の

１
５
６
万
９
０
５
０
人
よ
り

６
８
８
６
人
増
加
し
、
死
亡

率
（
人
口
千
対
）
は
13
・
０

で
、
前
年
の
12
・
９
よ
り
上

昇
。死

因
別
に
み
る
と
、
死
因

順
位
の
第
１
位
は
悪
性
新
生

物
〈
腫
瘍
〉
（
全
死
亡
者
に

占
め
る
割
合
は
24
・
３
％
）、

第
２
位
は
心
疾
患
（
高
血
圧

性
を
除
く
）（
同
14
・
７
％
）、

第
３
位
は
老
衰
（
同
12
・
１

％
）
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
概
要
は
以
下
の

通
り

・�

自
然
増
減
数
は
、
84
万
８

６
５
９
人
で
過
去
最
大
の

減
少
（
17
年
連
続
減
少
）

（
対
前
年
５
万
３
６
８
人

減
少
）

・�

死
産
数
は
、
１
万
５
５
３

２
胎
で
増
加
（
同
３
５
３

胎
増
加
）

・�

婚
姻
件
数
は
、
47
万
４
７

１
７
組
で
減
少
（
同
３
万

２
１
３
組
減
少
）

・�

離
婚
件
数
は
、
18
万
３
８

自
転
車
後
部
に
子
ど
も
を

乗
せ
走
行
し
て
い
た
際
の
事

故
が
２
０
１
９
年
度
以
降
で

２
０
７
件
、
医
療
機
関
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
が
注
意
喚
起
し
て
い

る
。自

転
車
後
部
に
乗
せ
て
い

た
子
ど
も
が
遭
う
事
故
は
、

骨
折
、
転
倒
、
ス
ポ
ー
ク
に

よ
る
外
傷
な
ど
が
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
骨
折
が
約
半
数
を

占
め
る
。
子
ど
も
の
身
体
が

後
部
座
席
か
ら
は
み
出
し
た

ま
ま
障
害
物
に
ぶ
つ
か
り
、

大
腿
骨
を
骨
折
す
る
事
例
な

ど
が
発
生
し
て
い
る
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

子
ど
も
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
適
切
に
装
着

さ
せ
、
身
体
が
は
み
出
さ
な

瞬
間
接
着
剤
を
使
用
し
た

際
の
や
け
ど
に
つ
い
て
、
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
注
意
を

促
し
て
い
る
。

瞬
間
接
着
剤
や
、
付
け
爪

用
接
着
剤
に
使
用
さ
れ
て
い

る
シ
ア
ノ
ア
ク
リ
レ
ー
ト

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

や
布
な
ど
に
染
み
込
ま
せ
る

と
十
数
秒
ほ
ど
で
１
７
０
℃

近
く
ま
で
温
度
が
上
が
る
こ

と
が
あ
り
、
や
け
ど
を
負
う

危
険
が
あ
る
。

全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ

７
月
２
日
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
、
成
人
の

禁
煙
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
初
め
て
公
表
し
た
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
臨

床
現
場
や
地
域
社
会
で
の
医

療
従
事
者
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
関
心
の
あ

る
喫
煙
者
に
対
す
る
集
中
的

厚
生
労
働
省
は
７
月
26

日
、
「
令
和
５
年
簡
易
生
命

表
」
を
公
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
男
性
の

平
均
寿
命
は
81
・
09
歳
、
女

性
の
平
均
寿
命
は
87
・
14
歳

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
と
比

べ
男
性
は
０
・
04
歳
、
女
性

は
０
・
05
歳
上
昇
し
た
。
前

年
を
上
回
っ
た
の
は
、
男
女

共
に
２
０
２
０
年
以
来
３
年

ぶ
り
。
平
均
寿
命
の
男
女
差

は
６
・
05
歳
で
、
前
年
よ
り

７
月
25
日
、
日
本
救
急
医

学
会
は
「
熱
中
症
診
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
２
０
２
４
」
を
公

表
し
た
。

お
よ
そ
10
年
ぶ
り
と
な
る

今
改
訂
で
は
、
熱
中
症
の
重

症
度
分
類
の
う
ち
、
こ
れ
ま

で
「
Ⅲ
度
」
と
し
て
き
た
重

症
群
の
中
に
、
さ
ら
に
注
意

を
要
す
る
最
重
症
群
が
あ
る

な
支
援
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
等

を
用
い
た
介
入
、
薬
物
療
法

な
ど
を
含
ん
だ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

推
奨
す
る
包
括
的
な
禁
煙
介

入
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

W
HO clinical treatm

ent 
guideline for tobacco 
cessation in adults.

（
２
０
２
４
年
７
月
17
日
掲
載
）

い
よ
う
に
声
掛
け
を
す
る
ほ

か
、
狭
い
通
路
を
走
行
す
る

際
は
子
ど
も
と
障
害
物
が
接

触
し
な
い
よ
う
に
、
自
転
車

か
ら
降
り
て
押
し
歩
く
な
ど

し
て
事
故
を
回
避
す
る
よ
う

呼
び
掛
け
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
「
自
転

車
後
部
に
同
乗
中
の
子
ど
も

の
事
故
に
注
意
！
︱
障
害
物

と
接
触
し
て
大
腿
骨
を
骨
折

す
る
事
故
も
︱
」

（
２
０
２
４
年
７
月
17
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

と
し
て
、
こ
の
最
重
症
群
を

「
Ⅳ
度
」
と
し
て
定
義
し

た
。ま

た
、
診
療
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
を
変
更
し
た
ほ
か
、
熱
中

症
患
者
の
身
体
を
冷
却
す
る

「Active Cooling

」
の
定

義
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

日
本
救
急
医
学
会
「
熱
中
症

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２

４
公
表
の
お
知
ら
せ
」

（
２
０
２
４
年
８
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

の
法
律
と
な
っ
て
い
る
。
同

法
は
公
布
日
か
ら
２
年
６
か

月
以
内
に
施
行
さ
れ
る
。

※�

Ｄ
Ｂ
Ｓ
＝
英
国
の
前
歴
開

示
・
前
歴
者
就
業
制
限
機
構

「Disclosure and Barring 
Service

」
の
略
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

こ
ど
も
家
庭
庁
「
第
２
１
３

回
国
会
（
令
和
６
年
通
常
国

会
）
提
出
法
律
案
」

衆
議
院
「
学
校
設
置
者
等
及

び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者

に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等

の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
法
律
案
」

（
２
０
２
４
年
６
月
20
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
不
調

が
現
れ
る
リ
ス
ク
が
１
・
22

倍
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。ま

た
、
母
親
が
両
親
の
離

婚
を
経
験
す
る
と
、
母
親
が

高
校
以
上
の
教
育
歴
を
も
つ

可
能
性
が
低
く
な
り
、
子
ど

も
世
代
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

へ
も
影
響
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
同
研
究

セ
ン
タ
ー
は
、
逆
境
体
験

（
両
親
の
離
婚
）
を
経
験
し

た
女
性
が
よ
り
高
い
教
育
歴

を
も
て
る
よ
う
に
環
境
づ
く

り
を
す
る
こ
と
で
、
世
代
を

超
え
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

リ
ス
ク
を
減
ら
す
可
能
性
が

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
「
逆
境
体
験
が
世
代
を
超

え
て
影
響
を
及
ぼ
す
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
関
す
る
研
究 

次
世

代
の
良
好
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
た
め
に
は
、
教
育
へ
の

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

令
和
５
年
（
２
０
２
３
）
人

口
動
態
統
計
月
報
年
計
（
概

数
）
の
概
況

（
２
０
２
４
年
６
月
５
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

支
援
が
重
要
か
？
」

（
２
０
２
４
年
７
月
17
日
掲
載
）

女
と
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱

19
）
、
が
ん
な
ど
の
死
亡
率

の
変
化
が
平
均
寿
命
を
延
ば

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｉ

Ｏ
︱
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
に
は
、
２
０

１
９
年
度
以
降
７
件
の
事
例

が
寄
せ
れ
ら
れ
て
お
り
、
今

年
度
５
月
に
は
、
付
け
爪
用

接
着
剤
に
よ
り
子
ど
も
が
や

け
ど
を
し
た
事
故
も
起
こ
っ

て
い
る
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
繊
維
質
の
も
の
に
染
み

込
ま
せ
な
い
よ
う
に
す
る
ほ

か
、
誤
っ
て
衣
服
等
に
付
着

さ
せ
た
場
合
は
大
量
の
水
を

か
け
る
、
手
指
に
つ
い
た
場

合
は
ぬ
る
ま
湯
で
も
み
洗
い

す
る
な
ど
、
対
処
法
に
つ
い

て
も
啓
発
し
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
「
瞬
間

接
着
剤
の
使
用
に
よ
る
や
け

ど
に
注
意
︱
つ
け
爪
用
接
着

剤
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

︱
」（

２
０
２
４
年
７
月
17
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

合
、
子
ど
も
自
身
が
体
調
の

変
化
に
気
付
き
に
く
い
こ
と

や
、
自
身
の
異
常
を
う
ま
く

伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

た
め
、
周
囲
の
大
人
が
顔

色
、
汗
の
量
な
ど
に
気
を
配

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

る
。詳

し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

総
務
省
消
防
庁

こ
ど
も
家
庭
庁
「
７
月
15
日

か
ら
の
１
週
間
は
『
こ
ど
も

の
事
故
防
止
週
間
』
で
す
」

（
２
０
２
４
年
７
月
17
日
掲
載
）

も
０
・
01
歳
拡
大
し
て
い

る
。平

均
寿
命
が
男
女
共
、
延

伸
し
た
要
因
に
つ
い
て
、
男

す
方
向
に
働
い
た
た
め
と
み

ら
れ
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
令
和
５
年
簡

易
生
命
表
の
概
況
」

（
２
０
２
４
年
７
月
30
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

11/21〜22 開催決定

（2024年５月10日掲載）

　2024年度の健やか親子21全国大会（母子保健家族
計画全国大会）を、11月21日(木)から22日(金)までの
２日間、鹿児島市・宝山ホール（鹿児島県文化センタ
ー）で開催します。
　全国の母子保健および家族計画関係者の皆さまの多く
のご参加をお待ちしております。
　本大会の詳細が決定次第、改めてご案内いたします。

健やか親子21全国大会健やか親子21全国大会
（母子保健家族計画全国大会）（母子保健家族計画全国大会）
2024年度

主　催： こども家庭庁／鹿児島県／鹿児島市／社会福祉法
人恩賜財団母子愛育会／一般社団法人日本家族計
画協会／公益社団法人母子保健推進会議

会　場： 宝山ホール（鹿児島県文化センター／鹿児島県鹿
児島市山下町５-３）

参加費：無料

「
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
」法
成
立

子
ど
も
に
接
す
る
職
業
に

従
事
す
る
人
の
性
犯
罪
歴
を
照
会

逆
境
体
験
が
世
代
を
超
え
て

影
響
を
及
ぼ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

関
す
る
研
究

「
み
ん
な
で
見
守
り『
こ
ど
も
の

熱
中
症
』を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
」

こ
ど
も
家
庭
庁

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

自
転
車
後
部
に
乗
る

子
ど
も
の
事
故
に
注
意

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

瞬
間
接
着
剤
で
の

や
け
ど
に
注
意
を国

民
生
活
セ
ン
タ
ー

成
人
の
禁
煙
の
た
め

臨
床
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

～
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
初
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
公
表
～

令
和
５（
２
０
２
３
）年

人
口
動
態
統
計（
概
数
）を
公
表
厚 生
労働省

男
性
81
・
09
歳
、女
性
87
・
14
歳

   

令
和
５
年
簡
易
生
命
表
を
公
表

平均寿命

厚労省

「�

熱
中
症
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

約
10
年
ぶ
り
に
改
訂
日
本
救
急
医
学
会
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厚
生
労
働
省
は
、
10
月
１

日
㈫
か
ら
７
日
㈪
ま
で
、
２

０
２
４
年
度
「
全
国
労
働
衛

生
週
間
」
を
実
施
す
る
。
今

年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
推
し
て
ま
す
　
み
ん
な
笑

顔
の
　
健
康
職
場
」
。

全
国
労
働
衛
生
週
間
は
、

労
働
者
の
健
康
管
理
や
職
場

環
境
の
改
善
な
ど
、
労
働
衛

生
に
関
す
る
国
民
の
意
識
を

高
め
、
職
場
で
の
自
主
的
な

活
動
を
促
し
て
労
働
者
の
健

康
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を

７
月
29
日
、
国
立
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流

行
に
よ
る
親
子
の
生
活
と
健

康
へ
の
影
響
に
関
す
る
実
態

調
査
」
（
郵
送
調
査
）
の
調

査
結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の

調
査
は
２
０
２
０
～
23
年

に
、
小
中
高
生
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た

が
、
小
中
高
生
の
約
半
数
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
過
剰
に

使
用
し
て
お
り
、
ま
た
５
人

に
１
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

依
存
が
強
く
疑
わ
れ
る
状
態

に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

７
月
31
日
、
厚
生
労
働
省

は
「
令
和
５
年
度
雇
用
均
等

基
本
調
査
」
の
結
果
を
公
表

し
た
。

育
児
休
業
取
得
者
の
割
合

は
、
女
性
84
・
１
％
（
前
回

80
・
２
％
）
、
男
性
30
・
１

％
（
前
回
17
・
13
％
）
と
増

加
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
企
業
調
査
で

は
、
女
性
管
理
職
等
を
有
す

る
企
業
の
割
合
、
管
理
職
等

に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、

昨
年
度
調
査
に
比
べ
て
そ
れ

７
月
22
日
、
厚
生
労
働
省

医
薬
安
全
対
策
課
は
都
道
府

県
他
あ
て
に
「
『
病
院
に
お

け
る
高
齢
者
の
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
対
策
の
始
め
方
と
進

め
方
』
及
び
『
地
域
に
お
け

る
高
齢
者
の
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
対
策
の
始
め
方
と
進
め

方
』
に
つ
い
て
」
（
医
薬
安

発
０
７
２
２
第
１
号
）
を
通

知
し
た
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

医
薬
品
の
多
剤
服
用
等
に
よ

っ
て
高
齢
者
に
安
全
性
の
問

題
が
生
じ
や
す
い
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
（
多
剤
併
用
）
対
策

と
し
て
、
同
省
は
こ
れ
ま
で

「
高
齢
者
医
薬
品
適
正
使
用

検
討
会
」
を
設
置
し
「
高
齢

者
の
医
薬
品
適
正
使
用
の
指

針
（
総
論
編
・
各
論
編
）
」

「
病
院
に
お
け
る
高
齢
者
の

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
の

始
め
方
と
進
め
方
」
を
取
り

ま
と
め
、
２
０
２
１
年
３
月

に
周
知
し
て
い
た
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策

目
的
に
、
こ
の
間
、
各
職
場

で
職
場
巡
視
や
ス
ロ
ー
ガ
ン

掲
示
、
労
働
衛
生
に
関
す
る

講
習
会
・
見
学
会
の
開
催
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
展
開
さ
れ
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
令
和
6
年
度

『
全
国
労
働
衛
生
週
間
』
を

10
月
に
実
施
」

（
２
０
２
４
年
８
月
１
日
掲
載
）

は
、
病
院
だ
け
で
な
く
地
域

全
体
で
取
り
組
む
と
実
効
性

が
よ
り
高
ま
る
と
し
て
、
今

年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
同
検

討
会
で
の
議
論
を
経
て
「
病

院
に
お
け
る
高
齢
者
の
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
の
始
め

方
と
進
め
方
」
の
改
訂
版
な

ど
の
ほ
か
、
今
回
新
た
に

「
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
の

始
め
方
と
進
め
方
」
が
追
加

さ
れ
た
。

「
地
域
に
お
け
る
高
齢
者

の
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策

の
始
め
方
と
進
め
方
」
で

は
、
地
域
の
多
様
な
主
体

（
自
治
体
、
保
険
者
、
医
師

会
、
病
院
関
係
者
、
診
療
所

関
係
者
、
薬
剤
師
会
、
薬
局

関
係
者
、
看
護
関
係
者
、
介

護
関
係
者
、
学
識
経
験
者
な

ど
）
が
、
身
近
な
主
体
と
連

携
し
て
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

対
策
を
始
め
る
と
き
の
手
順

が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
地

域
全
体
で
対
策
を
推
進
す
る

場
合
の
流
れ
も
例
示
さ
れ
て

い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
「
病
院
に
お

け
る
高
齢
者
の
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
対
策
の
始
め
方
と
進

め
方
」
及
び
『
地
域
に
お
け

る
高
齢
者
の
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
対
策
の
始
め
方
と
進
め

方
』
に
つ
い
て
」
の
通
知
発

出
に
つ
い
て

（
２
０
２
４
年
８
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

ぞ
れ
微
増
し
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
令
和
５
年
度

雇
用
均
等
基
本
調
査
」

（
２
０
２
４
年
８
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

ま
た
、
抑
う
つ
に
つ
い
て

は
、
中
等
度
以
上
の
抑
う
つ

症
状
が
21
年
は
11
・
４
％
、

22
年
と
23
年
が
13
・
３
％
と

な
り
、
改
善
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
親

子
の
生
活
と
健
康
の
実
態
調

査
」（

２
０
２
４
年
８
月
２
日
掲
載
）

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
毎
年
９
月
17
日

を
「
世
界
患
者
安
全
の
日

（W
orld Patient Safety 

Day

）
」
と
定
め
、
患
者
の

安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
市

民
の
公
衆
衛
生
に
対
す
る
意

識
の
向
上
、
患
者
、
医
療
従

事
者
、
政
策
立
案
者
な
ど
の

協
力
の
推
進
を
啓
発
し
て
い

る
。
今
年
の
テ
ー
マ
と
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
下
記
の
通
り
。

【
２
０
２
４
年
度
テ
ー
マ
】

Im
proving diagnosis 

for patient safety

【
２
０
２
４
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

Get it right, m
ake it 

日
本
小
児
科
学
会
は
同
学

会
サ
イ
ト
上
で
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
女

性
に
対
す
る
、
公
費
に
よ
る

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
機

会
が
来
年
３
月
末
で
終
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
接
種
希
望

者
は
早
め
に
検
討
す
る
よ
う

訴
え
て
い
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
２

０
１
３
年
６
月
か
ら
接
種
勧

奨
の
一
時
的
な
差
し
控
え
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
接
種
を

逃
し
た
１
９
９
７
年
４
月
２

日
～
２
０
０
８
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
女
性
に
対
し
て

は
、
公
費
に
よ
る
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
の
機
会
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
計
３

回
の
接
種
が
必
要
で
、
完
了

す
る
ま
で
に
約
６
か
月
間
か

か
る
こ
と
か
ら
、
接
種
希
望

者
は
早
め
に
医
療
機
関
に
相

談
し
、
余
裕
を
も
っ
た
接
種

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
こ
と

を
勧
め
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

公
益
社
団
法
人 

日
本
小
児

科
学
会
「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
」

（
２
０
２
４
年
８
月
27
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年

９
月
を
「
職
場
の
健
康
診
断

実
施
強
化
月
間
」
と
位
置
付

け
、
「
健
康
診
断
及
び
事
後

措
置
の
実
施
の
徹
底
」
と

「
医
療
保
険
者
と
の
連
携
」

の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
者
に
、
自
身
の
事
業

場
に
お
け
る
健
康
診
断
に
か

か
る
取
組
状
況
等
の
確
認
及

び
適
切
な
実
施
を
行
う
よ
う

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
で
協
力
依

頼
を
し
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
「
職
場
の
健

康
診
断
実
施
強
化
月
間
」
に

つ
い
て
」

参
考

厚
生
労
働
省
「
９
月
は
『
職

場
の
健
康
診
断
実
施
強
化
月

間
』で
す（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）」

厚
生
労
働
省
「
『
職
場
の
健

康
診
断
実
施
強
化
月
間
』
の

実
施
に
関
す
る
協
力
依
頼
に

つ
い
て
（
通
知
）
」

（
２
０
２
４
年
８
月
29
日
掲
載
）

safe!２
０
２
４
年
度
は
患
者
の

安
全
の
た
め
に
、
正
し
く
迅

速
な
診
断
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
。診

断
は
患
者
の
健
康
問
題

を
特
定
し
、
必
要
な
治
療
と

看
護
を
受
け
る
鍵
と
な
る
。

診
断
ミ
ス
の
原
因
と
し
て
は

患
者
の
健
康
問
題
に
つ
い
て

正
し
く
速
や
か
な
説
明
を
確

立
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
に
は
、
診
断
の
遅

延
、
正
確
で
は
な
い
、
も
し

く
は
見
逃
さ
れ
た
診
断
、
そ

し
て
、
そ
の
説
明
を
患
者
に

伝
え
な
か
っ
た
こ
と
が
含
ま

れ
る
。

そ
し
て
、
診
断
の
安
全
性

は
、
医
療
従
事
者
同
士
や
医

療
従
事
者
と
患
者
と
の
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

な
ど
診
断
ミ
ス
へ
と
つ
な
が

８
月
６
日
、
総
務
省
消
防

庁
が
発
表
し
た
「
熱
中
症
に

よ
る
救
急
搬
送
人
員
」
（
速

報
値
）
に
よ
る
と
、
全
国
の

熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
者

数
は
、
７
月
29
日
～
８
月
４

日
の
１
週
間
で
１
万
２
２
７

２
人
と
な
り
、
前
週
の
１
万

２
６
６
６
人
に
続
い
て
２
週

連
続
で
１
万
人
を
超
え
た
。

搬
送
者
の
う
ち
死
者
は
21
人

で
あ
っ
た
。

年
齢
区
分
別
に
見
る
と
、

高
齢
者
（
60
・
３
％
）
が
最

も
多
く
、
次
い
で
成
人（
30
・

９
％
）、少
年
（
８
・
４
％
）、

乳
幼
児（
０
・
４
％
）の
順
と

な
っ
て
い
る
。
初
診
時
に
お

け
る
傷
病
程
度
別
で
は
、
軽

症
（
62
・
０
％
）
が
最
も
多

く
、
次
い
で
中
等
症（
33
・

５
％
）、重
症（
３
・
１
％
）

の
順
で
あ
っ
た
。
発
生
場
所

別
の
救
急
搬
送
人
員
を
見
る

と
、
住
居
（
41
・
６
％
）
が

最
も
多
く
、
次
い
で
道
路

（
18
・
６
％
）、公
衆
〈
屋

外
〉（
12
・
２
％
）、仕
事
場

〈
道
路
工
事
現
場
、工
場
、作

業
所
等
〉（
９
・
３
％
）の
順

と
な
っ
て
い
る
。
都
道
府
県

別
の
最
多
は
東
京
都
の
１
０

０
８
人
で
あ
っ
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

総
務
省
消
防
庁
「
熱
中
症
に

よ
る
救
急
搬
送
状
況
」

（
２
０
２
４
年
８
月
９
日
掲
載
）

る
可
能
性
の
あ
る
方
法
の
問

題
や
、
負
担
の
増
加
、
効
率

の
良
く
な
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

な
ど
組
織
の
問
題
の
改
善
、

臨
床
医
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

経
験
を
向
上
、
ま
た
疲
労
や

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
診
断
の
安
全
性
は

大
幅
に
増
し
て
い
く
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
診
断
の
安
全

性
を
優
先
し
、
シ
ス
テ
ム
の

強
化
、
安
全
な
診
断
経
路
を

設
計
す
る
た
め
の
多
面
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
、
全
て
の

関
係
者
と
協
力
し
て
い
く
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

W
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（
２
０
２
４
年
８
月
29
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

厚
生
労
働
省
は
生
活
習
慣

病
の
特
性
や
運
動
・
食
事
・

禁
煙
な
ど
個
人
の
生
活
習
慣

の
改
善
の
重
要
性
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
健
康
づ
く

り
の
実
践
を
促
進
す
る
た

め
、
９
月
１
～
30
日
ま
で
の

１
か
月
間
を
「
健
康
増
進
普

及
月
間
」
と
定
め
て
い
る
。

本
年
も
「
１
に
運
動
　
２

に
食
事
　
し
っ
か
り
禁
煙
　

良
い
睡
眠
　
～
健
康
寿
命
の

延
伸
～
」
を
標
語
に
、
ポ
ス

タ
ー
作
成
や
イ
ベ
ン
ト
開
催

な
ど
啓
発
普
及
活
動
を
行

う
。詳

し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

こ
ど
も
家
庭
庁
「
令
和
６
年

度
健
康
増
進
普
及
月
間
に
つ

い
て
」

（
２
０
２
４
年
８
月
29
日
掲
載
）

（人）

690

4/29

－

5/5

5/6

－

5/12

5/13

－

5/19

5/20

－

5/26

5/27

－

6/2

6/3

－

6/9

6/10

－

6/16

6/17

－

6/23

6/24

－

6/30

7/1

－

7/7

7/8
－

7/14

7/15

－
7/21

7/22

－

7/28

7/29

－

8/4

351 642 917 509 718

2,533
1,516

2,294

9,105

6,194

9,078

12,666 12,272
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14,000
全国の熱中症による救急搬送者数（速報値）

2024年８月６日総務省消防庁発表速報値

10
月
1
日
～
7
日
は

「
全
国
労
働
衛
生
週
間
」

病
院・地
域
に
お
け
る

高
齢
者
の
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

対
策
の
手
順
書
を
通
知 厚

生
労
働
省

小
中
高
生
の
5
人
に
1
人

ネ
ッ
ト
依
存
か

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

厚
生
労
働
省

熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送

２
週
連
続
１
万
人
超

消防庁

「 １に運動 ２に食事 しっかり禁煙 良い睡眠 ～健康寿命の延伸～」

９
月
は

「�

職
場
の
健
康
診
断�

実
施
強
化
月
間
」

厚
生
労
働
省

男
性
は
初
の
30
％
超 

育
児
休
業
取
得
者

～「
令
和
5
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」厚
生
労
働
省
～

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
の

公
費
に
よ
る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は

２
０
２
５
年
3
月
末
ま
で

日本小児科学会

９
月
17
日
は

世
界
患
者
安
全
の
日

ＷＨＯ

９月１～30日は2024年度
健康増進普及月間

厚 生
労働省



家 　 族 　 と 　 健 　 康（　）5 2024年（令和 6年）11月20日 （2024年度・4〜10月号）

８
月
28
日
、
厚
生
労
働
省

は
「
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。

今
回
、
社
会
環
境
と
生
活

習
慣
等
に
関
す
る
状
況
に
つ

い
て
も
調
査
し
、
世
帯
の
等

価
所
得
と
生
活
習
慣
等
に
関

す
る
状
況
お
よ
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
る
生
活
習

慣
等
の
変
化
の
状
況
も
把
握

し
た
。

調
査
の
概
要
は
以
下
の
通

り
。

●
身
体
の
状
況

・
男
性
の
20
歳
以
上
の
肥
満

者
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
）
の

割
合
は
31
・
７
％
で
あ

り
、
直
近
10
年
間
で
有
意

に
増
加
。

●
栄
養
・
食
生
活
に
関
す
る

状
況

・
20
歳
以
上
の
野
菜
摂
取
量

の
平
均
値
は
２
７
０
・
３

ｇ
で
あ
り
、
直
近
10
年
間

で
男
女
と
も
有
意
に
減

少
。

●
身
体
活
動
・
運
動
に
関
す

る
状
況

・
20
歳
以
上
の
歩
数
の
平
均

値
は
男
性
で
６
４
６
５

歩
、
女
性
で
５
８
２
０
歩

で
あ
り
、
直
近
10
年
間
で

男
女
と
も
有
意
に
減
少
。

●
喫
煙
に
関
す
る
状
況

・
現
在
習
慣
的
に
喫
煙
し
て

い
る
者
の
割
合
は
14
・
８

％
で
あ
り
、
男
性
24
・
８

％
、
女
性
６
・
２
％
。
直

近
10
年
間
で
男
女
と
も
有

意
に
減
少
。

・
家
庭
、
職
場
、
学
校
、
飲

食
店
、
遊
技
場
、
行
政
機

関
、
医
療
機
関
、
公
共
交

通
機
関
、
路
上
及
び
子
供

が
利
用
す
る
屋
外
の
空
間

昨
年
の
自
殺
者
数
は
前
年

よ
り
下
回
っ
た
が
、
小
中
高
生
の
自
殺
者
数
は
増
加
傾
向

が
続
い
て
い
る
。

８
月
30
日
、
厚
生
労
働
省

は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を

健
康
で
有
意
義
な
生
活
を
送

り
な
が
ら
活
躍
で
き
る
社
会

（
健
康
活
躍
社
会
）
の
実
現

に
向
け
て
政
策
方
針
「
近
未

来
健
康
活
躍
社
会
戦
略
」
を

公
表
し
た
。

近
未
来
健
康
活
躍
社
会
戦

略
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

・
医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
の
更
な

る
推
進

・
医
師
偏
在
是
正
に
向
け
た

総
合
的
な
対
策

・
後
発
医
薬
品
の
安
定
供
給

等
を
実
現
す
る
産
業
構
造

改
革

・
女
性
・
高
齢
者
・
外
国
人

の
活
躍
促
進

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
健
康

日
本
精
神
神
経
学
会
は
８

月
29
日
に
「
性
別
不
合
に
関

す
る
診
断
と
治
療
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
第
５
版
を
改
訂
し

た
。第

５
版
の
主
な
改
訂
点
は

以
下
の
通
り
。

①
診
断
基
準
の
改
訂
（
Ｄ
Ｓ

Ｍ
︱
５
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
︱
11
）

へ
の
対
応

②
小
児
期
に
お
け
る
割
り
当

て
ら
れ
た
性
へ
の
違
和
感

に
対
す
る
評
価
と
対
応

③
精
神
科
医
療
の
関
わ
り
に

関
す
る
改
訂

④
ホ
ル
モ
ン
療
法
お
よ
び
二

９
月
３
日
、
厚
生
労
働
省

は
「
令
和
５
年
度
医
療
費
の

動
向
」
を
公
表
し
た
。

医
療
費
は
47
・
３
兆
円
で

あ
っ
た
。
前
年
度
よ
り
約

１
・
３
兆
円
増
加
し
、
過
去

最
高
と
な
っ
た
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
下
記

の
通
り
。

●
医
療
費
の
診
療
種
類
別�

内
訳

入
院
18
・
７
兆
円
（
構
成

割
合
39
・
５
％
）

入
院
外
16
・
４
兆
円

（
34
・
７
％
）

歯
科
３
・
３
兆
円�

（
７
・
０
％
）

調
剤
８
・
３
兆
円�

（
17
・
６
％
）

●
医
療
費
の
伸
び
率
は�

２
・
９
％

診
療
種
類
別

入
院
３
・
１
％

入
院
外
１
・
０
％

歯
科
１
・
９
％

調
剤
５
・
４
％

●
医
療
機
関
を
受
診
し
た�

延
患
者
数
に
相
当
す
る�

８
月
27
日
、
２
０
２
４
年

版
厚
生
労
働
白
書
が
公
表
さ

れ
た
。

テ
ー
マ
は
、
「
こ
こ
ろ
の

健
康
と
向
き
合
い
、
健
や
か

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社

会
に
」
。
現
状
分
析
と
関
連

施
策
を
紹
介
し
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
令
和
６
年
版

厚
生
労
働
白
書
︱
こ
こ
ろ
の

健
康
と
向
き
合
い
、
健
や
か

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社

会
に
︱
」

ま
た
、
厚
生
労
働
白
書
の

基
礎
資
料
と
な
る
令
和
５
年

度
少
子
高
齢
社
会
等
調
査
検

討
事
業
報
告
書
も
公
表
さ
れ

て
い
る
。

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
は

下
記
の
通
り
。

●
身
体
の
健
康
と
比
較
し

て
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
対

す
る
リ
ス
ク
が
重
視
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

●
周
囲
の
人
間
関
係
か
ら
受

け
る
影
響
で
、
こ
こ
ろ
の

健
康
に
対
し
て
「
よ
い
影

響
を
与
え
て
い
る
」
の

は
、
「
同
居
の
家
族
」
が

最
も
多
い
。

●
こ
こ
ろ
の
不
調
と
身
体
の

病
気
（
が
ん
）
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
こ
こ
ろ
の
不

調
の
場
合
は
、
家
族
・
学

校
・
職
場
へ
の
相
談
を
よ

り
た
め
ら
う
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

●
こ
こ
ろ
の
不
調
は
、
若
い

世
代
の
ほ
う
が
身
近
に
感

じ
て
い
る
人
の
割
合
が
高

い
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
令
和
５
年
度

『
少
子
高
齢
社
会
等
調
査
検

討
事
業
』
の
報
告
書
を
公
表

し
ま
す
」

（
２
０
２
４
年
８
月
30
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

８
月
30
日
、
こ
ど
も
未
来

戦
略
（
２
０
２
３
年
12
月
22

日
閣
議
決
定
）の「
加
速
化
プ

ラ
ン
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
事

業
を
実
行
す
る
た
め
の
予
算

で
あ
る
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の

概
算
要
求
が
公
表
さ
れ
た
。

①
こ
ど
も
・
若
者
世
代
の
視

点
に
立
っ
た
政
策
推
進
と

Ｄ
Ｘ
の
強
化

②
若
い
世
代
の
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
の
可
能
性
の
最
大
化

と
社
会
全
体
の
意
識
改
革

等
③
よ
り
良
い
子
育
て
環
境
の

提
供

④
す
べ
て
の
こ
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
の
保
障

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

こ
ど
も
家
庭
庁
「
予
算
・
決

算
・
税
制
」

（
２
０
２
４
年
９
月
３
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

受
診
延
日
数
の
伸
び
率
は�

２
・
０
％

診
療
種
類
別

入
院
２
・
３
％

入
院
外
１
・
９
％

歯
科
０
・
７
％

●
１
日
当
た
り
医
療
費
の�

伸
び
率
は
０
・
８
％

診
療
種
類
別

入
院
０
・
８
％

入
院
外
▲
０
・
８
％

歯
科
１
・
２
％

調
剤
▲
０
・
５
％

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
『
令
和
５
年

度
医
療
費
の
動
向
』
を
公
表

し
ま
す
～
概
算
医
療
費
の
年

度
集
計
結
果
～
性
別
不
合
に

関
す
る
診
断
と
治
療
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」

（
２
０
２
４
年
９
月
６
日
掲
載
）

次
性
徴
抑
制
療
法
に
お
け

る
使
用
薬
剤
と
用
量
用
法

の
追
加

⑤
二
次
性
徴
抑
制
療
法
に
関

す
る
改
訂

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

精
神
神
経
学
会
「
性
別
不
合

に
関
す
る
診
断
と
治
療
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」

精
神
神
経
学
会
「
性
別
不
合

に
関
す
る
診
断
と
治
療
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
５
版
）」

（
２
０
２
４
年
９
月
６
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

目
で
男
女
と
も
有
意
な
関
連

・
野
菜
摂
取
量
は
、
男
女
と

も
に
６
０
０
万
円
以
上
の

世
帯
員
と
比
較
し
て
、
２

０
０
万
円
未
満
の
世
帯
員

で
有
意
に
少
な
い
。

・
現
在
習
慣
的
に
喫
煙
し
て

い
る
者
の
割
合
は
、
男
女

と
も
に
６
０
０
万
円
以
上

の
世
帯
員
と
比
較
し
て
、

２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

員
で
有
意
に
高
い
。

※
男
性
は
２
０
０
万
円
以
上

４
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

員
で
も
有
意
に
高
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
運

動
日
数
等
に
影
響

・
体
重
に
つ
い
て
、
「
増
え

た
」
と
回
答
し
た
者
の
割

合
は
、
男
性
13
・
２
％
、

女
性
16
・
７
％
、
「
減
っ

た
」
と
回
答
し
た
者
の
割

合
は
男
性
７
・
４
％
、
女

性
８
・
１
％
。

・
１
週
間
当
た
り
の
運
動
日

数
に
つ
い
て
、
「
増
え

た
」
と
回
答
し
た
者
の
割

合
は
、
男
性
５
・
０
％
、

女
性
５
・
０
％
、
「
減
っ

た
」
と
回
答
し
た
者
の
割

合
は
、
男
性
で
12
・
７

％
、
女
性
で
13
・
８
％
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
令
和
４
年

『
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
』

の
結
果
」

（
２
０
２
４
年
８
月
30
日
掲
載
）

厚
生
労
働
省
は
、
９
月
10

～
16
日
の
「
自
殺
予
防
週

間
」
に
、
自
殺
防
止
に
向
け

た
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
。

同
省
は
、
電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の
拡

充
や
、
こ
ど
も
・
若
者
に
向

づ
く
り
・
医
療
・
介
護
に

活
か
す
環
境
整
備

・
グ
ロ
ー
バ
ル
な
創
薬
エ
コ

シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
世
界
の
感
染
症
対
策
を
牽

引
す
る
、
感
染
症
危
機
管

理
体
制
の
構
築

・
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
む
イ
ン

ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

医
療
・
介
護
の
好
循
環
の

実
現

・
途
上
国
の
健
康
医
療
政
策

を
支
援
す
る
「
Ｕ
Ｈ
Ｃ
ナ

レ
ッ
ジ
ハ
ブ
」
の
日
本
設

置

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
『
近
未
来
健

康
活
躍
社
会
戦
略
』
を
公
表

し
ま
す
」

厚
生
労
働
省
「
未
来
健
康
活

躍
社
会
戦
略
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）」

（
２
０
２
４
年
９
月
６
日
掲
載
）

け
て
の
相
談
の
呼
び
か
け
な

ど
を
行
い
、
集
中
的
な
啓
発

活
動
を
行
う
。

ま
た
、
自
殺
対
策
の
一
環

と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
名

義
で
若
者
に
向
け
「
あ
な
た

の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
９
月
10
日
か

ら
９
月
16
日
は
「
自
殺
予
防

週
間
」
で
す

（
２
０
２
４
年
８
月
30
日
掲
載
）

に
お
け
る
受
動
喫
煙
の
機

会
を
有
す
る
者
の
割
合

は
、
２
０
０
３
年
以
降
有

意
に
減
少
。

（
社
会
環
境
と
生
活
習
慣

等
に
関
す
る
状
況
）

世
帯
の
等
価
所
得
と
生
活

習
慣
等
の
状
況
は
、
一
部
項

区　　分 令和７年度
概算要求額（Ａ）

令和６年度
予算額（Ｂ）

対前年度比
（Ａ－Ｂ）

一般会計 42,189億円 41,457億円 ＋732億円

子ども・子育て支援
特別会計（注１）

うち子ども・子育て支援勘定
うち育児休業等給付勘定

22,410億円
11,766億円
10,645億円

20,749億円
11,375億円

（厚労省計上9,374億円）

＋1,661億円
＋390億円
＋1,271億円

合　　計 64,600億円
62,206億円

（こ家庁計上52,832億円）
（厚労省計上9,374億円）

＋2,394億円

（注１） 一般会計からの繰入れ等を除いた計数。
（注２） 上記の金額にはデジタル庁一括計上予算は含まれていない。
（注３） 計数整理の結果、異同を生じることがある。
（注４） 計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数におい

て合計と合致しないものがある。なお、上記の計数のほか、
事項要求については、予算編成過程において検討。

　出典：こども家庭庁

こ
こ
ろ
の
健
康
と
向
き
合
い
、

健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
社
会
に

「
２
０
２
４
年
版
厚
生
労
働
白
書
」公
表

こ
ど
も・若
者
に
相
談
の

呼
び
か
け
を

9
月
10
～
16
日
は「
自
殺
予
防
週
間
」

「�

性
別
不
合
に
関
す
る
診
断
と

治
療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」�

第
5
版
改
訂

精
神
神
経
学
会

過
去
最
高
47・3
兆
円

前
年
度
比
1・3
兆
円
増
加

「
令
和
5
年
度
医
療
費
の
動
向
」

厚
生
労
働
省

２
０
２
２
年

「
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」の
結
果
厚 生
労働省

２
０
２
５
年
度
の

概
算
要
求
を
公
表

こども
家庭庁

「�

近
未
来
健
康
活
躍

　

   

社
会
戦
略
」公
表

厚 生
労働省
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９
月
13
日
、
「
高
齢
者
社

会
対
策
大
綱
」
が
閣
議
決
定

さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
。

日
本
で
は
、
世
界
的
に
見

て
も
平
均
寿
命
が
高
い
水
準

に
あ
る
が
、
一
方
で
、
高
齢

者
の
体
力
的
な
若
返
り
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
、

65
歳
以
上
の
就
業
者
が
増
加

し
続
け
て
い
て
、
意
欲
が
高

い
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
若

年
世
代
か
ら
高
齢
世
代
ま
で

全
て
の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
て
「
支
え
る

側
」
に
も
「
支
え
ら
れ
る

側
」
に
も
な
れ
る
社
会
を
目

指
し
て
い
く
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
９
月

24
～
30
日
を
「
結
核
・
呼
吸

器
感
染
症
予
防
週
間
」
※
と

定
め
、
呼
吸
器
感
染
症
が
本

格
的
に
流
行
す
る
前
か
ら
、

マ
ス
ク
着
用
を
含
む
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
、
手
洗
い
、
換
気
等

の
感
染
対
策
や
、
予
防
接
種

の
重
要
性
等
を
啓
発
し
て
い

ま
す
。

※
２
０
２
４
年
度
か
ら
「
結

核
予
防
週
間
」
は
「
結

核
・
呼
吸
器
感
染
症
予
防

週
間
」
と
し
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
結
核
（
Ｂ
Ｃ

Ｇ
ワ
ク
チ
ン
）
」

（
２
０
２
４
年
９
月
18
日
掲
載
）

総
務
省
は
、
統
計
か
ら
み

た
我
が
国
の
高
齢
者
の
現
状

に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
発
表

し
た
。

概
要
は
以
下
の
通
り
。

Ⅰ�

高
齢
者
の
人
口
（
人
口
推

計
２
０
２
４
年
９
月
15
日

現
在
）

○
総
人
口
が
減
少
す
る
中

９
月
20
日
、
厚
生
労
働
省

で
「
第
７
回
労
働
安
全
衛
生

法
に
基
づ
く
一
般
健
康
診
断

の
検
査
項
目
等
に
関
す
る
検

討
会
」
が
開
催
さ
れ
、
職
場

健
診
と
し
て
歯
科
健
診
を
行

う
べ
き
か
が
検
討
さ
れ
た
。

日
本
歯
科
医
師
会
常
務
理
事

の
山
本
秀
樹
氏
か
ら
、
歯
科

健
診
を
行
う
意
義
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
。

現
状
で
は
高
校
卒
業
後
75
歳
に

な
る
ま
で
、
歯
科
健
診
を
受
け

る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い

こ
の
検
討
会
は
２
０
２
３

年
12
月
５
日
に
第
１
回
が
開

催
さ
れ
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
基
づ
く
一
般
定
期
健
康
診

断
（
い
わ
ゆ
る
職
場
健
診
）

の
健
診
項
目
に
つ
い
て
検
討

が
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。

職
場
健
診
に
必
要
な
項
目
と

し
て
、
日
本
肝
臓
学
会
と
日

本
人
間
ド
ッ
ク
・
予
防
医
療

学
会
か
ら
「
Ｃ
型
肝
炎
検
査

を
含
む
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
検
査

の
追
加
」
、
日
本
腎
臓
学
会

か
ら
「
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

値
の
追
加
」
、
日
本
歯
科
医

師
会
か
ら
「
歯
科
健
診
の
追

加
」
、
日
本
眼
科
医
会
か
ら

「
眼
底
検
査
の
追
加
」
と
い

う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
第
７
回
検
討
会
で
は
こ

れ
ら
の
う
ち
「
歯
科
健
診
の

追
加
」
が
議
題
と
な
っ
た
。

歯
科
関
連
の
健
診
は
、
乳

幼
児
期
に
は
母
子
保
健
法
に

基
づ
く
「
乳
幼
児
歯
科
健

診
」
、
小
学
校
～
高
校
ま
で

は
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ

厚
生
労
働
省
は
、
９
月
13

日
、
「
世
界
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
デ
ー
２
０
２
４
」
特
設
サ

イ
ト
を
公
開
し
た
。

10
月
10
日
の
世
界
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
デ
ー
に
向
け
て
啓

発
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
各

地
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

も
、
今
後
掲
載
さ
れ
て
い

く
。詳

し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
世
界
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
デ
ー
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２
０
２
４
特
設
サ
イ
ト
」

（
２
０
２
４
年
９
月
18
日
掲
載
）

９
月
12
日
、
こ
ど
も
家
庭

庁
は
、
「
こ
ど
も
虐
待
に
よ

る
死
亡
事
例
等
の
検
証
結
果

等
に
つ
い
て
（
第
20
次
報

告
）
」
を
公
開
し
た
。

心
中
以
外
の
虐
待
死
は
56

人
（
54
例
）
、
心
中
に
よ
る

虐
待
死
は
16
人
（
11
例
）
、

合
計
72
人
（
65
例
）
で
あ
っ

た
。

心
中
以
外
の
虐
待
死
で

は
、
死
亡
し
た
子
ど
も
の
年

齢
は
、
０
歳
が
44
・
６
％

（
25
人
）
で
あ
り
、
３
歳
未

満
が
69
・
６
％
（
39
人
）
。

死
因
と
な
っ
た
虐
待
の
類

型
は
ネ
グ
レ
ク
ト
が
42
・
９

％
（
24
人
）
、
身
体
的
虐
待

が
30
・
４
％
（
17
人
）
と
な

っ
た
。

同
サ
イ
ト
で
は
検
証
結
果

に
つ
い
て
の
解
説
動
画
も
公

開
し
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

こ
ど
も
家
庭
庁
「
こ
ど
も
虐

待
に
よ
る
死
亡
事
例
等
の
検

証
結
果
等
に
つ
い
て
（
第
20

次
報
告
）
」

（
２
０
２
４
年
９
月
18
日
掲
載
）

９
月
21
日
は
、
国
際
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
と
世
界

保
健
機
関
が
共
同
で
「
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
と

制
定
、
９
月
を
世
界
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
月
間
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
日
本
に
お
い
て
も

同
様
に
、
９
月
21
日
を
認
知

症
の
日
、
９
月
を
認
知
症
月

間
と
定
め
て
お
り
、
全
国
で

９
月
17
日
、
令
和
５
年

（
２
０
２
３
年
）
の
人
口
動

態
統
計
（
確
定
数
）
が
公
表

さ
れ
た
。

出
生
数
は
72
万
７
２
８
８

人
で
、
前
年
よ
り
４
万
３
４

７
１
人
減
少
し
、
過
去
最
少

を
更
新
し
た
。

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
過

去
最
低
で
あ
る
１
・
20
。

死
亡
数
は
、
過
去
最
多
の

１
５
７
万
６
０
１
６
人
。

で
、
65
歳
以
上
人
口
は
３

６
２
５
万
人
と
過
去
最
多

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は

29
・
３
％
と
過
去
最
高

○
日
本
の
65
歳
以
上
人
口
の

割
合
は
、
世
界
で
最
高

（
２
０
０
の
国
・
地
域
中
）

Ⅱ
高
齢
者
の
就
業
（
労
働
力

調
査
）

○
65
歳
以
上
の
就
業
者
数

は
、
20
年
連
続
で
増
加
し

９
１
４
万
人
と
過
去
最
多

○
就
業
者
総
数
に
占
め
る
65

歳
以
上
の
就
業
者
の
割
合

は
、
13
・
５
％

○
65
歳
以
上
の
年
齢
階
級
別

就
業
率
は
、
い
ず
れ
も
過

去
最
高
に

○
日
本
の
65
歳
以
上
の
就
業

率
は
、
主
要
国
の
中
で
も

高
い
水
準

○
65
歳
以
上
の
役
員
を
除
く

雇
用
者
に
占
め
る
非
正
規

の
職
員
・
従
業
員
の
割
合

は
、
全
て
の
年
齢
階
級
で

前
年
に
比
べ
上
昇

○
「
医
療
、
福
祉
」
の
65
歳

以
上
の
就
業
者
は
10
年
前

の
約
２
・
４
倍
に
増
加

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

総
務
省
「
我
が
国
の
高
齢

者
」

総
務
省
「
統
計
か
ら
み
た
我

が
国
の
高
齢
者
︱
『
敬
老
の

日
』
に
ち
な
ん
で
︱
」
　

（
２
０
２
４
年
９
月
24
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

職
業
が
「
会
社
員
」
の
人
の

71
・
７
％
が
、「
人
生
を
振
り

返
っ
て
、
も
っ
と
早
く
か
ら

歯
の
健
診
・
治
療
を
し
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
か
」

と
い
う
質
問
に「
そ
う
思
う
」

ま
た
は
「
や
や
そ
う
思
う
」

と
回
答
し
た
。
過
去
１
年
間

に
歯
や
口
の
問
題
の
た
め
仕

事
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
障

を
来
し
た
こ
と
が
「
よ
く
あ

る
」
が
３
・
０
％
、「
た
ま
に

あ
る
」
が
15
・
４
％
に
上
る

と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。

ま
た
、
歯
科
疾
患
の
治
療

の
遅
れ
に
よ
る
健
康
や
就
労

へ
の
影
響
と
し
て
、
歯
周
病

は
後
期
に
至
る
ま
で
無
症
状

で
進
行
す
る
だ
け
で
な
く
、

糖
尿
病
、
心
筋
梗
塞
（
こ
う

そ
く
）
、
脳
梗
塞
、
慢
性
腎

臓
病
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
こ
と
、
残
存
歯
数
が
少
な

い
と
転
倒
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
が
義
歯
を
き
ち
ん
と
使
っ

て
い
れ
ば
リ
ス
ク
が
抑
制
さ

れ
る
こ
と
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業

（
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
）
に

よ
り
顎が

く

関
節
症
の
リ
ス
ク
が

増
大
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
と
い
う
。
実
際
に
顎

関
節
症
の
有
病
率
は
企
業
従

業
員
の
方
が
地
域
住
民
よ
り

も
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
、
さ
ら
に
顎
関
節
症
と
従

業
員
の
不
安
感
や
疲
労
持
続

感
と
の
関
連
も
示
唆
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
同
氏
は
、

厚
生
労
働
省
調
査
研
究
と
し

て
職
場
で
歯
科
健
診
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
歯
科
医
師
に
よ

る
精
密
な
検
査
で
は
約
８
割

の
社
員
に
何
ら
か
の
所
見
が

見
ら
れ
た
と
い
っ
た
デ
ー
タ

を
基
に
、
労
働
者
の
健
康
確

保
の
た
め
に
歯
科
健
診
の
機

会
を
広
げ
る
必
要
性
を
強
調

し
た
。

歯
科
健
診
は
重
要
だ
が
、
職
場

健
診
と
し
て
義
務
付
け
る
べ
き

か
？こ

れ
に
対
し
て
検
討
会
構

成
員
か
ら
は
、
歯
科
健
診
の

重
要
性
に
つ
い
て
は
賛
同
す

る
意
見
が
多
く
挙
が
っ
た

が
、
そ
れ
を
職
場
健
診
と
し

て
義
務
付
け
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
い
く
つ
か
の
点
で
エ

ビ
デ
ン
ス
の
不
足
や
制
度
運

用
上
の
懸
念
な
ど
が
指
摘
さ

れ
た
。

例
え
ば
、
従
業
員
の
８
割

も
が
受
診
勧
奨
ま
た
は
要
精

査
と
判
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
健
診
を
経
ず
従
業
員
全

員
に
対
し
て
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

教
育
を
行
っ
た
ほ
う
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
、
仮
に
そ
れ

だ
け
の
人
が
歯
科
を
受
診
し

た
場
合
に
受
け
皿
は
あ
る
の

か
、
全
従
業
員
に
対
し
て
歯

科
医
師
に
よ
る
詳
細
な
健
診

を
行
う
こ
と
は
現
実
的
で
な

く
、
簡
易
な
検
査
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
誰
が
ど
の
よ
う
な

ツ
ー
ル
で
行
い
、
そ
の
ツ
ー

ル
の
精
度
管
理
は
ど
う
す
る

の
か
、
歯
周
病
や
顎
関
節
症

と
診
断
し
た
後
に
事
後
措
置

（
就
業
制
限
な
ど
）
を
か
け

る
の
か
と
い
っ
た
点
を
明
確

に
す
る
必
要
性
が
浮
か
び
上

が
っ
た
。

本
検
討
会
は
２
０
２
３
年

12
月
５
日
に
第
１
回
が
開
催

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
労
働
安
全

衛
生
法
に
基
づ
く
一
般
健
康

診
断
の
現
状
と
課
題
、
検
査

項
目
、
女
性
の
健
康
に
関
す

る
事
項
等
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
労
働
安
全
衛

生
法
に
基
づ
く
一
般
健
康
診

断
の
検
査
項
目
等
に
関
す
る

検
討
会
」

（
２
０
２
４
年
９
月
25
日
掲
載
）

※�

歯
科
健
診
に
つ
い
て
は
、
10

月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
8

回
検
討
会
に
お
い
て
、
口
腔

の
健
康
の
維
持
・
増
進
は
重

要
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
一

般
健
診
に
入
れ
る
の
は
困
難

で
あ
る
と
さ
れ
た
。
た
だ
、

歯
科
受
診
に
つ
な
ぐ
、
機
会

を
と
ら
え
た
周
知
強
化
は
可

能
で
あ
る
と
の
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
る
。

下
記
の
基
本
的
考
え
方
の

も
と
、
今
後
、
持
続
可
能
な

社
会
を
築
く
た
め
の
環
境
整

備
を
し
て
い
く
。

⑴
年
齢
に
関
わ
り
な
く
希
望

に
応
じ
て
活
躍
し
続
け
ら

れ
る
経
済
社
会
の
構
築

⑵
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

増
加
等
の
環
境
変
化
に
適

切
に
対
応
し
、
多
世
代
が

共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
の
構
築

⑶
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
・

認
知
機
能
の
変
化
に
対
応

し
た
き
め
細
か
な
施
策
展

開
・
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構

築詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

内
閣
府
「
高
齢
社
会
対
策
大

綱
」（

２
０
２
４
年
９
月
18
日
掲
載
）

く
「
学
校
歯
科
健
診
」
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
高
校
卒
業

後
に
は
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
歯
科
健
診
の
対
象
と
な

る
ま
で
大
き
く
間
が
空
く
。

こ
の
間
は
、
母
子
保
健
法
に

基
づ
く
「
妊
産
婦
歯
科
健

診
」
が
あ
る
以
外
は
、
健
康

増
進
法
に
基
づ
い
て
20
歳
、

30
歳
、
40
歳
、
50
歳
、
60

歳
、
70
歳
の
時
点
で
の
「
歯

周
疾
患
検
診
」
が
市
町
村
の

＂
努
力
義
務
＂
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
、

参
考
人
と
し
て
出
席
し
た
山

本
氏
が
、「
一
般
健
康
診
断
に

『
歯
科
』
を
盛
り
込
む
必
要

性
に
つ
い
て
」
と
い
う
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

以
下
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

職
場
健
診
に
歯
科
健
診
を
追

加
す
る
意
義
を
述
べ
た
。

歯
科
健
診
・
治
療
が
遅
れ
た
こ

と
を
後
悔
し
て
い
る
会
社
員

が
、実
に
７
割

同
氏
は
ま
ず
、
日
本
歯
科

医
師
会
が
行
っ
て
い
る
「
歯

科
医
療
に
関
す
る
一
般
生
活

者
意
識
調
査
」
の
デ
ー
タ
を

紹
介
。
調
査
回
答
者
の
う
ち

自
然
増
減
数
は
、
84
万
８

７
２
８
人
減
少
し
、
過
去
最

大
の
減
少
と
な
っ
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
令
和
５
年

（
２
０
２
３
）
人
口
動
態
統

計
（
確
定
数
）
の
概
況
」

（
２
０
２
４
年
９
月
18
日
掲
載
）

関
連
施
設
等
に
よ
り
イ
ベ
ン

ト
や
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
認
知
症
の
日

／
認
知
症
月
間
（
世
界
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
／
世
界
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
）
に
つ

い
て
」

（
２
０
２
４
年
９
月
18
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト・手
洗
い
な
ど
で

今
か
ら
予
防
を
！

結
核
・
呼
吸
器
感
染
症
予
防
週
間

統
計
か
ら
み
た
我
が
国
の

高
齢
者
の
現
状
を
発
表

総
務
省

世
界
メ
ン
タ
ルヘル
ス
デ
ー�

２
０
２
４

　

～
つ
な
が
る
、ど
こ
で
も
、

�

だ
れ
に
で
も
～

厚
生
労
働
省

認
知
症
／
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の

啓
発
を
！

認
知
症
の
日
・

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

「
高
齢
者
社
会
対
策
大
綱
」
内
閣
府

こ
ど
も
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
等
の

検
証
結
果
等
に
つ
い
て（
第
20
次
報
告
）

令
和
5
年（
２
０
２
３
）

人
口
動
態
統
計 

公
表

職
場
健
診
へ
の

歯
科
健
診
の
追
加
を
検
討
厚労省
検討会
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WEB版もぜひご覧ください
記事・連載が充実！バックナンバーもご覧いただけます

人
気
連
載

● OC/LEPが私の医師人生をどう変えたか
● �ピル承認秘話－わが国のピル承認がこれほど�

遅れた本当の理由（わけ）－（北村邦夫著）

● YELL～エール～�
　活躍する思春期保健相談士にインタビュー

● 海外情報クリップ� ほか

アクセスはコチラから

厚
生
労
働
省
は
令
和
６
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
８

月
31
日
ま
で
に
発
生
し
た
労

働
災
害
に
つ
い
て
、
令
和
６

年
９
月
９
日
ま
で
に
報
告
が

あ
っ
た
も
の
を
集
計
し
、
公

表
し
た
。

死
亡
災
害
の
発
生
状
況
と

し
て
は
死
亡
者
数
が
４
３
７

人
で
前
年
同
期
比
よ
り
９
人

増
え
て
２
・
１
％
増
加
し

た
。

業
種
別
で
は
建
設
業
、
第

三
次
産
業
、
製
造
業
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

事
故
の
型
別
発
生
状
況
は

転
倒
２
万
８
８
０
人
（
前

年
同
期
比
よ
り
１
９
０
人
増

厚
生
労
働
省
で
は
、
10
月

を
「
年
次
有
給
休
暇
取
得
促

進
期
間
」
と
定
め
、
集
中
的

な
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
過
労
死
等
の
防
止
の
た

め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
」

（
２
０
２
４
年
８
月
２
日
閣

議
決
定
）
で
は
、
政
府
目
標

と
し
て
２
０
２
８
年
ま
で
に

年
次
有
給
休
暇
取
得
率
を
70

％
と
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
実
現
に
向
け
て
、
企
業

厚
生
労
働
省
は
、
11
月
を

「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月

間
」
と
定
め
て
い
る
。
各
都

道
府
県
に
お
い
て
「
過
労
死

等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
行
う
ほ
か
、
「
過

一
般
社
団
法
人
日
本
女
性

医
学
学
会
は
10
月
18
日
の

「W
orld M

enopause 
Day 

（
世
界
メ
ノ
ポ
ー
ズ

デ
ー
）
」
に
ち
な
み
、
10
月

18
日
か
ら
24
日
ま
で
の
１
週

10
月
11
日
、
厚
生
労
働
省

の
「
『
日
本
人
の
食
事
摂
取

基
準
（
２
０
２
５
年
版
）
』

策
定
検
討
会
」
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。

２
０
２
５
年
版
は
、
令
和

５
年
度
ま
で
に
得
ら
れ
た
科

学
的
知
見
に
基
づ
き
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
栄
養
素
の
摂
取
量

の
基
準
を
策
定
し
た
も
の
で

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度

か
ら
２
０
２
９
（
令
和
11
）

年
度
の
５
年
間
で
使
用
さ
れ

る
。詳

し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
『
日
本
人
の

食
事
摂
取
基
準
（
２
０
２
５

年
版
）
』
策
定
検
討
会
」
の

報
告
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た厚
生
労
働
省
「
日
本
人
の
食

事
摂
取
基
準
（
２
０
２
５
年

版
）
」
策
定
検
討
会
報
告
書

（
２
０
２
４
年
10
月
15
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

10
月
８
日
に
日
本
高
血
圧

学
会
は
、
日
本
人
の
た
め
の

尿
ナ
ト
カ
リ
比
の
目
標
値
と

適
切
な
評
価
方
法
を
提
唱
す

る
声
明
を
発
表
し
た
。

概
要
は
以
下
の
通
り
。

・
尿
ナ
ト
リ
ウ
ム
／
カ
リ
ウ

ム
比
（
尿
ナ
ト
カ
リ
比
）

と
血
圧
値
と
の
間
に
連
続

し
た
正
の
関
連

・
尿
ナ
ト
カ
リ
比
は
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
単
独

よ
り
も
、
よ
り
強
く
血
圧

高
値
と
関
連

・�

健
常
日
本
人
に
お
け
る
目

標
値
と
し
て
、
「
日
本
人

の
食
事
摂
取
基
準
」
の
食

塩
と
カ
リ
ウ
ム
の
摂
取
目

標
量
に
相
当
す
る
２
未
満

を
至
適
目
標
に
、
日
本
人

の
平
均
値
未
満
に
相
当
す

る
４
未
満
を
実
現
可
能
目

標
に
設
定

・
随
時
尿
を
用
い
て
尿
ナ
ト

カ
リ
比
を
測
定
す
る
場

合
、
週
に
４
日
以
上
、
異

な
る
時
間
帯
に
採
取
し
た

尿
の
測
定
値
か
ら
平
均
を

算
出
す
る
こ
と
を
強
く
推

奨
・
尿
ナ
ト
カ
リ
比
は
、
日
本

全
国
の
健
診
・
医
療
機
関

で
安
価
か
つ
簡
便
に
測
定

可
能
で
あ
り
、
減
塩
と
カ

リ
ウ
ム
摂
取
増
加
の
指
標

と
し
て
、
高
血
圧
の
予
防

と
管
理
、
脳
卒
中
、
心
臓

病
、
腎
臓
病
の
予
防
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

日
本
高
血
圧
学
会
「
Ｊ
Ｓ
Ｈ

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
『
日
本
人

の
た
め
の
尿
ナ
ト
カ
リ
比
コ

ン
セ
ン
サ
ス
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
』
を
発
表
い
た
し
ま
し

た
。」

（
２
０
２
４
年
10
月
18
日
掲
載
）

厚
生
労
働
省
は
、
「
令
和

５
（
２
０
２
３
）
年
受
療
行

動
調
査
（
概
数
）
」
の
結
果

を
公
表
し
た
。

概
要
は
以
下
の
通
り
。

○
自
覚
症
状
の
有
無
、
自
覚

症
状
は
な
か
っ
た
が
受
診

し
た
理
由
、
受
診
し
た
理

由
（
外
来
患
者
の
み
）

・
外
来
患
者
が
、
調
査
日
現

在
に
受
診
し
た
病
気
や
症

状
を
初
め
て
医
師
に
診
て

も
ら
っ
た
際
、「
自
覚
症
状

が
あ
っ
た
」は
66
・
１
％
、

「
自
覚
症
状
が
な
か
っ

た
」
は
28
・
４
％
。

・
「
自
覚
症
状
が
な
か
っ

た
」
と
回
答
し
た
者
の
受

診
し
た
理
由
を
み
る
と
、

「
健
康
診
断
（
人
間
ド
ッ

ク
を
含
む
）
で
指
摘
さ
れ

た
」
が
45
・
９
％
と
最
も

高
い
。

・
年
次
推
移
を
み
る
と
、

「
健
康
診
断
（
人
間
ド
ッ

ク
を
含
む
）
で
指
摘
さ
れ

た
」
が
上
昇
。

・
「
自
覚
症
状
が
あ
っ
た
」

「
自
覚
症
状
が
な
か
っ

た
」
と
回
答
し
た
者
に
つ

い
て
、
受
診
ま
で
の
期
間

を
み
る
と
、
「
１
週
間
～

１
か
月
未
満
」
が
19
・
９

％
と
最
も
多
く
、
次
い

で
、
「
１
～
３
日
」
が

15
・
０
％
。

・
自
覚
症
状
の
有
無
別
に
み

る
と
、
「
自
覚
症
状
が
あ

っ
た
」
で
は
「
１
～
３

え
て
、
０
・
９
％
増
加
）

動
作
の
反
動
・
無
理
な
動

作
１
万
１
９
６
７
人
（
前
年

同
期
比
よ
り
２
８
３
人
増
え

て
、
２
・
４
％
増
加
）

墜
落
・
転
落
１
万
１
８
７

３
人
（
前
年
同
期
比
よ
り
１

１
５
人
増
え
て
、
１
・
０
％

増
加
）

以
下
、
「
は
さ
ま
れ
・
巻

き
込
ま
れ
」
、｢

切
れ
・
こ

す
れ｣

、｢

激
突｣

の
順
に
な

っ
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
令
和
６
年
労

働
災
害
発
生
状
況
」
９
月
速

報
値
概
要

厚
生
労
働
省
「
令
和
６
年
労

働
災
害
発
生
状
況
」
９
月
速

報
値
参
考

（
２
０
２
４
年
10
月
１
日
掲
載
）

日
」
「
１
週
間
～
１
か
月

未
満
」
が
17
・
６
％
と
最

も
多
く
、
「
自
覚
症
状
が

な
か
っ
た
」
で
は
「
１
週

間
～
１
か
月
未
満
」
が

25
・
４
％
と
最
も
多
い
。

○
今
後
の
治
療
・
療
養
の
希

望
（
入
院
患
者
の
み
）

・
年
次
推
移
を
み
る
と
、

「
完
治
す
る
ま
で
こ
の
病

院
に
入
院
し
て
い
た
い
」

は
低
下
傾
向
と
な
っ
て
お

り
、
「
自
宅
か
ら
病
院
や

診
療
所
に
通
院
し
な
が

ら
、
治
療･

療
養
し
た

い
」
は
上
昇
。

○
退
院
の
許
可
が
出
た
場
合

の
自
宅
療
養
の
見
通
し

（
入
院
患
者
の
み
）

等
が
自
社
の
状
況
や
課
題
を

踏
ま
え
、
年
休
を
取
得
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
、
同
省
は
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
10
月
は
『
年

次
有
給
休
暇
取
得
促
進
期

間
』
で
す
」

（
２
０
２
４
年
10
月
９
日
掲
載
）

重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
し
て
、
長
時
間
労
働

の
是
正
や
賃
金
不
払
残
業
な

ど
の
解
消
に
向
け
た
重
点
的

な
監
督
指
導
や
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
、
労
働
に
関
す
る
無
料

相
談
の
「
過
重
労
働
解
消
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
」
な
ど
を
実
施

し
過
労
死
等
を
な
く
す
た
め

に
国
民
へ
の
周
知
・
啓
発
を

行
う
。

「
過
労
死
等
」
と
は

⑴
業
務
に
お
け
る
過
重
な
負

荷
に
よ
る
脳
血
管
疾
患
・

心
臓
疾
患
を
原
因
と
す
る

死
亡

⑵
業
務
に
お
け
る
強
い
心
理

的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害

を
原
因
と
す
る
自
殺
に
よ

る
死
亡

⑶
死
亡
に
は
至
ら
な
い
が
、

こ
れ
ら
の
脳
血
管
疾
患
、

心
臓
疾
患
、
精
神
障
害

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
11
月
は
『
過

労
死
等
防
止
啓
発
月
間
』
で

す（
２
０
２
４
年
10
月
９
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

毎
年
10
月
を
「
体
力
つ
く

り
強
調
月
間
」
と
し
、
本
年

は
10
月
14
日
を
ス
ポ
ー
ツ
の

日
と
し
て
国
民
一
般
に
健

康
・
体
力
つ
く
り
を
呼
び
掛

け
る
な
ど
の
運
動
を
展
開
し

て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

体
力
つ
く
り
国
民
運
動
に
つ

い
て
　
ス
ポ
ー
ツ
庁

（
２
０
２
４
年
10
月
１
日
掲
載
）

の
適
切
な
つ
な
が
り
を
促
す

活
動
を
行
う
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

日
本
女
性
医
学
学
会
「
２
０

２
４
年
度
『
メ
ノ
ポ
ー
ズ
週

間
』
」

（
２
０
２
４
年
10
月
９
日
掲
載
）

・
「
自
宅
で
療
養
で
き
る
」

が
前
回
（
令
和
２
年
）
調

査
か
ら
６
・
４
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
、
６
割
を
超
え
て

過
去
最
高
と
な
っ
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
令
和
５
（
２

０
２
３
）
年
受
療
行
動
調
査

（
概
数
）
の
概
況
」

（
２
０
２
４
年
10
月
１
日
掲
載
）

間
を
「
メ
ノ
ポ
ー
ズ
週
間
」

と
定
め
て
い
る
。

更
年
期
女
性
お
よ
び
そ
の

周
囲
の
方
々
に
更
年
期
の
症

状
や
治
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
、
専
門
家
へ

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バラ
ン
ス
実
現
に

向
け
て
環
境
づ
く
り
を
！

10
月
は「
年
次
有
給
休
暇
取
得

促
進
期
間
」で
す

厚
生
労
働
省

11
月
は

「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」

厚
生
労
働
省

10
月
は

「
体
力
つ
く
り
強
調
月
間
」

ス
ポ
ー
ツ
庁

「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準

（
２
０
２
５
年
版
）」策
定
検
討
会

報
告
書
を
公
表

厚生労働省

日
本
人
の
た
め
の
尿
ナ
ト
カ
リ
比
の

目
標
値
と
適
切
な
評
価
方
法
を
提
唱
日 本
高血圧
学 会

令
和
５（
２
０
２
３)

年
受
療
行
動

調
査（
概
数
）の
概
況
を
公
表

厚 生
労働省

令
和
６
年
労
働
災
害
発
生
状
況

（
令
和
６
年
９
月
速
報
値
）を
公
表
厚 生
労働省

10
月
18
～
24
日
は

「
メ
ノ
ポ
ー
ズ
週
間
」
日
本
女
性

医
学
学
会
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妊
娠
不
安
と
緊
急
避
妊
が
目

立
つ
（
表
１
）
。
推
測
の
域

は
出
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
、

自
粛
し
て
い
た
人
と
の
触
れ

合
い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と

の
影
響
も
少
な
く
な
い
。
避

妊
や
性
感
染
症
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
な
ど
の
啓
発
も
、
加

速
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
相
談
も

開
設
３
年
に
な
り
、
種
々
の

デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
電
話

相
談
と
の
比
較
な
ど
が
可
能

に
な
っ
た
（
図
１
）。こ
れ
を

受
け
、
第
42
回
日
本
思
春
期

学
会
に
お
い
て
一
般
演
題

「
中
学
生
女
子
の
自
慰
に
関

す
る
相
談
内
容
～
思
春
期
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
事
例
か
ら

～
」（
松
原
由
佳
・
杉
村
由
香

理
・
北
村
邦
夫
）、ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
「
思
春
期
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
相
談
に
お
け
る
ニ
ー
ズ

の
分
析
～
電
話
相
談
と
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
相
談
の
比
較
か
ら
～
」

（
松
原
由
佳
・
杉
村
由
香
理
・

北
村
邦
夫
）
を
発
表
し
た
。

「
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
は
相
談
件
数
が
わ

ず
か
で
は
あ
る
が
、
前
年
比

１
０
５
・
６
％
と
増
加
傾
向

に
あ
り
、
徐
々
に
浸
透
し
て

き
た
感
が
あ
る
。

男
性
の
相
談
が
増
え
た
こ

と
が
全
体
の
相
談
件
数
の
増

２
０
２
３
年
度
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
思
春
期
婦
人
科
外
来
を
中
心
と
し
た
外

来
の
閉
院
で
あ
る
（
２
０
２
３
年
冬
号
に
て
既
報
）
。
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
駆

け
と
も
い
わ
れ
た
本
会
の
診
療
施
設
は
、
主
婦
会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
設
（
１
９
７

８
年
）
か
ら
、
保
健
会
館
別
館
で
の
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
１
９
８
４
年
）
、
保

険
診
療
機
関
と
し
て
の
認
可
（
１
９
８
９
年
）
、
保
健
会
館
新
館
へ
の
移
転
（
１
９

９
７
年
）
を
経
て
、
45
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
３
時
間
ほ
ど
の
診
療
を
週
に

２
～
３
回
と
い
う
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
の
中
で
、
カ
ル
テ
の
通
し
番
号
（
利
用
し
た
女
性

の
総
数
）
は
７
４
９
８
番
だ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
年
度
途
中
の
11
月
の
移
転
の
さ
な
か
、
新
し
い
環
境
下
で
滞
り
な
く

実
施
さ
れ
た
相
談
事
業
の
実
績
を
中
心
に
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

（
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
長
　
杉
村
由
香
理
）

２
０
２
３
年
度
事
業
実
績
報
告

本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
男

性
の
相
談
内
容
は
、
電
話
で

対
応
し
て
い
た
と
き
か
ら
３

大
悩
み
―
「
自じ

慰い

」
「
性

器
」
「
包
茎
」
―
は
変
わ
ら

な
い
。

女
性
に
つ
い
て
言
え
ば
、

富
士
製
薬
工
業
㈱
か
ら
委

託
さ
れ
実
施
し
て
い
る
「
Ｅ

Ｃ
・
Ｏ
Ｃ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」

は
利
用
者
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
い
名
称
に
と
の
思
い
か

ら
「
避
妊
の
た
め
の
ピ
ル
＆

ア
フ
タ
ー
ピ
ル
相
談
室
」
へ

と
変
更
し
た
。
そ
の
効
果
が

現
れ
る
に
は
時
間
を
要
す
る

の
か
、
相
談
件
数
の
伸
び
に

は
至
っ
て
い
な
い
（
図
２
）。

そ
の
よ
う
な
中
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談
同
様
、
緊
急
避
妊
の
割

合
が
増
加
し
て
い
る
の
は
興

味
深
い
。
特
に
「
服
用
方

法
」
が
２
０
２
２
年
度
の

17
・
５
％
か
ら
20
・
１
％
へ

と
増
加
傾
向
に
あ
る
。
相
談

カ
ー
ド
を
精
査
す
る
と
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
購
入
な
ど
、
医
師
と

対
面
す
る
こ
と
な
く
Ｏ
Ｃ
を

購
入
し
、
服
用
開
始
に
際
し

詳
細
な
説
明
が
受
け
ら
れ
な

い
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
相
談
が

散
見
さ
れ
、
件
数
だ
け
で
は

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
表
２
）
。

指
導
者
と
直
接
会
話
す
る

こ
と
へ
の
安
堵
を
実
感
し
て

ほ
し
い
と
考
え
る
と
、
電
話

相
談
の
役
割
が
終
わ
っ
た
と

は
言
え
な
い
。

本
年
度
か
ら
、
Ｏ
Ｃ
、
Ｅ

Ｃ
の
入
手
経
路
を
問
う
項
目

を
加
え
た
の
で
、
ア
ク
セ
ス

の
傾
向
を
お
示
し
で
き
る
こ

と
と
期
待
し
て
い
る
。

表１　�2023年度LINE相談に寄せられた相談主訴（性別）

　患者の処遇に時間を要するため、本会の事務所移転から遅れること1
年。11月から本センターが幡ヶ谷での事業を本格始動させた。本年3
月に移転前と同じ場所で婦人科が新規開業、しかもご厚意で週1回北村
会長の外来日を設けてくださる。とはいえ5か月弱のブランクをどうす

るか、「紹介状を出すよ」という提案に、「いえ、先生に診ていただきたいので待ち
ます」と、結局紹介状は1枚も書かれなかった。連絡用に新しい事務所の電話番号を
公表。利用者が用事のついでに「あの環境がなくなるのは残念」「新しいクリニック
でメディカルスタッフとは会えないのか？」と口々に閉院を惜しんでくれる。治療だ
けが目的ではない関係性があったことに今更ながら気付かされる。寂しいのはお互い
さま。幸い新しいクリニックでは電話番号がそのまま引き継がれたので、久しぶりに
受診するなど、閉院を知らない患者さんが迷子にならないのはありがたい。

合計
男性

251件 100％
自慰 52 20.7
性器 39 15.5
包茎 28 11.2
妊娠不安 20 8.0
射精 19 7.6
性欲 9 3.6
性交 7 2.8
精神・心 7 2.8
緊急避妊 7 2.8
避妊 6 2.4
ＳＴＤ 5 2.0
ピル 5 2.0
男女交際 4 1.6
病気 3 1.2
妊娠 2 0.8
二次性徴 2 0.8
近親姦 1 0.4
問題行動 1 0.4
性暴力 1 0.4
不妊 0 -
性虐待 0 -
その他性知識 15 6.0
その他 16 6.4
不明 2 0.8

合計
女性

327件 100%
妊娠不安 68 20.8
月経 50 15.3
緊急避妊 41 12.5
自慰 24 7.3
ＳＴＤ 15 4.6
精神・心 15 4.6
性交 14 4.3
病気 11 3.4
ピル 11 3.4
性器 10 3.1
性暴力 10 3.1
避妊 8 2.4
性欲 4 1.2
男女交際 4 1.2
二次性徴 3 0.9
不妊 1 0.3
性虐待 1 0.3
妊娠 0 -
更年期 0 -
近親姦 0 -
問題行動 0 -
その他性知識 12 3.7
その他 24 7.3
不明 1 0.3

表２　相談内容と月別の件数

1 2 3 4 5 6 7 8 9
開
設
日
数

相
談
人
数

男
性

女
性

相
談
延
件
数

不
妊
の
原
因

検
査
・
治
療
に
つ

い
て

医
療
機
関
の
情
報

に
つ
い
て

主
治
医
や
医
療
機

関
に
対
す
る
不
満

偏
見
や
無
理
解
に

よ
る
不
満

家
族
に
関
す
る
こ

と 費
用
や
助
成
制
度

に
つ
い
て

不
妊
治
療
と
仕
事

の
両
立
に
つ
い
て

そ
の
他

４月 5 42 3 39 68 2 16 4 5 1 15 8 3 14
５月 6 47 9 38 74 2 15 9 8 1 13 9 3 14
６月 5 45 5 40 73 1 17 5 7 1 14 6 4 18
７月 5 44 4 40 72 1 18 4 4 0 10 10 6 19
８月 6 40 6 34 62 0 12 2 3 1 18 8 1 17
９月 5 47 11 36 84 1 18 9 6 4 13 8 5 20
10月 6 41 12 29 66 4 15 3 2 1 16 8 2 15
11月 5 43 5 38 78 0 18 6 4 5 16 5 6 18
12月 5 36 6 30 59 1 12 4 1 4 10 5 1 21
１月 5 41 5 36 74 3 12 8 4 1 12 8 5 21
２月 5 46 10 36 79 2 14 5 7 2 18 11 1 19
３月 5 37 5 32 65 0 15 2 3 2 14 8 2 19
全体 63 509 81 428 854 17 182 61 54 23 169 94 39 215

〈不妊相談〉

開
設
日
数

相
談
人
数

男
性

女
性

相
談
延
件
数

不
妊
の
原
因

検
査
・
治
療
に
つ

い
て

医
療
機
関
の
情
報

に
つ
い
て

主
治
医
や
医
療
機

関
に
対
す
る
不
満

偏
見
や
無
理
解
に

よ
る
不
満

家
族
に
関
す
る
こ

と 費
用
や
助
成
制
度

に
つ
い
て

不
妊
治
療
と
仕
事

の
両
立
に
つ
い
て

そ
の
他

4月 5 4 1 3 8 1 2 0 0 2 1 1 1 5
5月 6 1 0 1 3 1 1 0 0 0 0 0 1 6
6月 5 5 0 5 5 0 2 0 1 0 0 0 2 5
7月 5 2 0 2 4 0 2 0 0 0 0 2 0 5
8月 6 8 2 6 14 3 2 2 1 0 1 1 4 6
9月 5 3 0 3 4 1 1 0 0 0 0 2 0 5
10月 6 7 0 7 14 3 4 1 1 0 2 0 3 6
11月 5 8 1 7 17 1 6 4 1 0 1 3 1 5
12月 5 5 0 5 9 0 1 1 0 1 2 1 3 5
1月 5 3 0 3 7 1 2 2 1 0 0 0 1 5
2月 5 4 0 4 9 1 2 2 1 0 1 0 2 5
3月 5 4 0 4 8 2 3 1 0 0 1 1 0 5
全体 63 54 4 50 102 14 28 13 6 3 9 11 18 63

〈不育相談〉

図２「東京都不妊・不育ホットライン」
相談件数の年度別推移（1997年１月～2024年３月末）

図１　本会の思春期・FP相談LINE

思春期・FP相談LINE

※アカウント名で検索してもでてきません。
＠マークから始まるIDで検索するか二次元バーコードを読み取ってください。
回答時間：月～金／10：00～16：00（祝祭日は休み）

思春期の体についての心配ごとをお寄せ下さい。質問には専門の相談員
が、平日の10時～16時の間に到着順に回答します。

※ 症状がある場合や急いでいる時は、医療機関で受診してく
ださい

※個々の症例について診断はできませんのでご留意ください
※ 本LINE相談については個人が特定できないよう十分に配
慮した上で、集計分析し本会機関紙などで報告させていた
だくことがあります。

アカウント名「JFPA思春期・FP相談LINE」

LINE相談やってます！
Line ID　＠183xqhfs

N=16,881件

（件）

【開設時間】21年度までは毎週火曜日10時～16時
　　　　　　22年度からは毎週火曜日10時～19時、
　　　　　　月１土曜日10時~16時
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本
会
で
受
け
て
い
る

相
談
窓
口
で
す
！

本
会
の
公
益
事
業
の
一
環

で
あ
る
「
第
９
回
　
男
女
の

生
活
と
意
識
に
関
す
る
調

査
」
は
、
前
回
調
査
か
ら
７

年
ぶ
り
に
第
９
回
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
ジ
ェ
ク
ス
㈱
か
ら
の

「
指
導
者
の
た
め
の
避
妊

と
性
感
染
症
予
防
セ
ミ
ナ

ー
」
は
、
企
業
の
協
賛
を
得

て
１
９
９
９
年
か
ら
毎
年
テ

ー
マ
を
変
え
な
が
ら
開
催

「
東
京
都
　
不
妊
・
不
育

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、
相
談

時
間
を
延
長
し
２
年
目
に
な

る
が
、
電
話
が
ひ
っ
き
り
な

し
に
鳴
る
の
は
従
来
の
時
間

帯
が
多
く
、
働
く
方
に
も
利

用
し
や
す
い
時
間
に
と
夕
方

と
土
曜
日
を
増
設
し
た
こ
と

が
、
相
談
件
数
の
増
加
に
効

果
を
上
げ
て
い
る
と
の
印
象

は
な
い
。
し
か
し
相
談
件
数

は
５
６
３
件
と
増
加
傾
向
に

あ
り
（
図
３
）、不
妊
の
当
事

者
が
相
談
を
受
け
る
不
妊
・

不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ
の
期

待
は
大
き
い
。

相
談
内
容
に
は
大
き
な
変

化
は
な
く
、
「
検
査
・
治
療

に
つ
い
て
」
１
８
２
件
、

「
家
族
に
関
す
る
こ
と
」
１

６
９
件
と
抜
き
ん
出
て
多
い

（
表
３
）。保
険
適
用
に
関
す

る
相
談
は
途
切
れ
る
こ
と
は

な
く
、
仕
組
み
そ
の
も
の
の

問
い
に
は
、
行
政
の
担
当
部

署
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
が
、
「
主
治
医
に
聞
い

て
も
分
か
ら
な
い
と
言
わ
れ

た
」
と
、
現
場
で
も
ま
だ
ま

だ
混
乱
し
て
い
る
様
子
が
見

受
け
ら
れ
る
。
相
談
員
に
よ

る
と
、
東
京
都
の
卵
子
凍
結

に
対
す
る
補
助
金
支
給
に
つ

い
て
、
件
数
と
し
て
は
少
な

い
が
話
題
に
は
上
る
こ
と
が

あ
る
と
の
こ
と
。
制
度
に
よ

っ
て
、
女
性
た
ち
の
心
が
動

く
こ
と
も
相
談
に
影
響
す
る

よ
う
だ
。
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４
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

N=7,126件

し
、25
年
を
迎
え
た（
表
４
）。

昨
年
度
は
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ

ナ
時
代
に
お
け
る
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ

の
課
題
解
決
に
向
け
て
」
と

題
し
、
全
国
８
会
場
で
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
も
と
よ

り
、
会
場
に
集
ま
る
こ
と
、

同
じ
問
題
意
識
を
持
つ
仲
間

と
の
交
流
な
ど
、
本
会
が
要

に
な
る
形
で
、
講
師
と
参
加

者
、
参
加
者
同
士
、
参
加
者

と
企
業
を
つ
な
い
で
き
た
。

本
会
へ
の
信
頼
と
期
待
を

肝
に
銘
じ
、
本
年
度
は
「
日

本
人
の
お
悩
み
、
徹
底
解
決

い
た
し
ま
す
！
」
の
テ
ー
マ

で
、
講
師
総
数
17
名
で
全
国

を
回
る
。

（
２
０
２
４
年
７
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

依
頼
で
「
︻
ジ
ェ
ク
ス
︼
ジ

ャ
パ
ン
・
セ
ッ
ク
ス
サ
ー
ベ

イ
２
０
２
４
」
を
実
施
し

た
。両

調
査
の
結
果
か
ら
「
女

性
ホ
ル
モ
ン
剤
を
利
用
し
た

避
妊
法
」
「
中
絶
を
人
生
に

お
い
て
必
要
な
選
択
で
あ

る
」
の
割
合
が
増
し
た
こ
と

な
ど
、
本
会
が
推
進
す
る
Ｓ

Ｒ
Ｈ
Ｒ
が
徐
々
に
浸
透
し
て

き
て
い
る
こ
と
を
デ
ー
タ
で

示
せ
た
こ
と
に
は
大
き
な
意

義
が
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
た
も
の
の
、
報
道
さ
れ

る
の
は
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
、
少

子
化
の
み
と
い
う
現
状
。

デ
ー
タ
を
生
か
し
な
が
ら
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た

い
。

　移転を機に断捨離を図ろうと、デスクやキャビネット
の中身を全部出した。山積みになった写真や資料、出張
レポートやらを前に、片付けのタブーとされている「読
む」を始めてしまったから、もう前には進まない。あん

なこともあった、こんなこともあった、この方は今頃どうしておられ
るだろう…当時が鮮明によみがえり、懐かしさに浸る。そんな感慨に
ふけりながらの作業なのだから、市ヶ谷から幡ヶ谷へ荷物を移動した
だけになってしまったのは、〝引っ越しあるある〞。新しい事務所の収
納場所が多いことに感謝している今日この頃。

図３　�EC・OCヘルプデスク（2023年11月より「避妊のためのピル＆アフターピル相談室」）
　　　月別相談件数の推移（2014年７月～2024年３月末）

合計

全体 20歳
未満

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

40～
44歳

45～
49歳

50歳
以上

338 19 83 86 66 49 27 7 0

飲み忘れた場合の対処 24.3 15.8 18.1 31.4 27.3 26.5 18.5 14.3 －

服用方法 20.1 10.5 20.5 25.6 18.2 14.3 29.6 － －

薬物相互作用 11.5 － 16.9 8.1 10.6 10.2 14.8 28.6 －

周期調節 8.9 5.3 6.0 7.0 9.1 16.3 11.1 － －

避妊効果 6.8 10.5 4.8 7.0 3.0 8.2 11.1 28.6 －

緊急避妊 6.8 42.1 10.8 1.2 4.5 2.0 3.7 － －

マイナートラブル 6.8 10.5 6.0 7.0 12.1 － 7.4 － －

ピル一般 5.0 － 7.2 2.3 6.1 8.2 － 14.3 －

副作用以外の不安 2.7 － 3.6 4.7 － 2.0 － 14.3 －

避妊一般 1.2 － 2.4 － 3.0 － － － －

服用順番間違い 1.2 5.3 1.2 2.3 － － － － －

禁忌など 0.6 － － 1.2 － － 3.7 － －

副作用 0.6 － － 1.2 － 2.0 － － －

入手方法 0.3 － － － 1.5 － － － －

費用 0.3 － 1.2 － － － － － －

妊孕性の回復 0.3 － － － － 2.0 － － －

その他 2.7 － 1.2 1.2 4.5 8.2 － － －

年度
1999 看護職のためのピル・カウンセリング・セミナー
2000 新カウンセリング技法
2001 「GATHER法」取得のために
2002 避妊指導のためのスキルアップセミナー
2003 学び方、教え方
2004 避妊と性感染症予防のための実践
2005 明日から役立つ性の健康教育
2006 学校性教育とのコラボレーションを考える
2007 伝えるための技術の向上をめざして
2008 コミュニケーションスキルを磨く
2009 日本で一番受けたい授業
2010 婦人科を上手に利用するためには
2011 新しい話題を性教育の中でどう教えるか
2012 こんな時、どうする？
2013 メディアが発信する情報を読み解く力をつける
2014 妊娠・出産には限界があることをどう教えるか
2015 効果的な児童虐待防止への取り組み
2016 聴衆の心を掴む私の工夫
2017 性の健康教育の実践～伝える技術を磨く　
2018 家庭・学校・社会で役立つ最新情報を学ぶ
2019 プレコンセプション・ヘルス・ケアを考える
2020 SDGｓから見たリプロダクティブ・ヘルスの課題
2021 コロナ禍におけるセクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス
2022 女性活躍を応援する
2023 withコロナ時代におけるSRHの課題解決に向けて

表３「�2023年度EC・OCヘルプデスク」
　　　年代別の相談内容上位10項目

表４　�指導者のための避妊と性感染症予防
セミナー（SRHセミナ－）メイン
テーマ　1999年度～2023年度

東
京
都
不
妊・不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

全
国
規
模
の
調
査
を
実
施

セ
ミ
ナ
ー
の
存
在
価
値

コラム
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養
護
教
諭
に
話
し
に
く
い
と

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
？
」
と
い
う
質
問
に
、

「
最
初
は
驚
き
ま
し
た
け

ど
、
話
し
や
す
い
し
、
や
っ

ぱ
り
﹃
保
健
室
の
先
生
﹄
だ

っ
た
か
ら
今
は
全
く
気
に
な

り
ま
せ
ん
。
保
健
の
授
業
で

い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
る
の

で
、
生
理
の
相
談
も
私
は
で

き
ま
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
い
っ

た
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、

ィ
教
育
や
心
の
健
康
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

︱︱︱
児
童
・
生
徒
さ
ん
は
絶

対
少
数
で
あ
る
（
珍
し
い
）

男
性
養
護
教
諭
に
戸
惑
い
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
そ

れ
と
市
川
さ
ん
ご
自
身
が
男

性
ゆ
え
に
困
っ
た
経
験
は
お

あ
り
で
す
か
。

別
の
取
材
で
、
当
時
赴
任

し
て
い
た
小
学
校
高
学
年
の

女
の
子
た
ち
が
、
「
男
性
の

第
５
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
市

川
恭
平
さ
ん
（
愛
知
県
名
古

屋
市
・
名
古
屋
市
立
大
高
南

小
学
校
　
養
護
教
諭
／
Ｊ
Ｆ

Ｐ
Ａ
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
）

で
す
。

聞
き
手
⋮
杉
村
由
香
理

（
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン

タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
）

◆
　
◆
　
◆

︱︱︱
自
己
紹
介
・
自
己
ア
ピ

ー
ル
を
お
願
い
で
き
ま
す

か
。全

国
約
４
万
人
の
養
護
教

諭
（
保
健
室
の
先
生
）
の
う

ち
約
１
０
０
人
し
か
い
な
い

男
性
の
養
護
教
諭
で
す
。
全

国
の
有
志
に
よ
る
団
体
「
男

性
養
護
教
諭
友
の
会
」
の
会

長
も
務
め
て
い
ま
す
。
東
山

書
房
よ
り
「
男
性
養
護
教

諭
」
を
上

じ
ょ
う

梓し

し
、
理
解
の
輪

を
広
げ
る
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。
日
ご
ろ
学
校
で

は
、
保
健
室
で
子
ど
も
た
ち

の
心
身
の
健
康
を
守
り
育
み

な
が
ら
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ

第
６
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
幸

﨑
若
菜
さ
ん
（
東
京
都
・
助

産
師
／
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
相

談
士
Ⓡ
）
で
す
。
こ
の
４
月

に
＂
子
ど
も
・
若
者
の
た
め

の
街
の
保
健
室
＂
と
し
て
開

設
さ
れ
た
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ル
ネ

ス
Ｋ
ｕ
Ｋ
ｕ
Ｎ
ａ
（
ク
ク

ナ
）
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

で
室
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｋ
ｕ
Ｋ
ｕ
Ｎ
ａ
開
設
の
経
緯

や
、
日
々
の
業
務
の
中
で
見

え
て
く
る
も
の
、
思
春
期
女

性
の
相
談
を
受
け
て
い
る
中

で
の
思
い
な
ど
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

聞
き
手
:
杉
村
由
香
理

（
日
本
家
族
計
画
協
会
家
族

計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
セ
ン

タ
ー
長
）◆

　
◆
　
◆

―――
ま
つ
し
ま
病
院
で
﹁
Ｋ

ｕ
Ｋ
ｕ
Ｎ
ａ
﹂
を
開
設
す
る

に
至
っ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
ま
す
か
？

ま
つ
し
ま
病
院
は
、
長
い

間
、
社
会
的
な
課
題
を
抱
え

た
妊
婦
へ
の
対
応
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
若
い
女
性
が

「
妊
娠
し
て
か
ら
」
「
生
活

に
支
障
が
出
て
か
ら
」
「
心

を
患
っ
て
か
ら
」
と
い
っ
た

状
況
に
な
っ
て
初
め
て
病
院

に
来
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と

早
い
時
期
の
思
春
期
の
子
ど

も
た
ち
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い

う
思
い
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
中

に
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。
生

ま
れ
て
き
て
か
ら
成
長
す
る

過
程
で
、
か
か
り
つ
け
の
小

児
科
に
乳
児
健
診
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
風
邪
な
ど
で
か
か

る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で

す
。
当
院
は
小
児
科
と
産
婦

人
科
の
あ
る
病
院
で
す
が
、

ち
ょ
う
ど
思
春
期
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
す
っ
ぽ
抜
け
た
状

態
で
し
た
。
私
自
身
は
、
若

い
世
代
の
女
性
た
ち
に
婦
人

科
の
か
か
り
つ
け
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
助
産
師
で
は

あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
そ
の

世
代
の
女
性
が
婦
人
科
に
か

か
る
こ
と
は
な
か
な
か
な
い

こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
。
現

実
的
に
は
性
的
な
ト
ラ
ブ
ル

を
抱
え
て
、
あ
る
日
突
然
婦

人
科
受
診
を
し
な
い
と
い
け

な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て

し
ま
っ
て
受
診
し
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
本
人
に
と
っ
て

も
負
担
の
大
き
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
病
院

と
の
つ
な
が
り
が
切
れ
て
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
17

歳
、
18
歳
に
な
っ
て
、
突
然

婦
人
科
と
関
わ
ら
な
い
と
い

け
な
く
な
る
と
い
う
の
も
、

本
人
へ
の
負
担
が
大
き
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
思
春
期
に
何
か
問

題
や
悩
み
が
あ
っ
て
も
、
学

校
が
介
入
し
て
い
な
い
場
合

や
、
親
が
十
分
に
関
わ
れ
て

い
な
い
場
合
が
、
か
な
り
あ

り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
に
は
医
療
機

関
を
頼
っ
て
も
よ
い
と
思
い

ま
す
が
、
思
春
期
の
子
た
ち

に
と
っ
て
は
病
院
に

諭
で
あ
る
思
春
期
保
健
相
談

士
に
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
課
題

に
寄
り
添
い
、
支
え
と
な
る

た
め
に
は
よ
り
専
門
的
な
学

び
が
必
要
だ
と
思
い
、
先
輩

の
後
を
追
っ
て
、
思
春
期
保

健
相
談
士
に
な
る
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
受
講
し
ま
し
た
。

︱︱︱
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
れ

て
、
ど
ん
な
感
想
を
持
た
れ

ま
し
た
か
。

思
春
期
保
健
に
関
す
る
最

先
端
の
知
見
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
こ
と
と
、
他
職
種
で

同
じ
思
い
を
持
つ
方
と
つ
な

が
れ
た
こ
と
が
最
高
で
し

た
。
最
先
端
の
知
見
を
集
中

的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
そ
の
後
刻
々
と
変
化

し
て
い
く
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ

ィ
に
関
わ
る
問
題
を
よ
り
深

く
、
よ
り
早
く
理
解
し
て
、

自
身
の
考
え
を
持
つ
こ
と
に

と
て
も
役
立
ち
ま
す
。
そ
れ

が
日
々
の
実
践
に
生
か
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま

す
。
そ
し
て
、
実
践
に
取
り

組
む
と
き
に
は
、
他
職
種
の

仲
間
た
ち
と
情
報
交
換
し
た

り
励
ま
し
合
っ
た
り
し
て
楽

し
く
向
き
合
う
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

︱︱︱
取
得
し
て
資
格
を
生
か

せ
て
い
る
場
面
を
紹
介
し
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。
資
格
持

っ
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
な

ど
を
ぜ
ひ
！

今
、
学
校
教
育
も
大
き
な

変
化
を
迎
え
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
性
暴
力
の
加
害

者
、
被
害
者
、
傍
観
者
に
な

ら
な
い
よ
う
、
全
国
の
学
校

に
お
い
て
「
生
命
（
い
の

ち
）
の
安
全
教
育
」
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
教
材
が
文

部
科
学
省
よ
り
配
信
さ
れ
、

各
学
校
が
工
夫
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
目
的
に
向
か

っ
て
教
材
を
有
効
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
効
果

的
な
学
習
に
つ
な
げ
て
い
く

に
は
深
い
理
解
が
必
要
で

す
。
こ
の
点
、
思
春
期
保
健

セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
こ
と
の

中
に
、
こ
の
課
題
に
直
結
し

た
内
容
は
多
く
、
よ
り
理
解

を
深
め
な
が
ら
、
よ
り
積
極

的
に
実
践
を
積
み
重
ね
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
将
来
、
各
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
問
題
を
抱
え
や
す
い

か
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
の

で
、
未
然
に
防
ぐ
学
習
を
、

保
健
教
育
の
枠
組
み
の
中
で

い
か
に
進
め
て
い
け
る
か
考

え
、
実
践
し
て
い
ま
す
。
学

校
保
健
委
員
会
な
ど
を
通
じ

て
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま

と
対
話
を
し
な
が
ら
、
子
ど

も
を
真
ん
中
に
お
い
て
、
こ

れ
か
ら
も
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
思
春
期
保
健
相

談
士
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
に
関

わ
る
研
修
の
講
師
と
し
て
各

地
に
お
招
き
い
た
だ
く
こ
と

も
多
い
の
で
、
実
践
を
お
聴

き
く
だ
さ
る
方
に
も
応
用
可

能
な
形
で
伝
え
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
機
会
に
、
思
春
期
保
健
相

談
士
の
仲
間
が
増
え
た
り
、

仲
が
深
ま
っ
た
り
す
る
こ
と

も
醍だ

い

醐ご

味み

の
一
つ
で
す
ね
。

︱︱︱
相
談
士
と
し
て
の
こ
れ

か
ら
の
活
動
予
定
や
、
希
望

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
教
育
の
充
実
や
、

生
命
の
安
全
教
育
な
ど
、
予

防
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
養
護
教
諭
と
い
う
職

の
特
性
上
、
子
ど
も
が
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
課

題
を
抱
え
た
り
、
つ
ま
ず
い

た
り
し
た
と
き
に
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ

と
し
て
私
に
伝
え
て
く
る
と

こ
ろ
か
ら
支
援
が
始
ま
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

校
内
組
織
は
も
ち
ろ
ん
、
外

部
の
他
職
種
の
方
と
の
連
携

を
視
野
に
今
後
も
丁
寧
な
対

応
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
求
め
が
あ

れ
ば
全
国
ど
こ
へ
で
も
研
修

講
師
と
し
て
伺
い
ま
す
！

︱︱︱
相
談
士
を
目
指
す
方
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
お
願
い
し
ま

す
。私

に
と
っ
て
思
春
期
保
健

相
談
士
は
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
で

あ
る
の
と
同
時
に
、
ス
タ
ー

ト
地
点
で
し
た
。
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
の
学
び
の
ゴ
ー
ル

か
と
思
え
ば
、
始
ま
り
で
あ

る
こ
と
に
も
気
付
き
ま
し

た
。
で
も
そ
れ
は
、
暗
く
深

い
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、

た
く
さ
ん
の
出
会
い
と
つ
な

が
る
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

明
る
い
世
界
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

共
に
学
び
合
え
る
、
思
春
期

保
健
相
談
士
仲
間
に
な
り
ま

し
ょ
う
！
楽
し
み
に
お
待
ち

し
て
い
ま
す
っ
！

（
２
０
２
４
年
４
月
１
日
掲
載
）

周
り
の
大
人
が
想
像
し
て
い

る
以
上
に
、
私
は
「
養
護
教

諭
」
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
都
度
目
の

前
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

の
方
、
同
僚
や
上
司
と
話
し

合
っ
て
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
し
、
こ
れ
か
ら
も
必
ず
そ

う
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

︱︱︱
い
つ
思
春
期
保
健
相
談

士
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
か

（
相
談
士
歴
何
年
？
）
。

２
０
１
６
年
１
月
に
認
定

い
た
だ
い
た
の
で
、
相
談
士

歴
は
８
年
（
９
年
目
）
に
な

り
ま
し
た
。

︱︱︱
相
談
士
に
な
ろ
う
（
も

し
く
は
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ

ー
を
受
講
し
よ
う
）
と
思
わ

れ
た
き
っ
か
け
を
お
聞
き
し

て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校

に
勤
務
し
て
い
た
頃
に
、
子

ど
も
た
ち
が
抱
え
る
性
に
関

す
る
課
題
の
大
き
さ
に
気
付

き
、
自
身
の
力
不
足
を
事
あ

る
ご
と
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
特
別
支
援

学
校
で
の
性
教
育
に
力
を
注

が
れ
て
い
る
先
輩
の
養
護
教

1986年、愛知県生まれ。愛知教育大学教育学部養護
教諭養成課程卒業後、2010年、名古屋市立西養護学
校養護教諭（名古屋市教育委員会初の男性養護教諭）
として正式採用される。その後、市立下志段味小学校
養護教諭などを経て、22年より市立大高南小学校養
護教諭。現在に至る。日本養護教諭教育学会、日本学
校教育相談学会等に所属。男性養護教諭友の会会長。
主な共著に『男性養護教諭』（東山書房）、『男性養護
教諭がいる学校』（かもがわ出版）など。

市川 恭平（いちかわ・きょうへい）今月の人

2004年３月、岡山大学医学部保健学科看護学専攻に
て助産師免許取得後、都内病院勤務を経て、05年８
月医療法人社団向日葵会まつしま病院入職。11年１月
思春期保健相談士の資格取得後、まつしま病院での勤
務の傍ら、日本家族計画協会にて思春期相談に従事。
同年２月に性暴力被害者支援看護職（SANE）取得。18
年４月から２年間高知県立大学看護学部助教として勤
務後、20年４月にまつしま病院に復帰。24年２月、
まつしま病院ユースウエルネスKuKuNa室長に就任。

幸﨑 若菜（こうさき・わかな）今月の人

（
↖
）

　本会の活動は、同じ方向に向かう仲間の存在
によって支えられています。「YELL～エール※」
は、そんな仲間を紹介する連載（不定期）です。
当面はJFPA思春期保健相談士Ⓡ（以下、相談
士）の皆さんにご登壇いただきます。
※ 互いにエールを送り合うような関係でいたい、そんな思いを
込めて連載タイトルをYELL（エール）としました。

インタビュー

YELL
～エール～

市
川
　
恭
平
さ
ん

第
５
回

幸
﨑
　
若
菜
さ
ん

第
６
回
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来
る
こ
と
そ
の
も
の

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実

情
で
す
。
そ
の
た
め
、
ア
プ

ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
、
病

院
で
は
な
い
場
所
で
医
療
従

事
者
と
接
触
で
き
る
場
所
が

欲
し
い
と
い
う
こ
と
も
考
え

て
い
ま
し
た
。

こ
の
思
い
は
、
当
院
の
理

事
長
も
院
長
も
同
じ
で
、
若

年
女
性
の
相
談
先
と
し
て
病

院
へ
来
る
ま
で
の
前
段
階
と

な
る
場
所
が
必
要
だ
と
い
う

考
え
か
ら
、
こ
の
Ｋ
ｕ
Ｋ
ｕ

Ｎ
ａ
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
も
日
々
さ
ま
ざ
ま

な
ケ
ー
ス
を
見
て
い
ま
す

が
、
次
世
代
を
育
て
て
、
次

世
代
の
健
康
を
考
え
て
い
く

た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
も

っ
と
思
春
期
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―――
構
想
か
ら
短
期
間
で
開

設
に
至
っ
た
と
伺
い
ま
し

た
。
苦
労
さ
れ
た
こ
と
な
ど

は
あ
り
ま
し
た
か
？

そ
れ
ま
で
は
現
場
の
こ
と

で
精
一
杯
だ
っ
た
と
こ
ろ
に

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の

で
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
は
悩

ま
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
で

す
が
、
少
子
化
で
分
娩
の
件

数
が
減
っ
て
き
た
た
め
、
人

が
割
け
る
状
況
に
な
っ
た
の

は
追
い
風
で
し
た
。
立
ち
上

げ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
私
を
除

い
て
看
護
職
が
３
名
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
２
名
で

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

あ
と
、
場
所
を
ど
う
す
る

か
、
と
い
う
の
も
課
題
で
し

た
が
、
も
と
も
と
病
院
の
裏

に
あ
っ
た
建
物
を
改
築
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
、

場
所
の
確
保
も
で
き
ま
し

た
。Ｋ

ｕ
Ｋ
ｕ
Ｎ
ａ
の
内
覧
会

の
際
に
は
、
当
院
と
古
く
か

ら
関
わ
り
が
あ
る
方
々
が
来

て
く
だ
さ
っ
て
、
「
さ
す
が

ま
つ
し
ま
だ
ね
」
「
ま
つ
し

ま
病
院
ら
し
い
よ
ね
」
と
い

っ
た
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

Ｋ
ｕ
Ｋ
ｕ
Ｎ
ａ
の
開
設
後

に
、
小
児
科
医
で
あ
る
理
事

長
が
長
年
診
察
し
て
い
た
子

が
Ｋ
ｕ
Ｋ
ｕ
Ｎ
ａ
で
過
ご
す

様
子
を
見
て
、「
あ
の
子
が
こ

こ
で
同
年
代
の
子
と
関
わ
っ

て
い
る
な
ん
て
」と
、Ｋ
ｕ
Ｋ

ｕ
Ｎ
ａ
の
居
場
所
と
し
て
の

機
能
が
果
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

―――
施
設
内
の
雰
囲
気
づ
く

り
な
ど
で
工
夫
は
あ
り
ま
す

か
？子

ど
も
や
若
者
が
初
め
て

会
う
人
に
相
談
す
る
と
な
る

と
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
相
談
が
な
く

て
も
来
て
い
い
場
所
に
し
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
ま
ず
は
こ

こ
に
来
て
、
こ
の
場
に
慣
れ

る
。
そ
こ
で
、
大
人
と
ち
ょ

っ
と
話
せ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
心
の
距
離
っ
て
、
人
に

よ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ

か
ら
、
少
し
ず
つ
緩
和
し
て

い
け
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。
悩
み
を
抱
え
て
い
る

子
た
ち
っ
て
学
校
に
な
ん
と

な
く
行
き
づ
ら
か
っ
た
り
と

か
、
な
ん
と
な
く
人
間
関
係

に
課
題
が
あ
っ
た
り
と
い
う

こ
と
も
あ
る
の
で
、
親
が
こ

こ
に
連
れ
て
く
る
の
も
い
い

で
す
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
社

会
経
験
や
対
人
関
係
の
練
習

に
し
て
も
ら
え
た
り
、
そ
こ

か
ら
さ
ら
に
困
り
事
を
聞
い

て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り

⋮
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

部
屋
の
中
は
、
手
前
側
に

椅
子
や
ソ
フ
ァ
ー
を
置
い
て

い
ま
す
が
、
く
つ
ろ
げ
る
ス

ペ
ー
ス
が
欲
し
か
っ
た
の

で
、
部
屋
の
奥
側
に
ゆ
っ
た

り
過
ご
せ
る
ス
ペ
ー
ス
を
用

意
し
ま
し
た
。
マ
ッ
ト
が
あ

っ
て
、
椅
子
を
全
く
置
か
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

あ
と
、
相
談
室
が
二
つ
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
イ

ス
ト
を
全
く
変
え
ま
し
た
。

相
談
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、

ど
っ
ち
が
い
い
か
を
選
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
あ
り

ま
す
。＂
ち
ょ
っ
と
モ
ダ
ン
で

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
感
じ
＂

と
、＂
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
ら
し

い
雰
囲
気
＂
の
二
つ
で
す
。

い
ろ
ん
な
世
代
の
子
た
ち
も

来
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
の
日

そ
の
時
に
よ
っ
て
気
分
を
変

え
て
み
た
い
と
い
う
の
も
あ

る
か
な
、
と
思
っ
て
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

ユ
ー
ス
へ
の
開
放
を
し
て

い
な
い
と
き
は
、
当
院
の
婦

人
科
の
受
診
で
き
た
利
用
者

の
避
妊
指
導
を
こ
の
施
設
内

で
行
っ
た
り
も
し
て
い
ま

す
。
病
院
の
中
だ
と
物
々
し

い
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
や

す
い
の
で
、
カ
フ
ェ
っ
ぽ
い

雰
囲
気
だ
と
ゆ
っ
く
り
話
を

で
き
る
の
で
は
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
「
街
の
保
健
室
」

で
す
か
ら
、
自
分
も
大
事
に

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
も
ら

い
た
い
で
す
し
ね
。

ち
な
み
に
水
槽
は
、
院
長

が
「
生
き
物
に
触
れ
る
機
会

が
あ
っ
た
方
が
い
い
だ
ろ

う
」
と
私
費
で
提
供
し
た
も

の
で
す
。
小
学
生
に
大
人
気

で
す
。

―――
開
設
は
こ
の
４
月
だ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
が
、
利
用

者
の
状
況
は
？

４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
で
す
が
、
利
用
者

が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
印

象
で
す
。
オ
ー
プ
ン
ユ
ー
ス

が
月
に
２
回
、
個
別
の
相
談

は
月
に
４
回
や
っ
て
い
ま

す
。オ

ー
プ
ン
ユ
ー
ス
は
第

２
・
第
４
土
曜
日
は
３
時
間

開
放
し
て
お
り
、
子
ど
も
・

若
者
の
参
加
者
は
４
～
５
人

く
ら
い
で
す
。
多
い
時
は
一

日
で
十
何
人
と
い
う
こ
と
も

い
る
の
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
と

も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
き
れ

て
い
な
い
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
こ
れ
か
ら
も
必
要
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
注
　
今
年
の
４
月
か
ら
思

春
期
外
来
も
開
始
し
、
看
護

職
で
思
春
期
保
健
相
談
士
の

資
格
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が

45
分
３
０
０
０
円
で
面
談
を

し
て
い
ま
す
。
）

―――
﹁
ア
ン
テ
ナ
が
立
て
き

れ
て
い
な
い
思
春
期
世
代
に

ど
う
知
っ
て
も
ら
う
か
﹂

は
、
最
大
の
課
題
で
す
ね
。

そ
う
な
ん
で
す
。
中
学
・

高
校
生
で
性
的
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
が
高
い
子
た
ち
に

ど
う
や
っ
て
こ
こ
に
来
て
も

ら
う
か
、
と
い
う
の
が
今
、

大
き
な
課
題
で
す
。
Ｐ
Ｒ
は

こ
れ
か
ら
も
必
要
に
な
り
ま

す
。そ

の
ほ
か
に
、
教
育
委
員

会
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、

学
校
で
周
知
⋮
と
い
う
の
も

考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
行

政
機
関
や
教
育
機
関
と
の
連

携
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
状
況

で
す
。

で
す
の
で
、
今
は
、
養
護

教
諭
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
や
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
い
っ
た
学

校
で
支
援
者
と
し
て
働
い
て

い
る
方
々
の
中
で
、
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
張
っ
て
い
る
人
た

ち
が
こ
の
施
設
を
知
っ
て
く

れ
て
お
り
、
そ
の
方
々
か
ら

の
ご
紹
介
で
の
来
所
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
支
援
者

向
け
の
勉
強
会
を
開
催
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
情
報
提
供

や
連
携
を
続
け
て
い
っ
て
、

支
援
者
間
で
の
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

︱︱︱
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、

そ
の
人
た
ち
の
近
く
に
い
る

大
人
を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
よ
ね
。

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。
問
題
の
あ
る
ケ
ー
ス
に

遭
遇
す
る
と
、
私
た
ち
は
子

ど
も
を
変
え
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
や

は
り
ま
ず
大
人
が
変
わ
ら
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
大
人
へ

の
教
育
活
動
を
並
行
し
て
行

っ
て
い
る
の
は
、
本
当
に
良

か
っ
た
と
、
自
分
で
も
確
信

し
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ズ
が
不
足
し
て
い
る
場
合

や
、
連
携
が
で
き
ず
に
困
っ

て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
私
た
ち
に
相
談
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

あ
と
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

か
ら
、
教
育
の
場
・
福
祉
の

場
・
医
療
の
場
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
が
違
う
と
い
う
の

ら
聞
か
れ
る
の
は
、
実
は
性

の
こ
と
よ
り
も
、
メ
ン
タ
ル

面
の
話
題
が
多
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
学
校
へ
の
い
き
し

ぶ
り
や
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
行

動
の
症
状
を
訴
え
る
方
も
お

り
、
社
会
に
児
童
精
神
の
受

け
皿
が
十
分
に
な
い
た
め

に
、
こ
こ
に
話
し
に
く
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
中
に
は
、

専
門
の
医
療
機
関
だ
と
予
約

が
取
れ
な
く
て
１
年
先
に
な

る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
ど
う

し
た
ら
い
い
か
教
え
て
ほ
し

い
な
ん
て
、
相
談
で
来
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
の
受
け
皿
と

し
て
、
聞
い
て
ほ
し
い
、
ど

う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

あ
り
ま
す
（
地
域
の
行
事
と

被
る
と
急
に
減
り
ま
す
が

⋮
）。親
と
一
緒
に
く
る
子
も

い
ま
す
し
、
支
援
者
の
見
学

も
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
、

興
味
を
持
っ
た
方
が
来
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

５
０
０
円
で
30
分
の
相
談

が
で
き
る
ワ
ン
コ
イ
ン
相
談

を
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
れ
に
は
す
で
に
何
人
か
来

ま
し
た
。
相
談
者
の
特
徴
と

し
て
は
、
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル

が
割
と
多
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
親
が
息
ま
い
て
予
約
を

取
っ
た
け
れ
ど
、
本
人
が
直

前
に
な
っ
て
行
き
た
く
な
い

と
言
っ
た
り
⋮
と
い
う
の

は
、
こ
の
業
界
で
の
あ
る
あ

る
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
５
０
０
円

で
対
応
す
る
レ
ベ
ル
の
も
の

で
は
な
い
と
い
っ
た
状
況
で

す
。
当
初
、
こ
の
相
談
窓
口

に
は
ロ
ー
リ
ス
ク
が
寄
せ
ら

れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

し
た
。
例
え
ば
、
知
識
を
知

り
た
い
と
か
、
ち
ょ
っ
と
悩

ん
で
い
る
こ
と
を
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
教
え
て
ほ
し
い
と

か
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
で

す
が
、
相
談
者
か
ら
し
て
み

た
ら
、
そ
ん
な
内
容
に
収
ま

る
わ
け
は
全
然
な
く
て
、
不

登
校
で
学
校
に
行
き
渋
っ
て

い
る
こ
と
に
悩
む
親
子
だ
っ

た
り
、
障
害
を
持
っ
て
い
て

地
域
の
支
援
者
に
相
談
し
て

い
た
け
れ
ど
、
性
に
関
す
る

悩
み
に
は
支
援
者
が
う
ま
く

踏
み
込
め
な
く
て
相
談
先
に

迷
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
だ
っ

た
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
当
院

受
診
中
の
女
性
で
医
師
が
丁

寧
に
指
導
し
た
方
が
い
い
と

判
断
し
て
予
約
を
取
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
と
し
て
、
ワ
ン
コ

イ
ン
相
談
を
繰
り
返
し
受
け

付
け
て
い
く
よ
り
も
、
一
回

来
て
も
ら
っ
た
上
で
、
話
を

伺
い
、
情
報
提
供
だ
け
で
よ

い
か
、
医
療
が
必
要
か
、
当

院
で
対
応
で
き
る
か
、
他
機

関
へ
の
紹
介
が
必
要
か
を
判

断
す
る
こ
と
が
役
目
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
相
談
に
来
る
方
か

い
、
相
談
を
し
た
け

れ
ど
腑
に
落
ち
な
い

と
い
っ
た
方
々
が
多

い
印
象
が
あ
り
ま
す

ね
。そ

の
一
方
で
、
思

春
期
外
来
と
し
て
探

し
て
く
る
人
も
い
る

の
で
、
ど
こ
で
ど
う

ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て

施設内の様子

本棚には子どもが読める本と大人向けの
本をあえて混ぜて置いている

くつろげるようマットを敷いたスペース

"ちょっとモダンでスタイリッシュな感じ"の相談室

"ちょっとかわいらしい雰囲気"の相談室

（
↙
）

（
12
面
に
続
く
）

思春期前後の子ども・若者が、
悩みや不安を相談できる場所と
して、2024年４月に開設され
た。コンセプトは「子ども・若
者のための街の保健室」。性と生
殖に関する健康・権利（Sexual 
Reproductive Health and 
Rights）に関することをはじ
め、さまざまな悩みや相談に対
応している。また、個別思春期
相談、保護者や支援者向けの教
育活動なども行っている。
KuKuNaとは、ハワイの言葉
で「ひだまり」を意味する。

ユースウェルネス
KuKuNaとは
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は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
、
子
ど
も
の
ケ
ー
ス
を
見

る
と
き
に
、
医
療
の
視
点
が

驚
く
ほ
ど
に
欠
け
て
い
る
と

い
う
の
を
強
く
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
不
登
校
の
問
題

に
は
、
メ
ン
タ
ル
に
関
連
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
家

族
関
係
の
要
素
に
よ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
中
に
は
、
親

の
精
神
疾
患
が
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
た
り
し
ま

す
。
で
も
、
医
療
の
視
点
が

な
い
と
、
そ
の
よ
う
な
親
の

精
神
疾
患
の
問
題
に
気
付
か

な
か
っ
た
り
、
過
小
評
価
し

て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
に
ば
か
り
に
目

が
向
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
、
家
族
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点

で
、
多
職
種
で
も
っ
と
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
複
雑
か
つ

深
刻
な
子
ど
も
の
話
を
聞
く

中
で
、
最
近
、
日
増
し
に
そ

の
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。

―――
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に

向
き
合
っ
て
い
る
方
々
か
ら

も
相
談
を
受
け
る
こ
と
な
ど

は
あ
り
ま
す
か
？

時
々
お
話
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
思
っ
て
い
た
よ
り

も
、
養
護
教
諭
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
か

な
り
困
難
な
ケ
ー
ス
を
抱
え

て
い
る
、
と
い
う
の
を
感
じ

て
い
ま
す
。特
に
、性
の
相
談

に
関
す
る
ス
キ
ル
が
な
い

と
、
ど
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

で
き
る
の
か
、
ど
う
説
明
し

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
る
印
象
で
す
。

専
門
職
の
と
し
て
の
経
験
が

少
な
く
て
う
ま
く
立
ち
回
れ

な
い
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
場
合

は
、
専
門
職
の
方
々
に
も
、

ま
ず
こ
の
Ｋ
ｕ
Ｋ
ｕ
Ｎ
ａ
を

活
用
し
て
連
携
し
て
い
け
た

ら
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

―――
視
点
を
広
げ
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
も
っ
と
も
っ
と

必
要
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
社

会
全
体
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も

求
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
よ

ね
。そ

う
で
す
ね
。
大
人
へ
の

教
育
を
し
て
社
会
全
体
を
変

え
て
い
く
と
い
う
意
味
で

は
、
例
え
ば
、
一
般
企
業
に

出
向
い
て
行
っ
て
、
子
ど
も

の
健
康
や
、
自
分
た
ち
の
心

の
健
康
と
い
っ
た
視
点
で
話

す
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ま
や
保
護
者
向
け
だ
け

で
は
な
く
、
性
に
関
す
る
課

題
に
み
ん
な
で
向
き
合
わ
な

い
と
い
け
な
い
社
会
に
な
っ

て
き
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
一
般
企
業
な
ど
に
も
そ

れ
ぐ
ら
い
の
ス
タ
ン
ス
で
地

域
の
活
動
に
目
を
向
け
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て

い
く
の
は
よ
い
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

当
院
は
、
産
婦
人
科
、
婦

人
科
、
小
児
科
な
ど
が
中
心

で
す
の
で
、
妊
活
の
問
題
、

子
育
て
の
問
題
、
女
性
の
キ

ャ
リ
ア
を
ど
う
構
築
し
て
い

く
か
な
ど
な
ど
、
企
業
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

―――
こ
れ
か
ら
の
課
題
な
ど

は
あ
り
ま
す
か
？

い
ま
、
本
当
に
困
っ
て
い

る
の
は
「
ス
タ
ッ
フ
を
ど
う

育
て
る
か
」
と
い
う
点
で

す
。
特
に
、
思
っ
て
い
た
以

上
に
多
い
メ
ン
タ
ル
の
相
談

に
対
応
す
る
た
め
の
ス
キ
ル

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

当
院
で
の
思
春
期
外
来
は

自
費
診
療
に
し
て
い
ま
す

が
、
あ
く
ま
で
相
談
で
あ
っ

て
治
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
抱
え
て
い
る
こ
と
を
ど
ん

な
風
に
整
理
し
て
ど
こ
に
つ

な
げ
る
か
、
親
が
ど
う
向
き

合
え
ば
よ
い
か
、
生
活
の
中

で
ど
ん
な
こ
と
を
変
え
て
い

け
る
か
、
な
ど
は
こ
ち
ら
で

助
言
で
き
ま
す
が
、
ス
タ
ッ

フ
が
そ
の
経
験
と
ス
キ
ル
を

ど
う
や
っ
て
学
ん
で
い
く
か

と
い
う
の
は
今
後
も
考
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
橋
渡
し
を
す
る
専
門
機

関
・
関
連
機
関
が
ま
だ
少
な

い
の
で
、そ
こ
も
課
題
で
す
。

幸
い
、
当
院
に
は
公
認
心

理
師
や
心
療
内
科
医
も
い
る

の
で
、
そ
ち
ら
に
相
談
し
た

り
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
を
受
け

た
り
し
な
が
ら
、
理
解
を
深

め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
で
き
る
の
は
、
当
院

の
強
み
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

―――
思
春
期
保
健
相
談
士
の

資
格
は
、
い
つ
取
り
ま
し
た

か
？取

得
し
た
の
は
２
０
１
０

年
く
ら
い
で
す
。
取
得
前
か

ら
思
春
期
の
こ
と
も
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
当
時
は
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
状

況
も
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
ま
た
時

期
を
見
て
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

思
春
期
保
健
相
談
士
は
資

格
取
得
よ
り
も
、
そ
の
先
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
で
考
え
て
、
資
格
を
生

か
し
て
、
自
分
で
主
張
し
て

活
躍
す
べ
き
場
を
つ
く
る
と

い
う
と
こ
ろ
、
今
、
ま
さ
に

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―――
思
春
期
保
健
相
談
士

や
、
専
門
職
の
方
々
に
向
け

て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

思
春
期
保
健
相
談
士
の

方
々
や
専
門
職
の
方
々
の
中

に
は
、
ど
う
や
っ
て
自
分
の

知
識
や
ス
キ
ル
を
生
か
し
て

い
こ
う
か
と
悩
ま
れ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
で
信

念
を
持
っ
て
、
日
々
の
業
務

や
啓
発
を
行
っ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま

す
。折

れ
る
こ
と
な
く
活
動
を

し
て
い
く
と
、
ア
ン
テ
ナ
が

立
っ
て
い
る
人
は
つ
な
が
っ

て
く
れ
ま
す
。
そ
う
し
て
、

つ
な
が
っ
て
い
く
と
、
ま
た

や
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
く

ん
で
す
。
私
も
、
今
回
の
こ

と
で
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

皆
さ
ん
も
、
自
分
の
信
念

を
大
事
に
し
て
、ぜ
ひ
、つ
な

が
り
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

（
２
０
２
４
年
９
月
６
日
掲
載
）

え
ま
す
。
ま
た
、比
較
的
若

い
世
代
が
、自
分
の
身
体
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
先

の
長
い
労
働
生
活
に
お
い
て

主
体
的
に
健
康
を
意
識
し
、

自
己
保
健
義
務
を
果
た
す
こ

と
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
事
者
で
あ
る

女
性
へ
の
支
援
だ
け
で
な

く
、
共
に
働
く
男
性
職
員
へ

の
支
援
に
も
注
力
し
て
い
ま

す
。
前
述
し
た
「
女
性
の
健

康
管
理
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」の
結
果
か
ら
、弊
社
の
男

性
職
員
の
９
割
以
上
が
、
女

性
の
健
康
に
関
す
る
研
修
な

ど
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
と

判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果

を
受
け
、
女
性
特
有
の
疾
患

（
月
経
前
症
候
群
、更
年
期
、

子
宮
頸け

い

が
ん
、
乳
が
ん
）
を

会
社
紹
介

２
０
２
４
年
１
月
に
株
式

会
社
コ
ー
セ
ー
と
株
式
会
社

状
況
」「
生
活
習
慣
」
な
ど
に

つ
い
て
十
数
問
の
質
問
を
設

け
ま
し
た
。
集
計
結
果
は
ま

だ
微
々
た
る
件
数
で
す
が
、

継
続
的
な
集
計
か
ら
、
弊
社

に
お
け
る
女
性
の
健
康
課
題

は
何
か
、
ど
う
い
っ
た
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
か
、
少
し
ず

つ
実
態
が
つ
か
め
て
く
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
入
社
の
販
売
職
員
向
け

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
の
健
康
実
態
調

査
の
ほ
か
、
産
業
保
健
ス
タ

ッ
フ
の
存
在
の
定
着
化
や
、

職
員
が
主
体
的
に
相
談
で
き

る
関
係
構
築
、
不
調
者
の
早

期
発
見
・
早
期
対
応
な
ど
を

目
的
と
し
、
例
年
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
の
講
義
や
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
、
雇
入
れ
健
診

有
所
見
者
と
の
面
談
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
か

ら
は
そ
れ
ら
に
加
え
、
有
所

い
ま
す
。
よ
り
一
層
チ
ー
ム

全
体
で
協
力
し
、
健
康
管
理

体
制
の
構
築
と
拡
充
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
か
ら
求
め

ら
れ
る
女
性
の
健
康
支
援

近
年
、
男
女
と
も
に
就
業

率
が
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
女
性
の
就
業
率
は
顕
著

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
年
齢

階
級
別
の
女
性
の
就
業
率
に

つ
い
て
も
、
従
来
の
М
字
カ

ー
ブ
の
傾
向
か
ら
変
化
し
、

近
年
は
カ
ー
ブ
の
底
が
大
幅

に
上
昇
し
、
く
ぼ
み
が
浅
く

な
る
と
と
も
に
、
全
体
的
に

大
き
く
上
方
に
シ
フ
ト
し
て

い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
背

景
か
ら
、
働
き
な
が
ら
女
性

特
有
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

伴
う
身
体
や
心
、
生
活
の
変

化
に
よ
る
課
題
と
就
労
と
の

両
立
を
求
め
ら
れ
る
女
性
が

増
え
て
き
た
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
国
全
体
で
も
女
性

が
活
躍
し
、
健
や
か
で
充
実

し
た
毎
日
を
送
り
、
安
心
し

て
安
全
に
働
け
る
こ
と
が
２

０
２
３
年
の
「
女
性
版
骨
太

の
方
針
」
で
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
弊
社
は
約
３
３
０
０

名
の
職
員
の
う
ち
、
女
性
が

８
割
以
上
を
占
め
、
多
く
の

働
く
女
性
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
自
身
も
産
業
保
健

師
と
し
て
、
重
点
を
置
い
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
課
題

の
ひ
と
つ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

女
性
の
健
康
支
援
に
関
す
る

弊
社
で
の
取
り
組
み

２
０
１
８
年
に
日
本
医
療

政
策
機
構（
Ｈ
Ｇ
Ｐ
Ｉ
）が
発

表
し
た
「
働
く
女
性
の
健
康

増
進
に
関
す
る
実
態
調
査
」

に
な
ぞ
ら
え
て
、
昨
年
度
、

弊
社
で
も
男
女
全
職
員
を
対

象
に
「
女
性
の
健
康
管
理
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度

か
ら
は
、
新
入
社
（
中
途
採

用
含
む
）
の
販
売
職
員
向
け

に
健
康
状
態
や
健
康
意
識
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成

し
、
随
時
集
計
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は

「
月
経
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対

処
方
法
」「
婦
人
科
検
診
実
施

題
材
に
、
女
性
職
員
が
自
分

の
身
体
に
つ
い
て
知
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
職
員
が

女
性
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

＂
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
＂

＂
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
＂

を
目
指
し
、
全
職
員
向
け
に

情
報
提
供
と
し
て
の
メ
ー
ル

配
信
を
行
い
ま
し
た
。
男
性

に
と
っ
て
は
自
分
の
身
体
に

起
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
す

が
、
共
に
働
く
仲
間
の
こ
と

と
し
て
他
人
事
で
は
な
く
自

分
事
の
意
識
を
持
っ
て
、
正

し
い
知
識
を
身
に
付
け
る
こ

と
で
、
誰
も
が
働
き
や
す
い

社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
展
望

丁
寧
な
個
別
支
援
を
継
続

し
つ
つ
、
集
団
（
会
社
全

体
）
へ
の
支
援
展
開
を
目
標

に
、
職
員
が
よ
り
健
康
で
、

安
心
し
た
労
働
生
活
が
長
く

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
張
り
な
が
ら
、
常

に
課
題
を
見
極
め
、
求
め
ら

れ
る
支
援
を
検
討
し
実
践
し

て
い
き
た
い
で
す
。「
女
性
の

健
康
支
援
」
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
男
女

問
わ
ず
会
社
全
体
と
し
て
学

ぶ
機
会
や
考
え
る
場
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

私
自
身
も
専
門
職
と
し
て

自
己
研け

ん

鑽さ
ん

を
怠
ら
ず
、
変
化

す
る
社
会
の
動
向
や
最
新
の

情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が

ら
、
一
人
で
も
多
く
の
労
働

者
が
安
全
・
安
心
な
労
働
環

境
で
長
く
働
け
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
で
す
。

（
２
０
２
４
年
４
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

見
者
だ
け
で
な
く
、
新

入
社
の
販
売
職
員
全
員

を
対
象
と
し
た
保
健
師

と
の
個
別
面
談
を
開
始

し
ま
し
た
。
個
別
面
談

で
は
、
前
述
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
も
と
に
、

か
か
り
つ
け
の
産
婦
人

科
医
の
重
要
性
や
婦
人

科
検
診
の
受
診
を
勧
め

る
な
ど
の
情
報
提
供
を

し
て
い
ま
す
。
１
人
当

た
り
の
面
談
は
短
時
間

で
す
が
、
入
社
早
期
の

慣
れ
な
い
環
境
の
中
、

多
く
の
不
安
を
抱
え
て

い
る
こ
の
時
期
に
、
お

互
い
に
顔
を
合
わ
せ
て

話
を
す
る
機
会
を
持
つ

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

就
業
生
活
を
送
る
上
で

会
社
全
体
や
産
業
保
健

体
制
へ
の
安
心
感
や
信

頼
感
に
つ
な
が
る
と
考

ア
ル
ビ
オ
ン
は
新
し
い
健
康

管
理
体
制
を
始
動
し
、
ラ
イ

フ
＆
ウ
ェ
ル
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
推

進
室
を
設
立
し
ま
し
た
。
ま

だ
新
体
制
が
立
ち
上
が
っ
た

ば
か
り
で
す
の
で
、
今
回
は

私
が
入
社
以
来
、
健
康
管
理

支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
株
式

会
社
ア
ル
ビ
オ
ン
の
取
り
組

み
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社
ア
ル
ビ
オ
ン
は

１
９
５
６
年
に
創
業
し
、
高

級
化
粧
品
の
開
発
、
製
造
、

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ア
ル
ビ
オ
ン
は
、
高
級
化

粧
品
の
第
一
人
者
と
し
て
、

本
物
志
向
に
徹
し
、
美
し
い

感
動
と
信
頼
の
輪
を
世
界
に

広
げ
る
」
を
経
営
理
念
に
、

高
級
品
に
ふ
さ
わ
し
い
品
質

や
サ
ー
ビ
ス
を
追
求
し
続
け

て
い
ま
す
。

健
康
管
理
体
制
は
、
従
来

の
産
業
保
健
看
護
職
、
全
国

各
地
の
分
散
事
業
所
を
担
当

す
る
産
業
医
、
有
事
に
備
え

感
染
症
規
定
や
転
倒
防
止
な

ど
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

医
師
の
他
、
今
年
度
か
ら
は

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
契
約
も

導
入
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

弊
社
女
性
社
員
に
頻
出
す
る

痩
せ
や
貧
血
と
い
っ
た
健
康

課
題
へ
の
対
策
と
し
て
、
対

象
者
と
の
個
別
面
談
に
お
け

る
看
護
職
の
知
識
拡
充
の
た

め
、
管
理
栄
養
士
か
ら
講
義

を
受
け
る
こ
と
も
検
討
し
て

新入社（中途採用含む）の販売職員向けのアンケート結果
（2024年 3月現在、一部抜粋）

婦人科・産婦人科の
かかりつけ医はいますか

22％ 22％

78％
39％ 20％ 20％ 20％ 20％

30％

40％

39％

いる
いない

１年に１回受けている
受けたことはあるが、
定期的に受けていない
受けたことがない

こ
わ
い
、
不
安

金
銭
的
な
負
担

恥
ず
か
し
い

受
信
す
る
時
間
が
な
い

面
倒
く
さ
い

そ
の
他

子宮頸がん検診
受診について

子宮頸がん検診を
受けない理由

　
本
連
載
で
は
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
株
式
会
社
コ
ー
セ
ー 

ラ
イ
フ
＆
ウ
ェ
ル

ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
推
進
室
産
業
保
健
師
の
山
口
仁
美
さ
ん

に
、
同
社
で
の
健
康
管
理
支
援
体
制
や
、
女
性
社
員
の
健
康
課
題
へ
の
対
策
、
雇
入

れ
健
診
時
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。�

（
編
集
部
）

（
11
面
の
続
き
）

�職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から
山口 仁美株式会社コーセー ライフ&ウェルネス

サポートセンター（保健師）

㈱
コ
ー
セ
ー
に
お
け
る
女
性
の
健
康
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
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講義名 講　師

妊娠の経過
重松　 環奈 先生
日本赤十字社医療センター
日本助産師会

医療費・出産費用に
ついて

安宅 満美子 先生
日本助産師会

粉ミルクについて 市川　 恵子 先生
めぐみ助産院

乳腺炎や起こりやすい
トラブル

稲田　 千晴 先生
日本赤十字大学大学院
国際保健助産学専攻 講師

母子健康手帳を有効活用
するために（前編・後編）

市川　 香織 先生
東京情報大学看護学部看護学科 教授

配信中の講義（11月20日現在）

お知らせ

“リプロ”ダクティブ・ヘルス／ライツに
ついて学べる“場

バ

” 　略して「リプロバ」ですリプロバ
「これさえ見れば基本はOK!!」な講義動画集ができました。

その名も…

●１本10分程度の講義動画集
●インターネット上でいつでも、
　どこでも、何度でも視聴可能
●新人研修にピッタリの内容
●ベテランの方の学び直しにも

無料公開
です

※本会セミナー会員登録が必要となります
※ 無料公開しています。ただし、視聴の際
の通信料等はご負担ください

視聴は本会HPから

会
社
と
組
織
紹
介

富
士
通
は
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
Ｄ
Ｘ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
信
頼
で
き
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
、ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
、
製
品
を
幅
広
く
提

供
し
て
、
お
客
様
の
Ｄ
Ｘ
実

現
を
支
援
し
て
い
ま
す
。「
社

員
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
と

安
全
を
守
り
、
す
べ
て
の
社

員
が
心
身
と
も
に
健
康
で
い

き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
つ
く
り
だ
す
」
こ

と
を
グ
ロ
ー
バ
ル
共
通
の
重

要
課
題
と
し
て
健
康
経
営
活

動
に
取
り
組
み
、
「
健
康
経

営
優
良
法
人
～
ホ
ワ
イ
ト
５

０
０
～
」
に
８
年
連
続
で
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
約
７
万
人
の
社

員
が
い
ま
す
が
、
健
康
支
援

室
配
下
の
約
１
３
０
名
の
看

護
職
が
そ
の
全
員
の
健
康
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
私
が
担

当
し
て
い
る
事
業
所
に
は
保

健
師
、産
業
医
、カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
お
り
、
約
５
６
０
０
人

の
社
員
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
保
健
師
は
、
健
診
事
後

措
置
や
特
定
保
健
指
導
は
も

ち
ろ
ん
、
過
重
労
働
対
策
や

メ
ン
タ
ル
不
調
者
へ
の
支
援

な
ど
も
行
い
、社
員
が
安
全
・

安
心
で
健
康
的
に
働
き
、
一

人
一
人
が
良
好
な
業
務
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る

よ
う
、
産
業
保
健
看
護
専
門

職
の
立
場
で
組
織
・
職
場
・

個
人
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
働
き
方
と
見
え
て
き

た
課
題

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
流
行
に

伴
い
、
弊
社
で
は「
仕
事
」と

「
生
活
」を
ト
ー
タ
ル
に
シ
フ

ト
し
て
働
き
方
を
改
革
し
よ

う
と「W

ork Life Shift

」と

い
う
新
し
い
働
き
方
の
概
念

の
も
と
、
社
員
は
働
く
時
間

や
場
所
の
選
択
が
自
由
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
出
社
率

は
約
２
割
に
な
り
ま
し
た
。

在
宅
勤
務
に
よ
り
社
員
は
通

勤
時
間
が
な
く
な
り
、
育
児

や
介
護
と
仕
事
の
両
立
が
し

や
す
く
、
睡
眠
時
間
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
在
宅
勤
務
の
頻
度

が
高
い
社
員
ほ
ど
１
日
の
歩

数
が
減
少
し
（
図
１
）
、
メ

タ
ボ
該
当
者
や
生
活
習
慣
病

リ
ス
ク
の
増
加
、
筋
力
の
低

下
な
ど
の
課
題
も
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

高
年
労
働
者
に
つ
い
て

少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
企
業
で
は
65
歳
ま
で
の
雇

用
機
会
が
確
保
さ
れ
、
弊
社

で
も
雇
用
を
延
長
し
て
働
く

60
歳
以
上
の
社
員
が
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
加
齢
に
伴
い

健
康
診
断
結
果
に
お
け
る
有

所
見
率
は
高
く
な
り
、
労
働

災
害
で
は
通
勤
途
上
の
転
倒

に
よ
る
受
傷
が
増
え
て
い
ま

す
。
高
年
労
働
者
に
対
し

て
、
健
診
事
後
措
置
で
は
重

症
化
予
防
の
保
健
指
導
や
治

療
と
仕
事
の
両
立
支
援
な
ど

の
個
別
対
応
を
丁
寧
に
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
化
に

加
え
て
在
宅
勤
務
の
定
着
化

に
よ
る
筋
力
低
下
を
懸
念

し
、
運
動
の
習
慣
付
け
や
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

対
策
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

運
動
習
慣
へ
の
取
り
組
み

全
社
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
毎
年
春
と
秋
に
チ
ー
ム

で
参
加
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト「
み
ん
な
で
歩
活
」

を
開
催
し
て
お
り
、
年
々
参

加
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
私
の
所
属
す
る
事
業
所

で
は
、
２
０
１
７
年
よ
り
健

持
や
改
善
へ
の
動
機
付
け
が

行
え
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り

組
み
の
中
で
、
握
力
が
筋
力

の
評
価
の
参
考
に
な
る
こ
と

が
分
か
り
、
最
近
は
握
力
計

の
活
用
も
始
め
ま
し
た
。
高

年
労
働
者
だ
け
で
な
く
若
い

社
員
に
も
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト

や
握
力
測
定
を
実
施
し
、
将

来
に
向
け
た
だ
痩
せ
れ
ば
い

い
の
で
は
な
く
、
若
い
頃
か

ら
意
識
し
て
身
体
活
動
を
行

い
筋
力
を
つ
け
維
持
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
ま
す
。

産
業
保
健
師
と
し
て
関
わ
る

思
い産

業
保
健
師
に
な
る
前
、

看
護
師
や
大
学
の
助
手
と
し

て
働
い
て
い
た
頃
、
難
治
性

疾
患
を
抱
え
な
が
ら
懸
命
に

治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る

患
者
さ
ん
や
家
族
を
た
く
さ

ん
見
て
き
ま
し
た
。
健
康
に

働
く
社
員
に
は
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
積
み
上
げ
て
作

っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
「
予

防
で
き
る
病
気
に
は
な
ら
な

い
」
よ
う
に
―
と
、
今
、
生

活
習
慣
を
少
し
変
え
る
こ
と

の
大
事
さ
を
伝
え
、
将
来
の

生
活
習
慣
病
を
自
身
で
予
防

で
き
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う

に
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。産
業
保
健
師
と
し
て
、生

活
習
慣
病
予
防
の
段
階
で
社

員
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
強
い
意
義
を
感
じ
、

社
員
が
年
を
重
ね
て
も
希
望

通
り
生
涯
活
躍
で
き
た
り
、

退
職
後
も
自
立
し
て
生
活
を

楽
し
め
た
り
で
き
る
よ
う

に
、
今
後
も
楽
し
く
効
果
の

あ
る
保
健
指
導
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
４
年
９
月
１
日
掲
載
）

康
イ
ベ
ン
ト
で
ロ
コ
モ
度
テ

ス
ト
を
行
い
、
高
年
労
働
者

を
中
心
に
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
知
識
普
及
と

筋
力
低
下
予
防
の
た
め
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

測
定
し
た
社
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
と
「
自
分
が

思
っ
た
よ
り
立
て
な
か
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
多
く
、

測
定
が
筋
力
低
下
を
実
感
す

る
機
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
保
健
指
導
を

行
う
と
、
口
頭
の
み
の
指
導

よ
り
も
運
動
習

慣
へ
の
意
識
付

け
や
行
動
変
容

に
効
果
的
で
あ

る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
数
年
前

か
ら
は
、
来
室

し
た
社
員
が
い

つ
で
も
ロ
コ
モ

度
測
定
を
で
き

る
よ
う
に
、
立

ち
上
が
り
テ
ス

ト
用
ボ
ッ
ク
ス

な
ど
を
常
設
し

て
お
り
、
希
望

者
に
は
経
年
比

較
な
ど
も
し
て

い
ま
す
。
身
体

の
変
化
を
見
え

る
化
す
る
こ
と

で
、
継
続
的
に

運
動
習
慣
の
維

　
本
連
載
で
は
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
富
士
通
株
式
会
社 

健
康
推
進
統
括
部
健

康
支
援
室
の
筒
井
久
美
子
さ
ん
に
、
同
社
で
の
高
年
労
働
者
の
健
康
管
理
や
健
康
支

援
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。�

（
編
集
部
）

図１　テレワーク割合と平均歩数8,000歩以上の割合
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不
妊
の
話
題
が
メ
デ
ィ
ア

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
経
験
談
な
ど
を
発
信

す
る
人
が
増
え
た
り
し
た

今
、
不
妊
治
療
に
つ
い
て
多

く
の
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ

ク
や
大
学
病
院
も
そ
れ
ぞ
れ

が
サ
イ
ト
を
持
ち
、
足
を
運

ぶ
前
に
施
設
の
様
子
や
治
療

内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
電
話
か
本
で
し
か
調
べ

る
手
段
が
な
か
っ
た
四
半
世

紀
以
上
前
の
自
分
と
比
べ
る

と
、
そ
の
情
報
量
に
は
雲
泥

の
差
が
あ
る
と
驚
き
ま
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ー
タ
を
本
人
に
伝
え

る
の
が
珍
し
く
な
く
な
り
、

受
精
卵
の
グ
レ
ー
ド
や
血
液

検
査
の
数
値
な
ど
の
意
味
を

ご
自
身
で
調
べ
る
方
が
増
え

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
一

方
、
情
報
が
あ
ふ
れ
る
あ
ま

り
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ

て
、
困
惑
し
て
い
る
と
い
う

方
も
い
ま
す
。

フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
を
希
望
し
て
い

る
も
の
の
な
か
な
か
妊
娠
し

な
い
、
と
い
う
Ａ
さ
ん
か
ら

の
ご
相
談
を
紹
介
し
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
い
つ

も
温
か
く
応
援
、
ご
指
導
を

下
さ
る
北
村
先
生
、
相
談
員

の
先
輩
方
や
杉
村
セ
ン
タ
ー

長
に
は
感
謝
す
る
ば
か
り
で

す
。相

談
を
受
け
な
が
ら
日
々

感
じ
る
の
は
、
思
春
期
の
子

ど
も
た
ち
が
科
学
的
な
知
識

や
情
報
を
自
分
の
体
験
に
結

び
付
け
ら
れ
ず
、
不
安
や
罪

悪
感
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
感
情
を
持
ち
な
が
ら
性
に

向
き
合
っ
て
い
る
姿
で
す
。

思
春
期
相
談
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
な
っ
て
数
の
増
え
た
女
子

の
自じ

慰い

行
為
に
関
す
る
相
談

で
は
、
自
慰
行
為
に
対
す
る

タ
ブ
ー
感
や
罪
悪
感
を
訴
え

私
は
相
談
員
の
業
務
に
従

事
し
て
約
１
年
、
相
談
員
の

中
で
一
番
の
新
米
で
す
。
で

す
が
実
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

は
も
う
少
し
古
い
お
付
き
合

い
が
あ
り
ま
す
。
10
数
年
前

に
看
護
大
学
最
後
の
総
合
実

習
と
し
て
、
本
会
で
電
話
相

談
の
見
学
実
習
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
。
学
生
時
代
は
ピ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、
茨
城
県

内
の
あ
ち
こ
ち
の
中
学
校
や

高
校
で
性
教
育
を
行
っ
た

り
、
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
支
援
す
る

若
者
委
員
会
「
Ｕ
︱
Ｃ
Ｏ
Ｍ

（
ユ
ー
コ
ム
）
」
と
都
内
で

コ
ン
ド
ー
ム
配
布
を
し
た
り

し
て
い
た
私
の
性
教
育
人
生

の
幕
開
け
の
頃
で
す
。
実
習

の
際
、
男
の
子
か
ら
の
電
話

相
談
に
真し

ん

摯し

に
、
そ
し
て
優

し
く
答
え
る
相
談
員
さ
ん
の

姿
が
と
て
も
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
後
、
看
護
師
と
し
て

婦
人
科
の
勤
務
や
子
育
て
中

に
市
民
活
動
な
ど
を
し
な
が

ら
10
数
年
を
過
ご
し
、
本
会

の
相
談
員
勤
務
に
つ
な
が
っ

た
き
っ
か
け
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ

ミ
ナ
ー
で
た
ま
た
ま
現
役
相

談
員
さ
ん
の
お
隣
に
座
っ
て

声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
た

こ
と
。
ま
さ
か
あ
の
憧
れ
た

相
談
員
に
な
れ
る
と
は
！
　

大
阪
か
ら
の
転
居
直
後
で
職

探
し
中
だ
っ
た
私
に
と
っ
て

運
命
的
な
出
会
い
で
し
た
。

こ
の
１
年
の
間
に
、
日
本

思
春
期
学
会
に
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談
の
特
徴
を
演
題
発
表
す

る
大
役
や
、
市
谷

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
閉

院
直
前
に
北
村
先

生
の
思
春
期
外
来

で
の
診
療
介
助

も
、
新
米
に
も
関

わ
ら
ず
ち
ゃ
っ
か

り
と
経
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
、

「
や
り
た
い
」
を

声
に
出
す
こ
と
の

大
切
さ
を
痛
感
し

２
０
１
１
年
４
月
に
Ｊ
Ｆ

Ｐ
Ａ
の
相
談
員
に
な
っ
て
か

ら
、
か
れ
こ
れ
10
年
以
上
に

わ
た
り
思
春
期
相
談
と
Ｏ
Ｃ

／
Ｅ
Ｃ
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
病
院
勤
務
の
助
産
師

と
し
て
は
経
験
で
き
な
い
多

く
の
気
付
き
・
学
び
を
与
え

て
も
ら
え
ま
す
し
、
そ
の
経

験
が
本
業
で
も
生
か
せ
る
と

思
い
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調

整
し
な
が
ら
続
け
て
い
ま

す
。こ

の
３
月
に
初
め
て
Ｊ
Ｆ

Ｐ
Ａ
の
相
談
員
の
肩
書
き
で

性
教
育
講
演
に
行
き
ま
し

た
。
高
校
１
・
２
年
生
の
生

徒
さ
ん
が
対
象
で
、
学
校
か

ら
依
頼
さ
れ
た
テ
ー
マ
は

「
性
的
同
意
、
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー

ス
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
性
の
悩
み
に
関

す
る
相
談
先
の
紹
介
、
妊
娠

る
内
容
が
目
立
ち
ま
す
。

「
自
慰
を
し
て
い
る
せ
い
で

初
経
が
こ
な
い
の
か
？
」
と

い
う
相
談
に
は
、
何
故
そ
う

考
え
た
の
か
と
頭
の
中
が
？

マ
ー
ク
の
大
行
進
で
し
た
。

特
に
気
に
な
る
の
が
、
男

女
と
も
射
精
・
排
卵
・
月

経
・
妊
娠
の
成
立
に
つ
い
て

の
知
識
が
な
い
故
の
不
安
、

電
話
が
つ
な
が
っ
て
す

ぐ
、
「
ど
う
し
た
ら
い
い
か

分
か
ら
な
い
ん
で
す
」
と
話

し
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
い
き
な
り
体
外
受
精
は

希
望
し
な
い
」
「
し
か
し
も

し
体
外
受
精
を
す
る
な
ら
40

歳
に
な
る
前
に
保
険
で
受
け

ら
れ
る
回
数
は
受
け
た
い
」

「
仕
事
と
両
立
で
き
る
よ
う

に
通
い
や
す
い
病
院
が
い

い
」
「
職
場
に
は
話
す
つ
も

り
だ
が
そ
れ
で
よ
い
の
か
」

「
病
院
の
予
約
は
と
り
に
く

い
と
聞
く
が
本
当
か
」
「
最

初
か
ら
先
進
医
療
を
受
け
ら

れ
る
病
院
に
通
っ
た
方
が
い

い
の
か
」
…
と
矢
継
ぎ
早
に

疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を

話
さ
れ
ま
す
。
い
ざ
病
院
に

行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
調

べ
だ
し
た
ら
、
ネ
ッ
ト
の
意

見
は
何
を
信
じ
た
ら
い
い
か

分
か
ら
な
い
し
、
ど
う
選
択

す
る
の
が
一
番
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
の
で
す
。

不
安
な
気
持
ち
を
吐
露
し

て
い
た
だ
い
て
落
ち
着
か
れ

る
の
を
待
っ
て
か
ら
、
ま
ず

先
に
決
め
る
こ
と
と
、
そ
の

後
で
も
い
い
こ
と
に
分
け
て

順
番
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
お
話
し
し
ま
し
た
。
Ａ

さ
ん
は
ご
夫
妻
で
検
査
を
受

け
る
意
思
は
あ
る
と
い
う
の

で
、
最
初
に
病
院
選
び
に
つ

い
て
お
話
し
し
て
い
き
ま
し

た
。
一
般
不
妊
治
療
を
行
わ

な
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
あ
る
の

で
、
病
院
の
サ
イ
ト
な
ど
で

治
療
内
容
を
確
認
し
て
、
通

い
や
す
い
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
、

と
い
う
具
合
で
す
。
続
い

て
、
そ
の
先
の
治
療
の
内
容

は
先
進
医
療
が
必
要
か
ど
う

か
も
含
め
て
、
検
査
の
結
果

を
見
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ

と
、
職
場
に
話
す
か
ど
う
か

は
Ａ
さ
ん
の
気
持
ち
が
最
優

先
で
あ
る
こ
と
、
相
談
で
き

る
専
門
機
関
も
あ
る
こ
と
な

ど
を
お
話
し
し
、
ど
ち
ら
も

治
療
方
針
が
見
え
て
く
る
と

具
体
的
に
お
話
し
で
き
ま
す

ね
、
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

当
初
は
調
べ
る
ほ
ど
迷
う

と
混
乱
し
て
い
た
Ａ
さ
ん
で

す
が
、
最
後
に
は
分
か
ら
な

い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
、

た
。
生
徒
さ
ん
と
一
緒
に
社

会
が
抱
え
る
無
意
識
の
思
い

込
み
に
つ
い
て
考
え
る
と
い

う
狙
い
も
織
り
込
ん
で
、
学

校
か
ら
の
提
案
に
は
な
か
っ

た
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ

ア
ス
（
無
意
識
の
偏
見
）
に

つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
学
校
の
特
性
か
ら

３
０
０
人
を
超
え
る
生
徒
の

97
％
は
男
性
で
、
日
頃
女
性

だ
け
の
職
場
で
働
き
、
仕
事

で
接
す
る
対
象
も
ほ
ぼ
女
性

で
あ
る
と
い
う
環
境
が
大
き

く
違
う
私
だ
か
ら
こ
そ
、
届

け
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

る
と
い
う
自
負
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

講
演
後
に
届
い
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
「
女
性
目
線
の
意
見

が
多
く
、
男
性
が
悪
い
と
感

じ
る
よ
う
な
表
現
が
数
点
あ

り
、
男
女
平
等
と
は
反
し
て

い
る
。
最
近
で
は
、
男
性
側

の
被
害
も
増
え
て
い
る
は
ず

な
の
に
そ
こ
を
取
り
上
げ
な

い
の
は
な
ぜ
か
と
思
い

ま
し
た
。
男
子
が
多
い

場
所
で
加
害
者
に
な
ら

な
い
た
め
の
教
育
だ
け

で
な
く
、
被
害
者
側
に

な
ら
な
い
よ
う
に
も
教

育
す
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
し
た
」
と
い
う
意
見

を
見
つ
け
ま
し
た
。
自

身
の
経
験
で
語
り
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
ど
ん

な
人
も
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
り
う
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
弱
く
な
っ
て
い
た

の
で
す
。
男
性
の
被
害
者
へ

の
支
援
が
手
薄
で
あ
る
こ
と

は
被
害
者
支
援
の
課
題
の
一

つ
だ
と
自
覚
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
で
す
。
他
に

も
、
１
割
程
度
で
す
が
、
私

の
態
度
や
講
演
内
容
に
つ
い

て
改
善
す
べ
き
指
摘
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ
講

師
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
つ

づ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
心
に
響
く

声
で
し
た
。

包
括
的
性
教
育
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
日
本
で
の
性
教
育
は
体
系

化
で
き
て
お
ら
ず
、
一
期
一

会
で
あ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
自

身
も
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か

ら
と
講
演
の
内
容
を
詰
め
込

み
過
ぎ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

り
、
本
当
に
子
ど
も
が
知
り

た
い
情
報
を
届
け
ら
れ
て
い

る
の
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
他
者
の
性
教
育
の

現
場
を
見
る
機
会
も
な
か
な

か
得
ら
れ
な
い
ま
ま
個
々
に

模
索
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。先

日
、
「
国
際
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
（
ユ
ネ
ス
コ
・
編
）
の

翻
訳
を
読
み
返
し
な
が
ら
、

私
自
身
が
こ
こ
に
書
か
れ
て

い
る
知
識
・
態
度
・
ス
キ
ル

を
獲
得
で
き
て
い
る
の
か
を

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
性
教
育
実
践
を
す
る
立

場
で
あ
る
私
た
ち
大
人
が
、

ま
ず
は
包
括
的
性
教
育
に
つ

い
て
学
び
、
日
本
で
の
実
現

に
向
け
て
何
を
す
べ
き
か
を

考
え
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
―
と
生
徒
さ
ん
に
気

付
か
せ
て
も
ら
う
貴
重
な
体

験
に
な
り
ま
し
た
。

優
先
順
位
を
つ
け
て
考
え
て

み
れ
ば
い
い
と
頭
が
す
っ
き

り
し
た
、
と
明
る
い
声
に
な

っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
え
っ

て
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
声
は
、
Ａ
さ
ん
に
限
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ピ

ア
で
あ
る
相
談
員
が
対
応
し

て
不
妊
・
不
育
の
悩
み
を
気

兼
ね
な
く
話
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
の
が
本
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
一
貫
し
た
姿
勢
で

す
が
、
加
え
て
、
相
談
者
ご

自
身
が
納
得
し
て
治
療
に
向

か
え
る
よ
う
に
、
考
え
を
整

理
す
る
お
手
伝
い
を
す
る
の

も
役
割
の
一
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。

と
避
妊
の
正
し
い
知
識
（
性

感
染
症
）
」
。
事
前
に
学
校

側
か
ら
の
要
望
と
学
校
・
生

徒
の
特
性
や
課
題
に
つ
い
て

養
護
教
諭
か
ら
情
報
収
集

し
、
学
校
側
が
求
め
る
内
容

に
加
え
て
自
身
の
専
門
性
か

ら
提
案
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
講
演
の
内
容
を
組
み
立

て
ま
し
た
。

私
は
、
性
暴
力
被
害
者
支

援
看
護
職
（
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
）
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

病
院
で
性
暴
力
被
害
者
の
対

応
を
実
践
し
て
き
た
経
験
を

踏
ま
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
と
え
ば
妊
娠
す
る
要
素
が

一
つ
も
無
い
妊
娠
不
安
、
逆

に
決
し
て
心
配
ゼ
ロ
と
言
え

な
い
状
況
を
書
き
連
ね
て
い

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
大

丈
夫
と
言
っ
て
も
ら
え
る
だ

ろ
う
」
と
い
う
楽
観
的
な
相

談
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
パ

ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
性
、
状

況
を
推
察
し
な
が
ら
相
談
者

に
寄
り
添
っ
た
返
答
を
し
つ

つ
、
必
要
に
応
じ
て
緊
急
避

妊
や
低
用
量
ピ
ル
の
情
報
を

伝
え
ま
す
が
、
ど
こ
ま
で
伝

わ
っ
て
い
る
の
か
心
配
に
な

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
お
う
ち
性
教

育
ブ
ー
ム
や
性
暴
力
に
対
す

る
世
論
の
高
ま
り
を
受
け
、

良
質
な
サ
イ
ト
や
書
籍
や
各

地
で
性
教
育
の
活
動
さ
れ
て

い
る
個
人
・
団
体
に
よ
り
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
が
増
え
、
学

校
の
全
体
教
育
で
は
カ
バ
ー

で
き
な
い
よ
う
な
個
別
性
の

あ
る
具
体
的
な
情
報
に
も
思

春
期
の
子
ど
も
た
ち
に
ア
ク

セ
ス
し
や
す
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
相
談
員
も
、
も

っ
と
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
、
北
村
先
生

の
書
籍
や
本
会
作
成
の
「
＃

つ
な
が
る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
へ
の

リ
ン
ク
、
各
サ
イ
ト
を
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
と
も
に
ご
紹
介
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
見
る
だ
け
・
読

む
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
事

も
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
っ

と
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
つ
な
が
れ
る
場
が

必
要
と
、
先
輩
相
談
員
が
ご

自
身
の
勤
務
す
る
婦
人
科

で
、
街
角
保
健
室
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
も
「
や
り
た
い
」
を
声

に
出
し
、
形
に
し
た
成
果
が

あ
り
ま
す
。先
輩
の
奮
闘
が
、

子
ど
も
た
ち
に
届
く
よ
う
エ

ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

はたがや
松
原
　
由
佳

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
／
避
妊
の
た
め
の

ピ
ル
＆
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
相
談
室 

相
談
員

（
２
０
２
４
年
４
月
１
日
掲
載
）

小
島
　
章
子

東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
相
談
員

（
２
０
２
４
年
５
月
１
日
掲
載
）

幸
﨑
　
若
菜

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
／
避
妊
の
た
め
の

ピ
ル
＆
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
相
談
室 

相
談
員

（
２
０
２
４
年
６
月
１
日
掲
載
）

　暖かい日が差し込む相談室では、今日
も相談員さんが電話やLINEに届く悩み
に真

しん

摯
し

に向き合っています。機関紙では、
相談を受けながら日頃感じること、考え
ることを思い思いに、毎月書き連ねてい
ただいています。相談員の年齢や経験、
経歴が違うからこそ、互いに刺激になっ
ているのが、JFPA相談室の特長の一つ。
　このリレーエッセーからもその様子が
感じられるのではないでしょうか。事例
紹介に留まらない「はたがや日和」から
目が離せません！

〜JFPA相談室へようこそ〜

日日
びよりびより

和和
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本
会
に
は
「
思
春
期
・
Ｆ

Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
と
「
避

妊
の
た
め
の
ピ
ル
・
ア
フ
タ

ー
ピ
ル
相
談
室
」
「
東
京
都

不
妊
・
不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
思
春
期
相
談
で
は
、
思
春

期
世
代
の
男
女
か
ら
の
主
に

性
に
ま
つ
わ
る
相
談
を
、
ピ

ル
・
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
相
談
室

で
は
、
思
春
期
~
閉
経
の
年

代
の
方
か
ら
緊
急
避
妊
や
低

用
量
ピ
ル
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
縁
あ
っ
て
、
東

京
都
の
研
修
会
で
「
緊
急
避

妊
の
相
談
」
に
つ
い
て
お
話

し
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
せ
っ
か
く
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
か

ら
、
日
頃
の
や
り
と
り
を
生

か
そ
う
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の

画
面
と
相
談
カ
ー
ド
を
読
み

返
し
、
事
例
を
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

緊
急
避
妊
の
相
談
は
、
最

終
月
経
や
避
妊
が
で
き
な
か

っ
た
性
交
の
時
間
や
、
相
談

者
へ
の
確
認
事
項
、
緊
急
避

妊
薬
を
入
手
す
る
た
め
の
ア

ク
セ
ス
方
法
な
ど
、
説
明
す

る
内
容
が
共
通
し
て
い
る
部

分
が
比
較
的
多
い
の
で
、
ワ

ン
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が
ち
で

す
。
で
す
が
、
相
談
者
の
状

況
に
応
じ
て
、
回
答
を
変
化

さ
せ
て
い
る
点
に
着
目
し
て

振
り
返
り
、
特
徴
あ
る
も
の

を
書
き
出
し
て
メ
モ
を
作
り

ま
し
た
。
要
点
を
整
理
し
、

仲
間
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
得
な

が
ら
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
解

説
原
稿
を
作
り
ま
し
た
。

緊
急
避
妊
は
日
々
相
談
を

受
け
て
い
る
私
た
ち
や
、
き

ち
ん
と
情
報
を
得
る
機
会
の

あ
っ
た
人
に
と
っ
て
は
当
た

り
前
の
こ
と
で
も
、
相
談
者

は
こ
れ
ま
で
学
校
や
周
り
の

大
人
か
ら
教
え
て
も
ら
う
機

会
が
な
か
っ
た
た
め
、
急
に

直
面
し
た
妊
娠
の
可
能
性
に

混
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
玉
石

混
交
の
情
報
が
多
く
、
こ
ち

ら
の
相
談
窓
口
に
た
ど
り
着

い
て
も
、
勇
気
を
出
し
て
相

談
し
て
く
る
相
談
者
に
は
大

き
な
不
安
や
多
様
な
背
景
が

あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
に
対
し

て
相
談
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
配

慮
し
気
を
付
け
て
い
る
視
点

や
対
応
の
工
夫
な
ど
を
、
資

料
作
り
の
過
程
で
改
め
て
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。特

に
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
な
ど
の

性
暴
力
被
害
に
対
す
る
支
援

の
必
要
性
は
な
い
か
、
相
手

の
男
性
と
対
等
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る

か
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
緊

急
避
妊
の
相
談
に
限
ら
ず
大

事
な
点
で
す
。
し
か
し
、
相

談
し
て
い
る
女
性
自
身
が
被

害
者
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
な
い
場
合
な
ど
、
タ
イ

ム
リ
ミ
ッ
ト
の
あ
る
限
ら
れ

た
相
談
の
中
で
は
な
か
な
か

難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
緊
急
避
妊

の
相
談
で
聞
か
れ
る
の
は
、

妊
娠
の
確
率
と
緊
急
避
妊
が

必
要
か
ど
う
か
で
す
。
「
妊

娠
の
可
能
性
が
低
い
」
と
い

う
回
答
を
期
待
し
て
の
こ
と

と
推
察
し
ま
す
が
、
女
性
が

妊
娠
を
望
ま
な
い
場
合
に
ま

ず
必
要
な
こ
と
は
、
確
率
に

関
わ
ら
ず
妊
娠
を
回
避
す
る

た
め
に
行
動
す
る
こ
と
で

す
。
同
じ
心
配
を
繰
り
返
さ

な
い
な
ど
、
相
談
室
に
関
わ

る
こ
と
が
、
相
談
者
の
Ｓ
Ｒ

Ｈ
Ｒ
の
向
上
へ
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
た
め
に
、
こ
の
機
会

を
逃
さ
な
い
よ
う
、
私
た
ち

相
談
員
は
対
応
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

避
妊
を
男
性
任
せ
に
す
る

こ
と
の
リ
ス
ク
を
知
っ
て
、

女
性
が
主
体
的
に
避
妊
し
て

自
身
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
伝
え
、
そ
し
て
相
談
し
て

く
れ
た
人
が
よ
り
良
い
対
人

関
係
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
。
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
少
し
で
も
助
け
に

な
れ
る
よ
う
自
己
研
さ
ん
し

な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
回
の
研
修
の

チ
ャ
ン
ス
を
下
さ
っ
た
東
京

都
、
そ
し
て
準
備
を
支
え
て

く
れ
た
相
談
員
に
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

不
妊
治
療
は
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
こ
と
が
多
い
治
療
で

す
。
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
に
お
電
話
を
い

た
だ
く
中
で
も
「
気
持
ち
が

落
ち
込
ん
で
し
ょ
う
が
な

い
、
ず
っ
と
同
じ
こ
と
を
ぐ

る
ぐ
る
と
考
え
て
し
ま
う
、

何
か
自
分
で
で
き
る
ス
ト
レ

ス
解
消
法
み
た
い
な
も
の
を

教
え
て
」
と
聞
か
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

私
は
専
門
家
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
「
こ
れ
で

ス
ト
レ
ス
解
消
で
き
ま

す
！
」
と
い
う
よ
う
な
ア
ド

バ
イ
ス
は
で
き
ま
せ
ん
か

ら
、
逆
に
「
何
か
好
き
な
も

の
と
か
癒
さ
れ
る
も
の
っ
て

あ
り
ま
す
か
？
」
と
お
聞
き

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
で
話
を
広
げ
て
い

く
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と

「
あ
れ
が
好
き
」
「
こ
れ
を

や
り
た
か
っ
た
」
と
会
話
が

弾
み
、
い
っ
と
き
と
は
い

え
、
不
妊
治
療
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
頭
の
中
に
違
う
景
色

が
浮
か
ん
で
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
た
り
し
ま
す
。

最
近
い
た
だ
い
た
電
話
で

同
様
に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ

「
ペ
ッ
ト
が
心
の
支
え
で
癒

や
し
で
す
」
と
い
う
方
や

「
今
は
ペ
ッ
ト
が
飼
え
な
い

の
で
動
物
の
動
画
を
見
る
と

癒
や
さ
れ
ま
す
」
と
お
っ
し

ゃ
る
方
が
い
て
、
わ
が
家
に

も
愛
猫
が
い
る
の
で
動
物
の

話
題
で
盛
り
上
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

前
者
の
方
は
「
ペ
ッ
ト
が

来
る
前
の
メ
ン
タ
ル
は
も
っ

と
ひ
ど
く
て
、
本
当
に
鬱う

つ

み

た
い
で
し
た
。
お
か
げ
で
今

は
随
分
マ
シ
に
な
り
ま
し

た
。
以
前
な
ら
こ
こ
に
電
話

も
で
き
な
か
っ
た
、
本
当
に

あ
の
子
の
お
か
げ
で
す
」
と

ペ
ッ
ト
愛
を
熱
く
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

後
者
の
方
は
「
今
は
動
画

を
見
る
だ
け
で
す
が
、
い
つ

か
保
護
さ
れ
た
子
を
飼
い
た

い
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
り
、

い
ろ
い
ろ
と
お
話
し
し
て
い

る
う
ち
に
最
後
に
は
「
も
し

も
本
当
に
子
ど
も
を
諦
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

ら
、
そ
の
と
き
は
…
動
物
保

護
の
活
動
を
し
た
い
で
す
」

と
い
う
力
強
い
言
葉
で
電
話

を
切
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。お

二
人
と
も
、
不
妊
治
療

が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う

現
実
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
好
き
な
も
の
、
夢
中
に

な
れ
る
も
の
を
口
に
す
る
う

ち
に
、
最
初
は
暗
か
っ
た
声

が
最
後
に
は
明
る
い
声
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
励
ま

し
た
か
ら
で
は
な
く
、
ご
自

身
の
内
か
ら
出
て
き
た
思
い

を
言
葉
に
し
て
い
る
そ
の
声

に
、
ご
自
身
の
心
が
反
応
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。動

物
が
苦
手
な
方
や
事
情

や
信
条
が
あ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
「
ペ
ッ
ト
を
飼

っ
た
ほ
う
が
良
い
」
と
勧
め

た
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（
む
し
ろ
「
子
ど
も
の
代
わ

り
」
で
「
か
わ
い
そ
う
」
と

か
「
痛
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
）
。

ペ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
推
し

だ
っ
た
り
趣
味
だ
っ
た
り
、

そ
の
人
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
よ
う

な
も
の
が
あ
れ
ば
、
い
っ
と

き
つ
ら
い
気
持
ち
を
し
の
げ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る

の
で
す
。
肝
心
な
の
は
一
番

苦
し
い
時
を
脱
す
る
こ
と
。

「
今
」
解
決
は
し
な
い
け
れ

ど
、
ま
た
い
つ
か
元
の
自
分

ら
し
い
自
分
に
戻
れ
る
時
の

た
め
の
強
い
味
方
。
そ
う
思

え
て
私
の
方
が
励
ま
さ
れ
あ

た
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
ま
で
好

き
な
も
の
が
な
い
、
今
は
何

も
し
た
く
な
い
、
と
い
う
方

も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
も

あ
り
で
す
。
何
も
し
な
い
の

が
必
要
な
時
な
の
か
も
と
思

っ
て
、
堂
々
と
休
息
を
取
っ

て
く
だ
さ
い
（
そ
れ
で
も
鬱

症
状
が
あ
る
か
も
と
不
安
な

方
は
専
門
家
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
ね
）
。

昨
年
、
市
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
閉
院
の
際
、
「
機
関
紙
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
」
と

杉
村
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
声
が

掛
か
り
ま
し
た
。
そ
の
や
り

取
り
を
す
る
中
、
病
院
勤
務

を
退
職
し
、
時
間
的
な
余
裕

が
あ
る
と
分
か
る
や
否
や

「
ま
た
相
談
員
し
ま
せ
ん
？
」

と
。
こ
れ
も
ご
縁
か
と
思
い

10
月
、
ち
ょ
う
ど
幡
ヶ
谷
に

お
引
っ
越
し
を
し
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
の
復
帰
と
な
り
ま
し

た
。
以
前
は
と
い
う
と
１
９

９
０
年
か
ら
２
０
０
５
年
ま

で
思
春
期
の
電
話
相
談
と
外

来
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

低
用
量
ピ
ル
が
承
認
さ
れ
る

少
し
前
か
ら
発
売
後
し
ば
ら

く
の
間
で
す
。
当
時
、
緊
急

避
妊
は
ま
だ
未
承
認
で
、
ヤ

ッ
ペ
法
で
の
代
用
で
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
今
ほ
ど

普
及
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
そ
も
そ
も
緊
急
避
妊
を

知
る
人
も
そ
う
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
０
０
年
３
月
、
当
時

事
務
所
の
あ
っ
た
市
ヶ
谷
に

向
か
う
朝
、
中
目
黒
で
日
比

谷
線
脱
線
事
故
が
起
き
ま
し

た
。
私
は
そ
の
列
車
の
少
し

後
の
電
車
に
乗
っ
て
い
て
小

一
時
間
列
車
に
閉
じ
込
め
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
携
帯

電
話
が
今
ほ
ど
当
た
り
前
に

は
な
っ
て
お
ら
ず
、
と
て
も

困
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
近
く
に
乗
り
合
わ
せ
た

方
に
携
帯
電
話
を
貸
し
て
い

た
だ
き
、
や
っ
と
の
こ
と
で

遅
延
の
連
絡
を
し
ま
し
た
。

今
に
し
て
み
れ
ば
恥
ず
か
し

い
思
い
出
で
す
。
そ
れ
を
機

に
携
帯
電
話
を
持
つ
こ
と
に

し
ま
し
た
。
小
学
生
ま
で
も

携
帯
電
話
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何

で
も
調
べ
ら
れ
る
今
の
思
春

期
世
代
に
は
想
像
も
で
き
な

い
出
来
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
相
談
も
電
話
か
ら
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
と
変
わ
り
、
当
初

は
慣
れ
な
い
入
力
作
業
に
戸

惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
間

も
な
く
１
年
に
な
る
今
で
は

ス
ム
ー
ズ
に
相
談
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

妊
娠
し
な
い
か
心
配
だ
か

ら
緊
急
避
妊
薬
を
内
服
し
た

方
が
良
い
か
と
い
う
17
歳
の

男
子
か
ら
の
相
談
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
性
器
の
挿
入
が

な
く
て
も
精
液
が
つ
い
た
手

が
腟
に
触
れ
れ
ば
妊
娠
の
可

能
性
が
あ
る
と
の
情
報
を
得

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
大
丈

夫
だ
と
返
信
し
て
も
絶
対
に

大
丈
夫
か
と
何
度
も
確
認
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
来
て
、
着
て
い

た
衣
類
は
下
着
と
ジ
ャ
ー
ジ

で
す
と
の
詳
し
い
説
明
ま
で

連
絡
し
て
く
る
始
末
で
し

た
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
で

も
調
べ
ら
れ
る
便
利
さ
と
は

裏
腹
に
、
余
計
な
心
配
ま
で

増
え
て
し
ま
い
「
と
ん
だ
時

代
に
な
っ
た
も
の
だ
」
と
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
避
妊

を
二
人
で
語
る
こ
と
な
く
、

す
ぐ
に
緊
急
避
妊
薬
へ
と
向

か
っ
て
い
る
姿
に
も
「
今
」

を
感
じ
ま
す
。
便
利
に
も
思

え
る
避
妊
の
方
法
で
す
が
、

あ
く
ま
で
も
緊
急
な
の
だ
と

強
く
説
明
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
果
た
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
は
ど
ん
な
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
の
か
と
調

べ
て
み
る
と
、
何
回
分
か
の

ま
と
め
買
い
や
お
守
り
の
た

め
の
購
入
が
勧
め
ら
れ
て
い

た
り
し
ま
す
。
し
か
し
ネ
ッ

ト
購
入
で
は
便
利
な
半
面
、

薬
剤
の
真
偽
な
ど
新
た
な
不

安
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ん
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
済
ま
す
の
で
は
な
く
、
多

少
面
倒
で
も
、
い
く
ぶ
ん
費

用
が
か
か
っ
て
も
、
こ
の
心

配
を
機
に
受
診
を
し
て
、
そ

こ
か
ら
「
か
か
り
つ
け
婦
人

科
医
」
を
持
つ
こ
と
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

思
春
期
世
代
の
妊
娠
不
安

は
今
も
昔
も
同
じ
な
の
に
、

情
報
に
振
り
回
さ
れ
て
不
安

が
増
え
て
い
る
よ
う
な
気
も

し
ま
す
。
せ
っ
か
く
便
利
な

時
代
に
生
き
る
の
で
す
か

ら
、
上
手
に
利
用
し
て
、
楽

し
い
青
春
時
代
を
過
ご
し
て

ほ
し
い
と
願
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相

談
に
答
え
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
が
来
年
３

月
で
終
了
す
る
。
３
回
の
接

種
を
全
て
公
費
負
担
で
受
け

る
に
は
、
９
月
中
（
す
な
わ

ち
今
月
中
）
に
１
回
目
の
接

種
を
終
え
る
必
要
が
あ
る

が
、
対
象
者
に
こ
の
大
切
な

情
報
が
届
き
、
実
際
に
ど
れ

だ
け
接
種
を
し
て
く
れ
る
だ

ろ
う
か
。
接
種
を
迷
っ
て
い

る
と
い
う
声
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

の
相
談
に
も
寄
せ
ら
れ
る
。

中
に
は
、
保
護
者
の
副
反
応

に
対
す
る
不
安
が
強
く
、
接

種
に
踏
み
切
れ
な
い
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

つ
い
先
日
の
相
談
は
、
対

象
年
齢
に
該
当
す
る
ご
本
人

か
ら
だ
っ
た
。
彼
女
は
、
情

報
は
知
っ
て
い
た
が
母
親
が

０
２
２
年
に
積
極
的
推
奨
が

再
開
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ

の
接
種
率
は
ま
だ
ま
だ
低

く
、
欧
米
諸
国
の
80
％
に
は

遠
く
及
ば
な
い
。

私
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
相
談
員

の
他
に
、
地
域
で
「
こ
ど
も

食
堂
」
の
活
動
を
し
て
い

る
。
そ
の
活
動
を
通
し
て
、

２
年
前
か
ら
は
、
12
人
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
方
々
へ

の
支
援
も
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
と
子

ど
も
だ
。
戦
火
か
ら
逃
れ
、

必
死
の
思
い
で
日
本
に
や
っ

て
き
た
女
性
た
ち
が
来
日
間

も
な
い
頃
、
私
は
助
産
師
と

し
て
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
い
ろ
い
ろ
尋

ね
て
み
た
。
こ
れ
ま
で
の
大

変
な
経
験
と
、
言
葉
も
文
化

も
違
う
環
境
で
の
生
活
に
、

体
調
の
不
安
や
月
経
な
ど
に

関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え

て
い
な
い
か
、
下
着
や
ナ
プ

キ
ン
な
ど
の
衛
生
用
品
は
足

り
て
い
る
か
、
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
で
心
配
な
こ
と
は
な

い
か
な
ど
、
思
い
つ
く
限
り

の
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
。
す

る
と
、
最
初
に
返
っ
て
き
た

言
葉
は
、
「
14
歳
の
娘
に
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
さ

せ
た
い
が
、
日
本
で
受
け
る

こ
と
は
で
き
る
か
」
と
い
う

内
容
だ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
接
種
を
予
定
し
て
い
た
と

こ
ろ
に
、
突
然
の
ロ
シ
ア
侵

攻
が
始
ま
り
、
受
け
ら
れ
な

い
ま
ま
日
本
に
や
っ
て
き
た

が
、
こ
の
ま
ま
チ
ャ
ン
ス
を

逸
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
心
配
。
で
き
れ
ば
早
く

娘
に
は
接
種
を
さ
せ
た
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

正
直
、
私
は
彼
女
の
言
葉

に
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
対

す
る
認
識
の
差
が
、
日
本
と

海
外（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）で
は
こ

れ
ほ
ど
違
う
も
の
な
の
か
と

驚
い
た
。す
ぐ
に
、市
役
所
に

確
認
し
、
日
本
で
も
接
種
が

で
き
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、

彼
女
は
と
て
も
安
心
し
た
様

子
を
見
せ
た
。
日
本
で
は
、

い
ま
だ
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

保
護
者
は
少
な
く
な
い
。
一

方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
母
親

は
、
か
つ
て
経
験
を
し
た
こ

と
の
な
い
困
難
の
中
で
も
、

適
切
な
時
期
に
接
種
を
受
け

る
こ
と
は
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
差
は
と
て
つ
も

な
く
大
き
い
と
感
じ
た
。

海
外
の
方
と
接
す
る
こ
と

で
感
じ
た
違
和
感
を
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
、
私
は
改
め
て
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
正
し
い

情
報
を
丁
寧
に
伝
え
て
い
か

ね
ば
と
、
思
い
を
新
た
に
し

た
。

難
色
を
示
し
て
い
た
た
め
、

接
種
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

そ
う
だ
。
し
か
し
、
最
近
は

大
学
で
も
接
種
を
勧
め
ら
れ

る
こ
と
も
多
く
、
い
よ
い
よ

無
料
で
受
け
ら
れ
る
期
限
が

迫
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

尋
ね
て
き
た
の
だ
。
彼
女

は
、
こ
れ
ま
で
母
親
と
こ
の

件
に
つ
い
て
深
く
話
を
し
た

こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
だ

が
、
改
め
て
子
宮
頸
が
ん
の

現
状
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有

効
性
を
伝
え
る
と
、
急
ぎ
接

種
を
す
る
方
向
で
話
し
て
み

ま
す
と
言
っ
て
く
れ
た
。
２

笛
田
　
恵
子

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
／
避
妊
の
た
め
の

ピ
ル
＆
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
相
談
室
相
談
員

（
２
０
２
４
年
10
月
１
日
掲
載
）

小
林
　
美
貴

東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
相
談
員

（
２
０
２
４
年
８
月
１
日
掲
載
）

來
田
　
美
鈴

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
／
避
妊
の
た
め
の

ピ
ル
＆
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
相
談
室
相
談
員

（
２
０
２
４
年
９
月
１
日
掲
載
）

中
尾
　
光
子

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
／
避
妊
の
た
め
の

ピ
ル
＆
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
相
談
室
相
談
員

（
２
０
２
４
年
７
月
１
日
掲
載
）
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●
健
や
か
親
子
表
彰

【
自
治
体・団
体・企
業
】

最
優
秀
賞

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法

人
キ
ー
プ
・
マ
マ
・
ス
マ

イ
リ
ン
グ

自
治
体
部
門
優
秀
賞

神
奈
川
県
横
須
賀
市
地
域

健
康
課

団
体
部
門
優
秀
賞

公
益
財
団
法
人
チ
ャ
イ
ル

ド
・
ケ
モ
・
サ
ポ
ー
ト
基
金

企
業
部
門
優
秀
賞

　
株
式
会
社
松
本
山
雅

【
個
人
】

青
森
県
　
　
真
鍋
　
麻
美

岩
手
県
　
　
遊
田
　
由
希
子

秋
田
県
　
　
谷
口
　
久
美
子

茨
城
県
　
　
荒
井
　
幸
子

栃
木
県
　
　
鈴
木
　
悦
子

群
馬
県
　
　
石
坂
　
泰
子

千
葉
県
　
　
小
林
　
宏
伸

神
奈
川
県
　
山
田
　
舞

富
山
県
　
　
八
十
島
　
邦
昭

●
功
労
者
表
彰

【
個
人
】

青
森
県
　
　
田
中
　
誠
也

岩
手
県
　
　
坂
川
　
真
美

岩
手
県
　
　
西
里
　
真
澄

宮
城
県
　
　
瀬
戸
　
琴
子

宮
城
県
　
　
齊
藤
　
幸
子

秋
田
県
　
　
清
水
　
昱
子

栃
木
県
　
　
星
野
　
典
子

群
馬
県
　
　
佐
藤
　
泉

群
馬
県
　
　
島
田
　
百
合
子

埼
玉
県
　
　
佐
藤
　
達
也

埼
玉
県
　
　
櫻
井
　
裕
子

千
葉
県
　
　
櫻
井
　
美
代
子

千
葉
県
　
　
松
本
　
弘

神
奈
川
県
　
藤
野
　
宜
之
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本会会長表彰、および健やか親子21内閣府特命担当大臣表彰の被表彰者は次の通りです。
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